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1．　　はじめに
我が国の科学技術政策の基本的な枠組みを与えるものとして、「科学技術基本
法」が平成7年に制定されたのを皮切りに、新たな研究開発システムの構築を
目指す一連の取り組みが進められてきた。その中の重要な柱の1つである研究
評価に関する取り組みも、だんだんと実行段階へと動き出した感がある。平成
9年の「国の研究開発全般に共通する評価の実施方法の在り方についての大綱
的指針」により、研究評価の方向性が示されたのを受けて、今年1月には「研
究開発の評価の現状」として、関連省庁での研究評価の取り組みの進捗が報告
されるに至っている。
我が国における研究評価導入の背景には、昨今の厳しい財政事情のもと、国
の研究開発資金について重点的・効率的に配分する必要性に迫られているとい
った状況があることは、上記指針策定の意義の中でも述べられているところで
ある。しかし、こうした研究評価で対象としているのは、研究開発課題や研究
開発機関の評価にとどまっている。したがって、このような研究課題設定の上
流に位置する科学技術政策までフィードバックするといった視点は、政策評価
の実施に期待されることになろう。このような科学技術政策も含め、各省庁の
政策そのものに関する評価については、2001年の中央省庁再編を目指し進めら
れている行政改革の議論の中で論じられており、今年4月にとりまとめられた
「中央省庁等改革の推進に関する方針」の中でもその実施のための方針が示さ
れている。いずれにしても、我が国の研究開発活動およびその政策の評価への
取り組みは、まだ緒についたばかりである。
これらの評価手法については、現在、関係各方面で検討が進められているこ
とと思われる。将来的には、こうした評価手法の一環を担うであろう資料とな
ることを想定して、まずは、政策策定から成果産出まで一連の動向を分析する
ことにより、我が国の研究開発活動の実態を把握することが必要であると考え
られる。
本研究は、そういった分析の一例として、我が国の一研究開発分野に焦点を
当てて分析を試みたものである。
2．　　本研究の目的
これまで、我が国の研究開発活動における政策決定から成果産出までの各局
面を、一貫してその局面間相互の関連性の観点から分析したものは少なかった
ように思う。すなわち、研究開発の入力面と出力面を関連させて分析をおこな
っているものは、あまり見られない。本研究では、我が国の研究開発における
一分野、ライフサイエンス研究に着目し、そこでの入出力の特徴を描き出すこ
とを目的とする。これによって、その分野の現状を把握し、ひいては評価を行
うための一資料となることが期待できる。
2．1　国の研究開発活動の枠組み
本研究の枠組みを考える上で、まず、国の研究開発活動の枠組みについて
概観する。
国の研究開発における政策策定から成果産出までの流れを簡略に示すと、
図1のようになる。
我が国の科学技術一般に関して基本的で総合的
な政策の策定に関しては、科学技術会議が大きく
関与している。さらに個別の政策の策定について
は、対象となる研究開発の分野や性格に応じて、
それらを所掌する省庁において行われている。こ
うして策定される政策を反映する形で、各省庁に
おいて予算編成がなされ、毎年科学技術関係経費
として計上されることになる。こうして各省庁で
計上された予算は、傘下の研究機関へ経常的に配
分されるものもあれば、委託研究や研究助成金と
して外部の研究機関等へ配分されるものもある。
こうした複数経路の資金を活用し、各研究機関等
において研究開発活動が行われ、研究成果を生み
だしている。
≡
図1国の研究開発活動
のフレームワーク
ただし、ここで政策とよんだものには、いくつかレベルがあることに注意
すべきである。
それによって実現したい状況を展望する目標である政策（policy）、その下
位概念としてその目標を達成する手段である施策（program）が置かれ、そ
の施策目標を達成する手段として事業（project）が作られる（1）と整理され
る場合が多い。これを、冒頭の政策策定に関する説明において考えると、科
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学技術会議で主に政策（policy）を、各省庁で主に施策（program）や事業
（project）を策定していると解釈することができる。つまり各省庁での予算
計上は、施策もしくは事業に対して行われているといえる。
ところで、図1のフレームワークは、あくまでも国（中央政府）レベルで
の研究開発の流れを表したものである。しかし、研究開発活動を一国全体の
システムとして捉える場合には、民間企業の研究所や地方政府といった、他
のセクターにおける研究機関も含めて考える必要がある。こうした国以外の
機関では、複数の資金源の1つとして国の予算を導入している場合もあるが、
その割合は機関によってまちまちである。したがって、各省庁で計上される
予算は、支援基盤として一国全体の研究開発活動に大きく寅献するものでは
あるが、その全ての研究開発活動を賄う研究費全体ではない。このため、研
究開発活動を実際に実施している研究機関側における実施ベースでの研究費
は、我が国の研究開発活動全体に直接影響を及ぼす入力要素として把握して
おく必要がある。
研究開発活動の結果生みだされる成果に関しては、民間企業であれば新製
品の開発がメインとなるであろうが、大学や研究機関であれば、その多くが
学術論文や特許取得といった形での知識や技術の蓄積に結実することになる
であろう。また、このような直接的な成果以外にも、政府の政策がある研究
開発分野の振興を謳うことにより、産業界におけるその分野への投資を促す
といった間接的な成果も考えられる。
本研究では、こうした国の政策策定から成果産出に至る一連の研究開発活
動の枠組みに沿った形で、各局面での指標の経時的な変遷に着目した分析を
行う。また、国（中央政府）の政策、予算を源流とした相互関係を把握する
ことを目的とするため、対象とする研究主体は大学や研究機関を想定し、研
究成果として論文生産に焦点を当てて分析を行うこととする。
2．2　我が国の研究開発の重要分野「ライフサイエンス」
我が国の研究開発活動について、全体としてその流れを追っても、漠然と
した特徴しか兄いだせないことが予想される。研究開発の分野によってその
システムが異なることが考えられるからである。そこで、ある研究開発分野
に対象を絞って、その活動の流れを追うことが有効であると考えられる。特
に注目されている分野の方が、予算や成果のパフォーマンスを追いやすい。
本研究では以下のような理由から、ライフサイエンス研究に焦点を当てて論
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じることとする。
我が国では、科学技術政策大綱（2）において重点的に振興を図るべき科学
技術分野を設定しており、ライフサイエンスはその中の一分野とされている。
最近では「ライフサイエンスに関する研究開発基本計画」（1997年8月13日
決定）（3）が策定されたり、脳科学研究やゲノム科学研究などを関係省庁で協
力して取り組むなど、我が国の研究開発の中でもライフサイエンスが重要な
分野として認識されている様子がわかる。また、各方面の専門家に対する質
問調査（4）でも、政府が関与することへの期待の大きい分野として、ライフ
サイエンスが上位に挙げられている。
しかし一方では、日本のライフサイエンスの研究水準は国際的に劣ってい
ると多くの研究者が感じているのも実情である（5）。さらに、英文による論文
雑誌への投稿といった研究開発のアウトプットの低さ、ライフサイエンス関
連の国内産業の弱体さや、必要なインフラストラクチャの未整備な状況とい
ったデータに基づく調査結果から、日本のライフサイエンス研究のおかれた
厳しい現状を指摘する報告もある（6）。政策的に重要視されている分野にも関
わらず、それに見合う成果が出されていないということになると、これはま
さに、政策から成果産出までの一連の分析によって、その実態把握が望まれ
る分野ということになる。
このような理由から、我が国のライフサイエンス研究のパフォーマンスが
国際的にどう位置しているか、他分野との間係における優先度はどうか、ま
た政策から成果産出までの一連の局面における相互の関連はどうなっている
か、といった視点から分析することは、我が国の研究開発の実態を把握する
ための一事例として有意義であると考える。
2．3　研究開発の入出力分析
一国の研究開発活動の実態については、従来から様々な観点で分析が試み
られてきている。研究開発活動の入力側の要素として研究投資額や研究者数
が、出力側の要素として論文生産や特許取得といった指標が取り上げられる
場合が多い。しかし、それぞれの要素が別個に扱われることがほとんどで、
これら要素間相互の関連度合いを分析したものは余り目につかない。
研究開発における入出力分析に関する先行研究としては、例えば、研究開
発に投じられる政府の民生用支出あたりの論文の引用数の観点から、G7諸
国間で費用効果の比較をおこなったイギリスのベンチマーキング調査がある
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（7）。この研究では、米国、イギリス、カナダといった高い値を示す国と、そ
の他の4カ国の間では値に大きな開きが存在することを示している。ただし、
この分析は、ある一時点での入出力分析であり、時間的な変化を追うもので
はなかった。
一方、時間的な変化の点からは、（日本、米国を含まない）7カ国における
研究活動の効率性の比較分析をおこなっている　Leydesdorffらの研究がある
（8）。その分析では、国毎に高等教育における研究開発費を横軸に、論文数の
国別シェアを縦軸にとり、年を追ってプロットすることにより、散布図を作
成している。そして、各国のデータ点の回帰直線の傾きの緩急に基づき、各
国の研究開発システムの効率性を論じている。この分析では、各国の研究開
発に関する費用効果を経時的な観点から捉えているのが特徴的である。
こうした分析はいずれも、ピアレビューによる査読制度を有する学術雑誌
への投稿が、研究開発への財政支出と相関関係を有するといった仮定の下に
行われたものである。また、そもそも研究成果を学術論文の数量的なデータ
で代表させるといったことや、その論文生産に寄与する資金源が国によって
異なる可能性がある上で国際比較をすることの難点も指摘されているところ
ではある（9）。しかしながら、入出力分析にとってより望ましい各指標の開発
は後の研究に譲ることにして、本研究ではこのような問題意識を踏まえた上
で、経時的な視点を取り入れたLeydesdorffらの手法を応用することとする。
ただし、彼らは自然科学全分野を対象とした研究開発の国際比較に上述の入
出力分析を用いていたが、本研究では、この手法に一部修正を施し同様の国
際比較をおこなうのに加え、さらに我が国のライフサイエンス分野に限定し、
当該分野を細分した複数分野間での入出力比較にも応用する。
本研究では、こうした研究投資と論文生産の関連性に、さらに政策の変遷
を加味した分析を行うことによって、政策策定から成果産出までの一連の活
動を捉えようとするものである。
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3．　　分析方法
3．1　政策分析
日本の科学技術全般に関する長期的かつ総合的な研究目標の設定等について
は、科学技術会議が内閣総理大臣の諮問に応じて答申、または必要に応じて意
見の申し出をおこなってきている。また、日本学術会議は、科学の振興及び技
術の発達に関する方策等について政府に勧告する権限を有している。また、2．
1節で述べた施策（program）等を策定する省庁では、自ら設置する審議会等
への諮問・答申の手続きを経て、その策定に至る場合が多い。科学技術庁や文
部省等における各種審議会等が、科学技術や学術研究に関する勧告や答申など
をおこなっている。また、厚生科学に関しては、厚生省の厚生科学会議（1997
年度から厚生科学審議会）がその基本戦略の策定等をおこなっている。ライフ
サイエンス政策については、こういった審議会等の取り組みを踏まえて押し進
められてきており、予算配分等を通して研究開発活動に影響を与えている。ま
た、ライフサイエンスの果たす重要な役割の一つである食糧資源の確保等に関
しては、農林水産省において各種施策を講じてきているところである。
このように、日本のライフサイエンス政策のノ特徴として、水平方向と垂直方
向の側面を持つ。前者の特徴として、研究の段階やライフサイエンスの広範な
応用分野に応じて、複数の省庁で企画・立案等がなされていることが挙げられ
る。また、後者の特徴として、大まかには、内閣や科学技術会議レベルでの取
り組みで主に政策（policy）の策定、その他の審議会等のレベルでは主に施策
（program）の策定、省庁等の執行レベルでは主に事業（project）の策定に携
わるといった位置づけになることが予想される。したがって、特に後者の特徴
に注目して、政策策定主体のレベル毎に政策の変遷を追うことは、政策策定プ
ロセスを理解する上で重要な意味を持つ。
こうした審議会等や各省庁での科学技術に関する取り組みを把握する手段と
して、政府の科学技術に関する報告文書における記載に注目するのが1つの方
法である。たとえば、科学技術自書（10）では、その年の国内外における科学
技術活動（科学技術会議の活動も含む）の状況について紹介しており、また、
学術月報（11）では、学術界において注目されている話題の他、学術審議会や
日本学術会議等の活動状況が記載されている。特に科学技術白書では、1971
年度版より「ライフサイエンス」の項目を設けて、関連する動きを毎年報告し
ている。そこで、本研究では科学技術白書および学術月報における記載をもと
に、ライフサイエンスに関する取り組みを時系列に整理する。その際、政策策
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定主体のレベルとして、内閣、科学技術会議、その他の審議会等を中心に、研
究執行レベル、世界での主だった動きも加えて、これらレベル毎の政策変遷を
追えるようにした。
3．2　研究投資分析
国の研究開発の入力要素として、研究開発における投資額に関する指標がよ
く用いられる。ここで、一口に研究開発投資額といっても、各省庁で計上され
る科学技術関係予算額や、その中から研究機関等に配分される経常的な経費や
競争的資金などの補助金等の類、または実際に研究機関等の内部で使用される
研究費といったように、研究開発資金の流れの中での複数の局面が考えられる。
（ライフサイエンス関係予算）
政府の政策がまず具体化されて表れるものは予算である。科学技術庁では、
毎年、関係省庁における科学技術関係経費の計上額を集計しており、ライフサ
イエンス関係予算についても、省庁別の計上額を集計しているので、その推移
を見ることとする（12）。この予算額は国のライフサイエンス政策を直接反映
するもの（図1中の「予算編成」）と考えられる。
また、他分野との関係におけるライフサイエンスの優先度を見るために、科
学技術関係経費全体に占めるライフサイエンス関係予算の割合の推移も分析す
る。
（研究助成金）
さらに、こうしたライフサイエンス関係予算のうち、実際にライフサイエン
ス研究を実施する研究機関等で使用される研究費として、各種経路を経て配分
されるものがある（図1中の「研究機関等への予算配分」）。本来、この配分経
路を全て調査することによって、前述の計上予算と後述の研究機関等における
内部使用研究費との関係を明らかにすることができる。これは重要な研究テー
マではあるが、今後の研究に期待することとする。本研究では、こうした配分
過程の一部を担い、我が国の研究者にとっても重要な存在と位置づけられてい
る研究助成金である、科学技術振興調整費（科学技術庁）および科学研究費補
助金（文部省）のライフサイエンス分野への配分額の推移を分析することとす
る。
科学技術振興調整費では、産学官連携プログラムとして「総合研究」制度が
1981年度に創設された。ここでの研究課題の選定には科学技術会議政策委員
会の意向が大きく反映される。同制度のうち、基礎的・先導的科学技術分野と
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してライフサイエンスの課題枠が設定されているため、そこに分類される課題
への予算推移を分析する（13）。
科学研究費補助金については、各研究課題を分類している細目単位で、ライ
フサイエンス関連と見られる以下の研究種目、専門分野を選択し年度毎に集計
する（14）。
・がん特別研究（～1993年度）
・環境科学特別研究（～1986年度）
・特定研究（～1988年度）および重点蘭域研究（1987年度～）については、
著者がライフサイエンス関連と判断する分類項目
・総合研究（～1995年度）、一般研究（～1995年度）、試験研究（～1995
年度）、基盤研究（1996年度～）、萌芽的研究（1996年度～）および奨励
研究のうち、生物（学）（系）、農学、農芸化学、林学、水産学、畜産学・獣
医学、蚕糸学、境界農学、生理、病理、社会医学、内科、外科、歯科、薬
学、医学一般、生物化学、放射線生物学、生物物理学、基礎生物科学、神
経科学（含脳科学）、実験動物学、医用生体工学・生体材料学、海洋生物
学、岨囁、光生物学、老化（加齢）、免疫の制御機構および血管生物学の
各専門分野
・海外学術調査（1985～1987年度）、海外学術研究（1988年度）および国
際学術研究（1989年度～）のうち、がん特別調査
これら2研究助成金についても、それぞれの研究助成金全体に占めるライフ
サイエンス分野への配分額の割合を分析する。
（研究機関等における内部使用研究費）
こうした政府の研究助成金の類が、当該助成金を所管する省庁傘下の研究機
関にとどまらず、産官学の枠を越えてあらゆる研究機関へ配分されているはか、
科学技術関係財団にみられる民間の助成など、研究機関等における財源は複雑
多岐にわたる。したがって、国のライフサイエンス関係予算と、それ以外の財
源がどういった割合で、研究機関の研究費を賄っているのか把握することは困
難である。しかし、それらを合わせたものとして、実際に使用される研究費を
把握することは、総務庁の「科学技術研究調査」（以下、「総務庁統計」という。）
の統計データによって、ある程度可能である。ライフサイエンス研究費につい
ては、総務庁統計の付帯調査により、研究主体（会社等、研究機関、大学等）
別（15）、支出源（国・地方公共団体、民間）別および研究目的（生命現象全
般及び生物機能の解明、実験生物に関する研究開発、保健・医療に関する研究
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開発、環境保全に関する研究開発、生物及びその機能の鉱工業利用に関する研
究開発、食糧資源の確保に関する研究開発、生物のエネルギー開発への利用に
関する研究開発、その他のライフサイエンスに関する研究開発）別に経年推移
が分かる。そこで、まず、研究主体別のライフサイエンス研究費の推移をみる。
ところで、本研究では研究成果として論文を主に扱うため、研究費データを
取り扱う上で、論文生産に笥与する研究主体の範囲を考慮する必要がある。会
社等における研究成果の大部分は、製品開発に向けられていることが予想され
る。事実、セクター別の論文生産の比率では、大学が圧倒的に多く、続いて民
間、国公立機関の順であり、さらに医学分野においては、大学と国公立機関で
約9割を占めるといった報告がある（16）。したがって、論文に寄与する研究
費の中に、ほとんど論文生産がないにも関わらず、研究費全体の約7割を占め
る会社等における研究費を含めてしまうことは、適切ではないと思われる。こ
のような理由から、次に、大学等と研究機関を合わせた内部使用研究費の推移
に着目して、研究目的別のライフサイエンス研究費の推移を分析することとす
る。
ここでも、全分野に占めるライフサイエンス研究費の割合の推移についても
分析する。
3．3　論文分析
（研究活動の規模を表す論文数）
学術研究の成果を捉えるため、一般に論文生産に関する数量的な指標が用い
られる。研究活動の規模の指標として論文数が、質の指標として引用数が用い
られることが多い。まず、両者についての考察を加えたい。
研究活動の質とは、ある研究が科学界にどれだけ影響を及ぼしたかと言い換
えることができる。その影響度合いを計るものとして、ある研究論文が他の研
究論文の中で引用される回数がどの程度であるかといった観点、すなわち引用
数が用いられるということである。いくら多くの論文を書いても他の研究者に
影響を与えなければ、つまり引用されなければ、価値のある行為とは言えない
とする考え方である。
一方、論文数が意味するものは、研究の規模だけであろうか。論文雑誌が研
究論文を掲載する際には、その研究の先端の現状と展開の方向をしっかりと把
握している専門家による査読を受け、通ったもののみを採用するのが専らであ
る。そこでは、複数の国の研究者による多くの研究の中から、最も質の高い研
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究が掲載権を勝ち取るといったシステムが存在する。したがって、質がどうで
あれ、書けばいくらでも論文数が増えるわけではなく、ある一定基準以上の質
を備えたもののみが論文数としてカウントされると考えることもできる。つま
り、論文数が全く研究活動の質を反映しないものとも言い切れない。
ところで本研究では、研究投資の成果としての論文生産を分析することを目
的としている。ここでは、研究費の多寡は質の高い論文生産を左右することも
あろうが、まず直接的には、どれだけの論文が世に送り出されたか（研究活動
の規模）に現れると考える方が自然である。しかし、同時にこの論文数は、上
述のように国際的な競争に打ち勝ったものであり、一定基準以上の質を備えた
論文の数という捉え方もできる。これは、我が国のライフサイエンスのパフォ
ーマンスが、国際的にどう位置づけられるかという、本研究の趣旨にも合致す
るものである。そこで、本研究では論文数に焦点を当てた分析を進める。
（論文検索に用いるデータベース）
論文に関する各種データベースは、化学分野、医学分野といった分野別など
で複数存在する。論文数等の国際比較等を行うためには、こうしたデータベー
スを活用するのが主である。これらのデータベースの中でも代表的なものとし
て、米国InstituteforScientificInformation（ISI）社のScienceCitationIndex
（SCI）データベースがある。2．3節で述べた先行研究においても、このSCI
データベースを用いている。SCIデータベースは、他の特定分野を専門とする
データベースに比して、それぞれの分野での論文の収録数は少ない。しかし、
ISI社が影響力のある論文を掲載していると判断する論文雑誌を、広い分野に
わたり網羅的に収録していることから、国際的に通用・する論文の検索には充分
であるとされる。また、引用検索もできるとの理由から、計量書誌学的な分析
に用いられることが多い。そこで、本研究における論文分析においても、SCI
データベースを用いることとする。
（分野毎の論文雑誌リストに基づく論文数）
ライフサイエンスをはじめ、特定分野に関する研究論文を多くの論文の中か
ら特定するには、1つ1つの論文の内容を確認していくのが確実であるが、こ
れは膨大な作業であり現実的ではない。このため、簡便な手法の開発が各方面
で取り組まれてはいるが、完壁な手法といったものは確立されていないのが現
状である。対象とする分野に本来含めるべき論文に漏れがあったり、逆に含め
るべきではない論文がカウントされてしまうため、その補正の必要性がどうし
ても生じるのである。このように改良の余地はあるものの、簡便な手法として
は、以下のような方法が考えられる。
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1つは、対象とする分野に関連する、あるキーワードをタイトルに含む論文
を抽出する方法である。確かにこの方法では、選択された論文には、そのキー
ワードに関する内容を含むことはまず間違いないが、漏れた論文の中にもその
キーワードを内容とするものがあることは考えられる。また、そもそもその分
野を代表するキーワードをどう設定するかといった問題が存在する。
もう一つの方法として、その分野の研究者が著者となっている論文を抽出す
る方法が考えられる。しかし、研究者が他の分野の論文を全く書かないという
こともないだろうし、そもそもその分野の研究者を全てリストアップすること
も困難であろう。
今一つの方法は、目的としている分野を専門とする論文雑誌に掲載されてい
る論文数をカウントすることである。概ね、論文雑誌はその編集方針によって
対象とする研究分野が決まっているため、そこに掲載される論文はその分野の
論文といってほぼ間違いない。ただし、論文雑誌の中には特に掲載する論文の
研究分野を限定しない総合誌もあるため、複数の分野の論文が混在しているも
のもある。しかし、こうした総合誌も含め専門誌に掲載される論文を抽出すれ
ば、多少他の分野のものも含むが、ほぼ漏れなく広めにその分野の論文数をカ
ウントすることができる。問題はそのような研究分野毎の論文雑誌リストの存
在であるが、上述のISI社で作成している収録雑誌目録である　Current
Contentsでは、分野毎に収録論文雑誌名を掲載している。具体的には「ライ
フサイエンス」「農・生物・環境科学」「物理・化学・地球科学」「臨床医学」「工
学・技術・応用科学」「社会・行動科学」「芸術・人文科学」の7分野で、さら
に各分野内で複数のカテゴリー毎に論文雑誌を分類している。
そこで、本研究では最後に示した手法を用い、ISI社Current Contentsの
ライフサイエンスに関連するカテゴリーに分類されている論文雑誌群毎に、掲
載論文の検索を行いその数をカウントすることとした。
その際、欧米でのライフサイエンスの概念と、我が国でのそれとの間に若干
のずれがあることに注意したい。前者では、まさに人間のための「生命科学」、
すなわち医療技術への応用を最終目標としていることが、Current Contents
「ライフサイエンス」Editionの18のカテゴリーからも分かる（表l）。一
方、我が国におけるライフサイエンスの範疇には、医療技術への応用に加え、
環境、農林水産業、産業等への応用も含まれる。これは「ライフサイエンスに
関する研究開発基本計画」や上述の総務庁統計でのライフサイエンス研究費の
目的別分類でも確認することができる。したがって、我が国の定義におけるラ
イフサイエンスに関する論文を網羅するために、Current Contents「ライフ
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サイエンス」Editionに加え、環境、農林水産業も考慮し、Current Contents
「農・生物・環境科学」Edition　のカテゴリーから表1に示す4つのカテゴリ
ーを選択・追加し、計22のカテゴリーとすることにした（22カテゴリー毎
に分類される論文雑誌リストは資料1参照）。
表1　論文検索で用いたISI社CurrentContentsのカテゴリー
「ライフサイエンス」
Edition
Animal＆PlantSciences（動植物学）
Biochemistry＆Biophysics（生化学・生物物理学）
Cardiovascular＆HematologyReSearCh（心血管・血液学）
Cell＆DevelopmentalBioIogy（細胞・発生生物学）
Chemistry＆Analysis（化学・分析）
Endocrinology，Nutrit10n＆Metabolism（内分泌学・栄養学・代謝学）
ExperimentalBiology（実験生物学）
Immunology（免疫学）
MedicalResearch，Diagnosis＆Treatment（医学研究、診断・治療）
MedicalResearch，GeneralTopics（医学研究、一般項目）
MedicalResearch，Organs＆Systems（医学研究、組織・器官）
Microbiology（微生物学）
MolecularBiology＆Genetics（分子生物学・遺伝学）
Neuroscience＆Behavior（神経科学・運動）
Oncogenesis＆CancerResearch（腫瘍形成・がん研究）
Pharmacology＆ToxICOlogy（薬理学・毒理学）
Physiology（生理学）
Multldisciplinary（学際領域）
「農・生物・環境科学」
Edition（一部）
AgriculturalChemistry（農芸化学）
FoodScience／Nutrit10n（食品科学／栄養学）
Entomology／PestControl（昆虫学／害虫駆除）
Environment／Ecology（環境／エコロジー）
（論文検索上の留意点）
また、論文分析の結果を解釈する上で、SCIデータベースのいくつかの特性
を考慮する必要がある。以下に代表的な留意点（論文検索上の技術的な面も含
む）を挙げる。
～収録論文誌の英文誌への偏重～
SCIデータベースに収録される論文雑誌の多くは英文誌に偏るため、非英語
圏諸国からの論文誌は、英語圏諸国からの論文誌ほど代表された標本となって
いない。しかし、現在科学界での事実上の共通語として、また広く世界中の研
究者に影響を与える言語は英語であることは否定できない現実である。また、
本研究で意図する研究活動の規模も、査読制度を通して国際競争を勝ち抜いた
論文の数に代表させていることからも、本データベースのこの傾向は支障には
ならないと考える。
～国際共著論文の著者のアドレスは複数国～
ISI社の提供するSCIデータベース用の検索ソフトでは、共著論文について
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は共著者全員の名前および所属機関のどれか1つで検索されるため、一件の国
際共著論文が複数国でカウントされる。本研究では、このような国際共著論文
は該当国それぞれで1件とカウントする。
～国名、機関名を含む著者のアドレス～
SCIデータベースにおける著者のアドレスには、所属国名の他、所属機関名
も併記されている。したがって、所属機関名に他国の名称を含む場合も想定さ
れるため、国名を指定して論文検索した場合に、指定した国以外の機関に所属
する著者の論文を検索することが考えられる。特に、イギリスからの論文を検
索する場合、イングランド、ウェールズ、スコットランド、北アイルランドを
指定することになるが、香港のプリンスオブウェールズ病院、オーストラリア
のニューサウスウェールズ州、米国ニューヨーク州オールハニーのニュースコ
ットランドアベニューにあるオールハニー医科大学、米国マサチューセッツ州
ボストンにあるタフツ大学ニューイングランド医療センターおよびニューイン
グランド慈善病院といった機関も検索結果に含まれてしまう。そこで、これら
の機関を除外するために、英国ウェルカム財団のG．Lewisonは、アドレスの
検索キーワードに以下のような論理式を導入した（17）。
NORTH－IRELAND OR（WALES NOT（（PRINCEAND HONG・
KONG）OR（NEW AND NSW）））OR（SCOTLAND NOT
（ALBANYANDNEW））OR（ENGLANDNOT（NEWANDMA））
本研究においても、イギリスの論文を検索する際には、上記検索ワードを利
用した。
～DocumentTypeによる違い～
論文と一口にいっても、その目的や形態等により、article、reView、nOte、
letter等のタイプがあり、どの範囲までを論文として捉えるかで国別の論文数
比較に大きく影響する。article、reView、nOte　を対象として論文分析をおこ
なっている研究が多いようであるが、例えば、イギリスではletter形式で発
表する傾向が強いのでletter　も論文数のカウントに含めるという研究もある
（8）。特にライフサイエンスの研究者の間では、非常に影響力の大きいScience、
Natureといった論文雑誌にはletter形式で投稿することが多く、そうするこ
との研究仲間での評価も高い。そこで、本研究では、ライフサイエンス分野の
論文分析においては、article、reView、nOte、letterを合わせた数をカウント
する。
～国別シェアによる分析～
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本研究におけるライフサイエンス分野の論文検索では、現時点（1999年）
のISI社CurrentContentsのカテゴリーに分類される論文雑誌（資料1参照）
を対象として、そこに含まれる論文数を1981年版のSCIデータベースから順
次年を追って検索作業をおこなっている。つまり、過去のデータに遡るほど未
創刊の論文雑誌も検索しようとすることになり、実際に検索可能な論文雑誌数
は少なくなっていく。また、過去において、ライフサイエンスを対象とする論
文雑誌が今回分析対象とした論文雑誌群（資料1参照）の他にも存在していた
が、現在では廃刊になったり他の論文雑誌に統合されたものもあるかもしれな
い。したがって、本分析手法で論文数そのものの推移を追っても、その分野の
パフォーマンスの推移を適切に反映することにはならない。論文数そのもので
パフォーマンスの推移を表すためには、論文雑誌の創刊、もしくは統廃合の度
毎に更新される論文雑誌リストを用いてその都度、データベースの検索をおこ
なう必要があるが、その作業は煩雑を極め現実的ではない。つまりは、本研究
で用いた分析手法は、対象論文雑誌の変遷に対する配慮を割愛し、現在の論文
雑誌群に対象とする分野を代表させている手法といえる。
上記のような分析の特性を踏まえると、意味のある分析結果の表示法として
は、各年での論文数全体の中での我が国の論文の占める割合、すなわち国別シ
ェアで見るということになる。しかし、ある国がパフォーマンスを上げ論文数
を増やしても、他の国がそれ以上に論文数を増やせば、国別シェアには反映さ
れないことになる。つまり、国別シェアはあくまでも国の間での相対的な差で
あり、国のパフォーマンスとは直接関係ないといった見方もある。しかし、本
節冒頭での議論のように、研究活動の規模を、査読制度という国際舞台での競
争を勝ち得た研究論文に代表させるといった意図から、本研究では各年におけ
る国別シェアの推移によって、各国の当該分野でのパフォーマンスを把握する
ことにする。
3．4　特許分析
論文生産は新たに得られた学術的な知見の蓄積に寄与する行為であるが、
一方、研究開発活動の結果得られた知見を、技術として人間社会に役立てる
行為の表れが特許取得である。本研究でとりあげるライフサイエンス研究な
どは、まさに人間社会に貢献することを目途とした研究活動であり、実用化
に直結する技術を生みだしやすい分野である。したがって、研究成果の形態
として特許出願の動向を分析することも必要である。また、民間企業におい
ても製品開発の他に、特許取得といった形で研究開発の成果に表れることも
多い。国のライフサイエンス政策の波及効果として産業界の動向を見る上で
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も、特許件数を指標として注目することは必要であろう。
しかしながら、特許を指標としてみる場合、国によって特許制度が異なり
単純に比較ができないことに加え、防衛出願など特許出願の大半を占める産
業界の戦略を反映したり、登録数の増減が特許庁の審査の対応状況によると
いった、純粋な研究開発活動以外の事情も反映するなど考慮すべき点（18）が
多いことも踏まえる必要がある。したがって本研究では、国内出願に限定し、
日本人によるライフサイエンス分野の出願件数の推移を分析することとする。
出願される特許には国際特許分類（IPC）（19）に対応した分類記号が付与さ
れる。この記号はセクション、クラス、サブクラス、グループといった順に
階層的に、ある分野をより詳細に分類できるようにしている。この分類を基
にライフサイエンス分野に相当する分類を抽出すると、クラスレベルでは、
AOl　農業；林業；畜産；狩猟；捕獲；漁業
A61医学または獣医学；衛生学
C12　生化学；ビール；清酒；ぶどう酒；酢；微生物；酵素学；突然
変異または遺伝子工学
が挙げられる。このうち、A61、C12クラスについては、そのほとんどがライ
フサイエンス分野と見なすことができるが、AOlクラスについては、さらにサ
ブクラスまで見た場合に、農機具に関する技術などライフサイエンス研究に直
接関係のない技術も多く含まれることがわかる。そこで、AOlクラスの中で、
ライフサイエンス研究に密接に関係すると思われるサブクラスを抽出すると、
AOIH　新規植物またはそれらを得るための処理；組織培養技術によ
る植物の増殖
を挙げることができる。
特許庁年報（20）では、クラスレベルでの分類別の特許出願および登録の件
数を毎年公表している。また、特許庁ではインターネットを利用して「特許電
子図書館」サービスを提供しており（21）、公開特許情報を年別、グループレ
ベルで検索でき、この検索結果から出願年を確認できる。そこで、本研究では
特許庁年報により　AOl、A61およびC12のクラス別の特許出願数の推移を調
べ、AOlクラスについては、その内数としてAOIHサブクラスの出願数の推
移を、特許電子図書館での検索によって分析する。
3．5　入出力分析
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本研究では、まず、我が国の研究開発全般の効率性が他の国と比較した場合、
どう位置づけられるのかを、Leydesdorffらの分析手法（8）に基づき概観する。
ただし、彼らが対象とした国（イギリス、イタリア、オランダ、カナダ、ド
イツ、フランス、ベルギー）に日本と米国を加えた9カ国を分析対象とした。
また、彼らが横軸（研究費）に高等教育における研究開発費を用いていたのに
対し、本研究では、3．2節での議論に基づき会社等を除いた機関の研究開発
費とする。OECD　の統計データの　Gross Domestic Expenditure on R＆D
（GERD）の値からBusiness Enterprise Expenditure on R＆D（BERD）の
値を差し引いた値を用いる（22）（23）（24）（25）（26）。
また、資金援助された研究から論文が出されるまで一般に4年の遅れがある
といった、研究開発の入出力におけるタイムラグの存在を指摘する研究報告も
ある（27）。研究投資と論文生産に相関関係があると仮定すると、相関係数が
最も高い値を示す時間遅れが、その国の研究開発システムにおける投資から成
果産出までの平均的な時間的ずれを表していると推定される。そこで、論文生
産を「遅れなし」、「1年遅れ」～「7年遅れ」の8パターン（表2参照）につ
いても相関図を作成し、各国毎の相関係数の値から、タイムラグについて考察
する。
表　2　研究費投入から論文生産までのタイムラグを考慮した場合のデータの対応
篭㌢ム　㍉－遜配
遅れなし
遥葦詳ギ、づ持前紘
1981年の研究費　vs1981年の論文シェア
～1997年の研究費　vs1997年の論文シェア　の17カ年
1年遅れ 1981年の研究費　vs．1982年の論文シェア～1996年の研究費　vs1997年の論文シェア　の16カ年
2年遅れ 1981年の研究費　vs．1983年の論文シェア～1995年の研究費　vs．1997年の論文シェア　の15カ年
3年遅れ 1981年の研究費　vs．1984年の論文シエアー1994年の研究費　vs1997年の論文シェア　の14カ年
4年遅れ 1981年の研究費　vs1985年の論文シェア～1993年の研究費　vs1997年の論文シェア　の13カ年
5年遅れ 1981年の研究費　vs．1986年の論文シェア～1992年の研究費　vs．1997年の論文シェア　の12カ年
6年遅れ 1981年の研究費　vs1987年の論文シェア～1991年の研究費　vs1997年の論文シェア　の11カ年
7年遅れ 1981年の研究費　vs1988年の論文シェア～1990年の研究費　vs．1997年の論文シェア　の10カ年
さらに本研究では、この分析手法を我が国のライフサイエンス研究に応用し、
ライフサイエンスに関する諸分野間での入出力関係の比較を試みる。我が国の
ライフサイエンス研究は、基礎・基盤的な研究、医療分野、農業分野、環境分
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野での応用に大きく分類できる。これらに対応する研究費データは、総務庁統
計の研究目的別研究費の分類でそれぞれ、「生命現象全般及び生物機能の解
明」、「保健・医療に関する研究開発」、「食糧資源の確保に関する研究開発」、
「環境保全に関する研究開発」が該当するものと考えられる。また、それぞれ
の研究費データの内容説明から、対応すると思われる論文データの分類を
Current Contentsカテゴリー（表1参照）から選択すると、表3のように分
類されることが考えられる。ここで論文データが複数カテゴリーからなる分類
は、それらの論文数を合算した。さらに「実験生物に関する研究開発」に関し
て対応する論文データがあるため、上記4分類に追加した。以上の5分類につ
いて、研究費を横軸に論文数の国別シェアを縦軸にとり比較分析する。
表　3　ライフサイエンス分野の入出力分析における研究費データと論文データの対応
、畢攣轡 十
基
「生 命現象 全般及 び生物機 能の 解明」 動 植物 学
細胞、分子 レベル以下の研究。組織、器官、固体、集団 生化学 ・生物物 理学
礎
基
舷
．血．的
分
野
レベルの研究 細 胞 ・発 生生物 学
化学 ・分 析
免疫学
微 生物 学
分 子生物 学 ・遺 伝学
神 経科 学 ・運動
生 理学
医
「保健 ・医療 に関 する研 究開発 」 心血管 ・血液学
がんの研究。脳卒中の研究。心臓病の研究。精神病の研 内分泌学 ・栄養学 ・代謝学
究。精神活動の能生理学的解明。社会環境 と精神構造と 医学研究 、診断 ・治療
の関連の解明。ウィルス病の研究。難病の研究。職業病 医学研 究、一般項 目
療 の研究。先天異常の解明と予防技術の開発。一般疾病の 医学研 究、組織 ・器 官
腫瘍 形成 ・がん研 究
薬 理学 ・毒理学
分 診断治療技術の研究。臓器移植研究。医療 ・福祉機器の
野 研究。予防医学の研究。医療品などにおける安全性の研
究。各社新薬の研究開発。胎生期及び周産期の母子保健
の解明。老化の機序 と老年の社会学的医学的解明。食生
活及び食事療法に関する関する研究等
農
業
分
野
「食糧 資源 の確保 に関 する研究 開発」 農 芸化学
微生物等を利用した蛋白生産の研究。育種法の研究。生 食品科 学、栄養 学
物活性物質を用いた病虫害等の防除技術の研究。食用生 昆 虫学 ／害虫駆 除
物資源の生産利用技術の開発。食糧資源確保のための社
会的方策の研究等
環
境
分
野
「環境 保全 に関す る研究 開発」 環境 ／エ コロジー
生態系における物質の循環と影響の研究。生物を利用し
た環境保全技術の研究。地域社会生態系の維持 と改善。
生産活動に関連する環境保全技術の開発等
実
験
生
物
「実鹸 生物 に関す る研究 開発」 実験 生物 学
無菌動物の作出、維持の研究。野生動物、家畜等か らの
実験動物化の研究。培養生物株の培養法、保存法の研究
等
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4．　　研究開発全般における入出力の国際比較
我が国のライフサイエンス分野のパフォーマンスをみる前に、まず、全研究開
発分野の入出力の観点から、国際的に我が国がどう位置づけられるかについて概
観しておく。
4．1　研究費、論文シェアの国際比較
研究開発全般における研究費に対する論文数の国別シェアを1981年から
1997年まで年を追ってプロットしたものが図2である。
まず目につくのは、多くの国で近年研究費が伸び悩んでいる中、日本では研
究費を大きく伸ばしてきていることが特徴的である。また、米国では論文生産、
研究費とも他国を大きく引き離しているが、論文シェアを低下させてきている
状況がわかる。論文生産では、米国以外で、日本、イギリス、ドイツといった
国々が比較的高いシェアを占めている。イギリスは比較的少ない研究投資の中
で高い論文生産を誇っているのが特徴的である。
×ベルギー　　°カナダ　　　　十フランス　　　▲ドイツ　　　　ムイタリア
°巳本　　　　■オランダ　　ロイギリス　　　0米国
??????。??????。???
（?）??????ー?????????????????
盟 〆 ●
000　0
°●°■－ °
000　0 O CPe Oo も
10000　　20．000　　30．000　40，000　　50，000　　60．000
大学、政府機関、民間非営利■関の研究t（叩小用）
（?）??????（。）。??????ー???｝????
0　　　　　　　5．000　　　　　10．000　　　　15．000　　　　　20．000　　　　　25．000
大学、政府機関、民間非営利機関の研究費（pppM‡）
図　2　研究費および論文シェアの推移
（1981年～1997年）
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4．2　投資効率比較
ここで、一国の研究開発成果としての論文生産が、投じられる研究費と相関
関係を有するものと仮定すると、図2の各国について回帰直線を求めることが
できる。そして、その直線の傾きの大小により投資効率の高低を比較できる。
このように求めた図2の各国の回帰直線の式（y＝a X＋b）および相関係数
（いI）の各値は表4に示すとおりである。
表　4　図2における各国データの回帰直線の値
ベルギー
カナダ
フランス
ドイツ
イタリア
日本
オランダ
イギリス
米国
00003　　　　0．79　　　　0．86
0．0002　　　　　402
0．0002　　　　　3．87
0．0001　　　　6．66
0．0004　　　　1．38
0．0002　　　　5．17
0．0004　　　　1．26
0．00006　　　　8．33
－000006　　　　38．51
??????????? ???????????
???????????
a　：回帰直線の傾き
b　　　　　〃　　　y切片
I rl　　　　〝　　相関係数
ところで、図2では研究費が投じられてから論文生産に至るまで、時間的遅
れが無いものとして、研究費支出と同年の論文生産を対応させている。そこで、
研究費の投入から成果の産出までのタイムラグを導入し、表2の7つのパター
ンについても、同様に
各国について相関図を
求める。この場合の各
回帰直線の各係数値も
それぞれ求め、各国の
相関係数I rIが、タ
イムラグによりどのよ
うに変動するのかをみ
たものが図3である。
米国、イギリス、カ
ナダ以外の国では、研
究費と論文シェアの間
にいずれの時間遅れに
おいても強い相関関係
が認められた。また、
…×…ベルギー‥0・一カナダ　…ト・フランス　…▲・‥ドイツ　‥4・・イタリア
…ト日本　＝・トオランダ…8‥イギリス…0‥米国
10
09
08
07
06
」05
04
かなり梱■がある
ほとんど相胃がない
遅れなし1年遅れ　2年遅れ　3年遅れ　4年遅れ　5年遅れ　6年遅れ　7年遅れ
研究費支出年に対応させる論文生産年のずれ
図　3　タイムラグを考慮した場合の各国データの
相関係数の変化
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相関係数のピークが、オランダでは遅れなし、日本では3年、ベルギーおよび
フランスでは4年、イタリアでは5年、ドイツでは6年のところで現れた。
また、回帰直線の傾きa値はどの時間遅れでも表4の結果とほぼ同じであっ
た。その結果から、日本、ドイツ、フランスといった比較的多額の研究費を投
資している国より、イタリア、オランダ、ベルギーという研究費の少ない国の
方が、研究投資に対応する論文生産の効率性が高い傾向が示された。
4．3　考察
比較的研究投資額の少ない国々において、論文シェアの成長が著しいことが
示された。これらの国々では、限られた資源を有効活用して成果産出に結び付
けるシステムが存在していることが示唆される。一方、日本は近年、論文シェ
アの成長が著しい国ではあるが、高い投資額の割には論文生産の効率性は、さ
ほど良くないことがわかる。
また、投資から成果産出までの時間遅れの観点から、オランダは特に即応性
があり、研究投資から成果産出まで早いサイクルで研究が行われていることが
考えられる。また、日本では平均して、研究投資から約3年で成果産出にいた
る研究活動のサイクルがあることが示唆される。
ここでは、研究開発の入・出力をそれぞれ大学、政府機関および民間非営利
研究機関での使用研究費と、論文生産の国別シェアで代表させ、その効率性の
国際比較を論じてきた。しかし、こういった指標には従来から指摘されている
様々な問題点があることは、3．分析方法の項でも述べたとおりである。また、
そもそも、研究論文は研究者が執筆するものであり、各国の研究者の質、量に
左右され、必ずしも研究費の多寡だけで因果関係が語れるものではないといっ
た指摘もあろう。米国のように研究費が増えているのに、論文シェアが減少し
ていることをみれば、論文生産を研究費のみで関係づけることが困難であるこ
とは明らかである。しかし、研究費という入力要素の一側面から見た場合に、
出力要素の一側面である論文シェアがどのように推移しているかという傾向を、
こういった分析から把握できる。
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5・　日本のライフサイエンス分野のパフォーマンス
5．1　政策の変遷
（1970年頃まで）
従来、日本のライフサイエンス研究については、基礎研究を主として大学が、
応用研究を国立試験研究機関や民間研究機関がそれぞれ実施してきた。政府に
おいては国立試験研究機関を中心にして特別研究、大型プロジェクト研究およ
び特別研究促進調整費（28）による総合研究や緊急研究によって推進されてい
た。例えば、1971年度時点での政府のライフサイエンス関連分野の研究費は
6．3億円、研究課題数は29件であった。この中でも、農林省の「蛋白質の高
度利用技術および資源の開発に関する総合研究」及び「害虫の総合的防除法に
関する研究」の2研究課題で2億円強を計上し、他省庁を凌ぐものがあった。
このように、ライフサイエンス研究が農林分野で果たす役割が大きかったこと
が窺われる。
しかしながら、この当時、研究機関はそれぞれ個々に必要とする研究課題と
取り組んでいる状況であり、必ずしも総合的な観点あるいは計画のもとで研究
を実施する形態になっていないなどの問題が残されていた。（29）
（1970年代）
そのような背景のもと、我が国では、1971年に科学技術会議第5号答申に
おいて、ライフサイエンスを国として推進していく旨明記された。これ以降、
ライフサイエンス振興のための各種の取り組みが活発化していった。
表5は1970年代以降の科学技術会議など審議会等における主な答申等を中
心として、政策策定主体のレベル毎にライフサイエンス分野の取り組みを時系
列に整理したものである。主だった動きを時間を追って以下に記す。
1977年には科学技術会議第6号答申で組換えDNA研究のあり方が掟起され
た。また、学術審議会での建議を経て1979年に文部省で「組換えDNA実験
指針」として告示されるのと並行して、同会議第8号答申を受ける形で「組換
えDNA実験指針」が内閣総理大臣決定されるなど、組換えDNA技術が脚光
を浴びていたことがわかる。
（1980年代）
1981年には科学技術庁の科学技術振興調整費、創造科学技術推進制度、通
商産業省の次世代産業プログラムといった各種制度（30）が立ち上がり、産学
官を交えてライフサイエンスに関する研究助成も大きく進展した。
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表5我が国のライフサイエンスを巡る取り組みの変遷　　　　　　　……・ナ＝関連の深し噂項
【世柵での主力輸き】　　　！璃内での主な齢き］
l　⊥－内賀
・JS3ワトソン／クlノック
r二1らせんモデルJ l
へ∴、、′、∵／＼∴＼へVへ、、＼ノ、Jへ、、ノバ＼へ∴、へ、、ノ、ノ、．ノ
??????
????〜
??????〜
l
I
l
l
l
．J73ボイヤー／コーエン
r繊■えDNA棲軋l陳
－J75ミルステイン／ケーラー
Ⅷ鴫■含1ハイブリドーマ）J
←′礼3「生飼縛と人的独剛柵
J39IIUGO住IUmanGenltne
蜘心血）設立
一財．5ゲノムデータベース（l】泊）を題鸞
（白地
■題
・J7212rライフサイエンスの当衝の振■
；▼　　　方動
．一73．7ライフサイエンス部会緻■
l
l
l－74．12蹄州賠
l　　　～1雷研究白線を撮示～
l l←’77．5第6号答申
I l　　　　一縄■えDlqA研究のあり方－
1　　　　　　　　　　　　1
l－79．も内職脚数臣決定・十一一・一……・…・－！一79．8如号答申
r絶■えDNA槻十」
鍵嗜攣毒筆
ヽノ　ヽ．＼／．ノ　＼
！嶋行レベル
Y
l
l
l
l
．一78．11撃幹細胞禰表
l
し。用品示闇鮫。NA劃，J
r遺伝子組■え研究の絶遭方策の暮本につ！
いてJ
l l．」80．8「ライフサイエンスの推適に■する1えJ
 l
l
ト組6がん対柵会食決定
r対がん10カ年総帥■］
ト汎8棚統大出定ゼ’〆　I
rライフサイエンスにおける先劃］・墓！
第10号答申　　　　　　　　　　　I
rライフサイエンスにおける先導的・墓叫
ト朋11第11号答申
一編・眼免疫系、勘説と会～
ll
ト組3鴫決定間学校蜘▲〆；一85・lピ第1絹等中
l
畑．。．腕r鵬釧…什弓一部5「納会対胼宇検…本方I　　勲こ■するt山
I 
l　　方策に胃する1m
に員する象責J
の槻立とブレークスルーのために」
ゲノムプログラムの絶■について」
l
；－弛ライフサイエンス輸ことけノム撒i瑚7濫温蒜蒜蒜会設■
l　　　■発の嬢握力簾についてJ
一釦．10日本寧縛会表勧告
「調■暮■E脚朝的取桝鎚について」
一91．10厚生料率会循報書囁生省におけるヒト
ゲノム研究の誰弘についてj
l・J94．6ヒトゲノム解卿会「ヒトゲノム解析の
l　　当潤の靖瞳についてj
l
l
l
l
「97・3赦策委員会決定「ヒトのクローン研劾こ月
する考え方について」
i一卯．5ライフサイエンス部脚委員会決定
l
；一朝r臓薪10カ年檜軸スタート
l
l
ト的8内陣総理大臣決定4一・・・・・一・‘‘‾“．‘”‘．1‘
l rライフサイエンスに■する研究■発■l　　柵
．J93．1■生料学会表がガイドライン籠定
rit伝子治績床研究に■するガイ
インについて」
←，糾2遺伝子治療脚究中央評価会■発足
l
l
l
l
l
・一745理化学研究所にライフサイエンス撫■
l　部級長
I
l
l←，77．5耽々学共同‡l用欄「基鍵生物学研
l　　究恥雌
l
T．T．，‾‾‾日日‾．‾．．．‾‾‾‾‾‾‾．
「＝科学技術庁・科挙技鞠振胃■瞳肩頓敵
??
．J91．4学術書■会に慮伝子治鵬脚打1香
l　　肩会
．J劃．6文部省がガイドライン告示
一大学事における遺臣干潮脚究～
・J朗6統■書19号答申r脇・1嶋脚
＞！一如・2日本科学校絹調報センター
I GDB日本ノードの瑚鎗
l一如鼻緒水封即仇バンク事t
I
l
l
l
l
のための碁盤形成に嘱する総合的な研究叫一95日本科学技術暢報センタ‾
発の推遭方策について」　　　　　　　　大鵬なゲノム無恥か塩由田闇陣某
l
・一954中央藁轄胞てイ籾ノロジ側「95品票票悪霊票監温l　　敵翁■伝子治療用医事品績鍍金投■
る研究J
l一師8用吐剤摩会議とりまとめr厚生和学研究l
「鰍こ肘る璃究眼についての棚的彗考え方」
←’977肩24鴇串
「ライフサイエンスにRする研究肩先暮本！
什iについてJ l
の大いなる飛■を目権してj
－J9511厚生省ril伝子治佃品の品1及び
安全性の確保に胃する凱蜘
←，粥．4日本鞘l袷爛御薗
鴨則孝嘲現の推遺について」
ト純理イ朗究所、遺伝子検索のための全通
l　伝子辞書の作成のための研究
・」粥7飢t書22号等中
嶋造生物学に胃する総合的な研究聞知〉！
誰遺方策についてJ l
←J97．3撃棚■会バイオサイエンス部会輪告
「大挙轡における脳研究の誰社について」
 l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　題
！　ノバ／、／、ノヘ／′′　ノ　／へ′　／ノノみ　／／／∵∵　！、／！へ／　／、！／レ／＼〈／A！、′ノ／
22
1983年には、がん対策関係閣僚会議が「対がん10カ年総合戦略」を決定し、
それに沿った形で科学技術庁、文部省、厚生省の各省庁でのがん研究が強化さ
れた。本戦略は1994年に「がん克服新10カ年戦略」として引き継がれて現
在にいたっている。
1984年には科学技術会議第10号答申を受ける形で「ライフサイエンスにお
ける先導的・基盤的技術の研究開発基本計画」が内閣総理大臣決定された。ま
た、同会議第12号答申を受け、1986年に閣議決定された「科学技術政策大綱」
では、強力に推進する基礎的・先導的科学技術分野の一つにライフサイエンス
が位置づけられ、1992年の同大綱の改正後にも引き継がれている。
一方、厚生省においては、1986年に厚生科学会議（31）を設置し、厚生科学
研究の振興が図られた。
ヒトゲノム関連研究については、1987年に理化学研究所で「遺伝子構成研
究」が始まり、1988年の科学技術庁の航空・電子等技術審議会の答申や1989
年の学術審議会建議でヒトゲノム研究の推進が謳われ、1990年に科学技術会
議ライフサイエンス部会にヒトゲノム解析懇談会を設置するに至っている。
（1990年代）
1990年代にはいると、厚生科学会議においてもヒトゲノム研究の推進が打
ち出され、主に厚生省、文部省において遺伝子治療に関する施策が目立つよう
になった。
1990年代中盤以降では、1994年に航空・電子等技術審議会で脳研究の推進
が答申され、1996年には日本学術会議、1997年には学術審議会バイオサイエ
ンス部会で勧告や報告がなされ、同年、科学技術会議ライフサイエンス部会脳
科学委員会で「脳に関する研究開発の長期的な考え方」が示された。
1997年には、科学技術会議政策委員会で「ヒトのクローン研究に関する考
え方について」決定され、生命倫理問題といった新たな課題がライフサイエン
スに提起されるにいたった。
また、1997年には、ライフサイエンス研究における広範な分野の拡大等を
踏まえ、同会議第　24　号答申を受けた形で「ライフサイエンスに関する研究開
発基本計画」が内閣総理大臣決定されている。
（農林分野と保健医療分野での政策展開）
このように、1970年代以降の我が国のライフサイエンス政策を概観すると、
初期のライフサイエンス研究の大半を農林分野が占めていたことに始まり、そ
の後も、農林水産省において「バイテク植物育種に関する総合研究」等の先行
的、基盤的な研究開発を強化しているほか、民間等の活力をも活用しつつバイ
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オテクノロジー先端技術開発研究等を推進したり、国慣的にも高い評価を得て
いるイネゲノム解析研究に取り組むなど、依然として農林分野での進展は無視
できないものがある。しかしながら、主に保健・医療分野を目標とした政策展
開がなされてきたことは表5を見れば一目瞭然である。特に1980年代に入っ
てからの政策の進展が著しいことがわかる。
5．2　研究投資分析
（ライフサイエンス関係予算）
図4は、ライフサイエンス関係予算を計上する10省庁によるライフサイエ
ンス関係予算総額の推移を示している。折れ線は当該省庁の科学技術関係経費
総額に占めるライフサイエンス予算総額のシェアの推移である。
我が国のライフサイエンス関係予算総額は着実に伸びてきてはいるが、科学
技術関係経費全体に占める割合は　6％弱であり、あまり大きくはないことがわ
かる。
函確圏ライフサイエンス関係予算総窺
‥・‥ライフサイエンス関連10省庁における科学技術関係経費合計に占めるライフサイエンス
関係予算額合苫十の割合（％）
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図　4　ライフサイエンス関係予算総額の推移
資料：科学技術庁科学技術政策局「科学技術要覧」の数値をもとに作成
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ライフサイエンス関係予算の推移を省庁毎に見てみると図5のようになる。
厚生省による計上顔が圧倒的に高い。以下、科学技術庁、文部省と続く。ただ
し、大学や研究機関への研究助成金である科研費（文部省）や科学技術振興調
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整費（科学技術庁）がこのデータには含まれていないので、これら2省庁の実
際のライフサイエンス予算計上額については過小評価されている。また、ここ
2～3年の農林水産省の予算の伸びは著しく、（科研費は除く）
届く勢いである。
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図　5　省庁別ライフサイエンス関係予算額の推移
資料二科学技術庁科学技術政策局　r科学技術要覧」の数億をもとに作成
（研究助成金）
政府の代表的な研究助成金である、科学技術振興調整費および科学研究費補
助金のライフサイエンス分野への配分額の推移を見たものが図6、図7である。
科学技術会議の意向が反映する科学技術振興調整費の産学官連携プログラム
である「総合研究」では、ライフサイエンス分野への予算配分額が1980年代
前半に増額が図られたが、近年は頭打ちとなっている状況がわかる（図6）。「総
合研究」全体に占めるライフサイエンスのシェアも1980年代後半以降、減少
傾向と言える。ただし、1997年の減少は「総合研究」枠から、新たに設けら
れた「目標達成型脳科学研究推進制度」枠へ移行された研究課題があるためで
ある。また、額的には　20　億円弱で推移しており、科学技術庁のライフサイエ
ンス予算額（図5参照）と比較してもあまり大きくはない。
一方、科学研究費補助金のライフサイエンス関連課題への配分額は加速度的
に増大してきている（図　7）。しかも、額的にも、文部省のライフサイエンス
研究費（図5参照）と比較して、その大きさがわかる。また、科研費全体に占
めるライフサイエンス関係課題へのl配分割合は5割弱に達しているものの、そ
の割合は、若干減少傾向で推移している。
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圏科学技術振興調整費総合研究（ライフサイエンス）　　　　　　　　：
‥・‥科学技術振興調整費総合研究全体に占めるライフサイエンスの％　　：（％）
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図6　科学技術振興調整費総合研究のライフサイエンス分野への配分額の推移
資料：科学技術庁「科学技術振興調整費試験研究実施計画」の数値をもとに作成
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図7　科学研究費補助金のライフサイエンス関係課題への配分額の推移
資料＝科学研究費研究会r文部省科学研究費補助金採択課題・公募審査要覧」の数値をもとに作成
（研究機関等における使用研究費）
我が国のライフサイエンス研究費の推移を研究組織別に示したのが図8であ
る。大学と研究機関を合わせた研究費が、会社等でのそれにほぼ匹敵している。
折れ線は、全分野の研究開発費にしめるライフサイエンス研究費のシェアの推
移を示しており、1980年代前半に大きく伸び、1988年頃にも一度小さなピー
クがあり、1990年代前半に再び大きく伸びている。
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図8　我が国のライフサイエンス研究費の推移
資料：総務庁統計局「科学技術研究調査に附帯するライフサイエンス研究調査報告」
の数値をもとに作成
研究機関および大学等において使用されるライフサイエンス研究費の推移を
研究目的別にみたものが図9である。省庁別ライフサイエンス予算では厚生省
の予算額が大きかったが、研究費でも「保健・医療に関する研究開発」が圧倒
的なシェアを占めていることがわかる。しかし、伸びの点では「食糧資源の確
保に関する研究開発」が急成長してきている。また、折れ線は、研究機関およ
び大学等において使用される研究費全体のうち、ライフサイエンスの占める割
合であるが、会社等も加えた場合と比較し（図　3）、大きなシェアを占めてい
ることがわかる。
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図9　我が国の大学等および研究機関における研究目的別ライフサイエンス研究費の推移
資料：総務庁統計局「科学技術研究調査に附帯するライフサイエンス研究調査報告」の数値をもとに作成
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5．3　論文分析
（ライフサイエンス研究における論文生産の国際比較）
ライフサイエンス分野の論文生産における各国のシェアの推移を図10　に示
す。米国は圧倒的なシェアを占めているが、年々シェアを低下させてきている。
イギリスも2番目のシェアを占めるが、米国と同様にシェアを低下させてきて
いる。一方、日本は着実にシェアを伸ばしてきており、イギリスを上回る勢い
である。
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図10　ライ工ンス分野における論文生産の国別シェアの推移
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（自然科学研究全体に占めるライフサイエンス研究の優位性比較）
各国について、ライフサイエンス研究が他の分野との比較においてどの程度
優位であるかを、以下の式で表されるRCA（revealedcomparativeadvantage）
値の変化として求めたのが図11である。
（A国のライフサイエンス分野の論文数）／（A国の全分野の論文数）
RCA＝
（世界のライフサイエンス分野の論文数）／（世界の全分野の論文数）
y＝1．0の線より上にグラフが位置していれば、ライフサイエンス分野の論
文生産が他の分野よりも活発であることを示している。米国、イギリスでは、
かつてはライフサイエンス研究への比重が高かったが、年を追って減少傾向で
あるのが窺える。それとは逆に、オランダ、イタリア、ベルギーといった国で
は、1980年代にライフサイエンス研究の比率を上げてきて、現在も高い状態
を維持している。一方、日本ではわずかながら優位になってきている傾向は認
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められるものの、特に論文生産の著しい分野とは言えない状況がわかる。
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図11各国における自然科学研究全体に占めるライフサイエンス研究の優位性
（我が国のライフサイエンス関連諸分野の論文生産）
これまでは、ライフサイエンス全般に関する傾向を見てきたが、次に、ライ
フサイエンスに包含される諸分野の論文生産について我が国の動向を見てみる。
表1に示した　22カテゴリー毎に、我が国のシェアの推移を示したのが図12
である。ほとんどの分野が国際的なシェアを伸ばしてきており、これは他の国
とは異なる傾向である（資料4参照）。主に医療分野でのシェアが着実に伸び
てきており、特に「腫瘍形成・がん研究」での1980年代前半での伸長ぶりは
著しい。また、農芸化学では1992年に飛躍的にシェアを伸ばしている。
29
ハ分書手鍾■＊償
胃攣
（ヽ1
11
21
11
〆㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔ぜ
㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔す㌔㌔㌔㌔㌔㌔
㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔
耳㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔♂㌔㌔㌔
㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔
㊦㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔
耳㌔♂㊦㌔㌔㌔㌔〆ず耳㌔〆ず㌔㌔㌔
耳㌔㌔〆ず耳♂㌔〆ず耳㌔㌔J㌧上声耳
〆ず㌔〆ず㌔〆ず㌔ず㊦㌔㌔㌔㌔耳㌔
耳㌔㌔耳すず㌔〆ずぜ1上すJ㍉すJ㍉声才
すす㊦〆〆ず㌔㌔㌔㌔㊦㌔㌔〆㌔㌔㌔
下す㌔㌔㌔㌔〆ず㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔ぜ
耳㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔
㌔㌔㌔〆㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔守
㌔㌔㌔〆ず㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔
メJL㌔♂㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔
㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔
下す♂㌔㌔㌔♂㌔〆ず下㌔㌔〆㌔ぜ耳
耳㌔㌔〆ずメガ㌔〆ず耳㌔㌔㌔㌔㌔㌔
〆ず㌔〆ず㌔㊦〆ずぜ1上すぜ㍉すJ㍉戸耳
漬す耳下㌔㌔㊦㌔㌔㌔すJ㌧ヂ〆1㌔手下
図12　　ライフサイエンス関連諸分野における日本の論文シェアの推移
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5．4　特許分析
国際特許分類でのAOl「農業・林業・畜産・狩猟・捕獲・漁業」（うちAOIH
「新規植物またはそれらを得るための処理・組織培養技術による植物の増殖」）、
A61「医学または獣医学・衛生学」、C12「生化学・ビール・清酒・ぶどう酒・
酢・微生物・酵素学・突然変異または遺伝子工学」の各技術における、日本人
による特許出願数の推移を図13に示す。
医学関係の出願が多い。また、いずれの分野も1980年代後半に出願数のピ
ークが現れている。医学関係、農業関係の特許出願は1990年代前半に一時減
少するものの、その後再び増加に転じているのが特徴的である。
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図13　日本人によるライフサイエンス関連技術の特許出願件数の推移
5．5　ライフサイエンス諸分野間での入出力比較
表3で示した我が国のライフサイエンス研究の5分類毎に、研究費に対する
日本の論文シェアの経年推移をみたものが図14である。
基礎・基盤的分野は常に論文シェアの高い分野であることがわかる。
農業分野の論文シェアは、1992年に急成長した農芸化学分野の論文数の影
響が出ている。
医療分野では、他の分野より投じられる研究費は圧倒的に多い割には、かつ
ては論文生産はさほど活発ではなかった。しかし、その後論文シェアの伸びは
大きく、近年では基礎・基盤的分野の論文シェアに並ぶ勢いである。
環境分野では、研究費は少額ながら少しづつ増えてきており、論文シェアも
上昇傾向にあるようである。
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実験生物については、研究費が額的に少額で伸びも低迷していながら、論文
シェアは着実に伸びてきている様子がわかる。
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図14　我が国のライフサイエンス分野の入出力の推移（1981年～1997年）
5．6　がん研究分野のパフォーマンス
以上の分析において、ライフサイエンスを一括りにして論じてきたが、さら
に分野を絞った分析の一例を紹介する。
これまでの分析の中でも、1983年の「対がん10カ年総合戦略」に端を発す
るがんに対する政策面での取り組みや、論文シェアの著しい進展を指摘してき
たところである。また、がん研究は我が国のライフサイエンス関連諸分野の中
でも、政策から研究成果に至るまで比較的一貫して、データ取得が容易な1分
野である。そこで、以下では、特定分野として「がん研究」を例に入出力分析
を試みた結果を記す。
（がん研究費）
我が国のがん研究に対する代表的な研究投資としては、厚生省がん研究助成
金、文部省科学研究費補助金が従来より大学等の研究に貢献してきたほか、
1984年から始まった「対がん10カ年総合戦略」およびその後を引き継ぐ1994
年からの「がん克服新10カ年戦略」のための経費が大きなものとして挙げら
れる。科研費については、研究種目「がん特別研究」が1994年以降に研究種
目「重点領域研究」のうち、5つのがん関連区分（32）へ引き継がれているの
で、これらの集計額を求めた。また、「対がん10　カ年総合戦略」経費および
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「がん克服新10カ年戦略」経費には研究費以外の経費（33）も含まれるため、
これら経費のうち重点研究課題特別研究経費について集計した。もちろん、大
学等における経常的な経費のうち、がん研究に使用される研究費の存在も考え
られるが、がん研究のみに使用される部分の抽出は困難なため、今回の分析で
は割愛している。以上の予算額の推移を図15に示す。
図から、ほぼ一定額で推移してきた厚生省のがん研究助成金および科研費が
ベースとなり、1984年以降に「対がん10カ年総合戦略」経費により大幅に研
究予算の増額が図られてきている状況が分かる。
Ⅲがん克服新10カ年戦略
巳対がん10カ年総合戦略経費
昏科学研究費補助金（重点領域研究）
■科学研究費補助金（がん特別研究）
■厚生省がん研究助成金
19811982198319841985198619871988198919901991199219931994199519961997
年
図15我が国のがん研究予算の推移
（がん研究関連の論文生産）
ライフサイエンス関連の論文のうち、Current Contents「腫瘍形成・がん
研究」カテゴリー（資料1参照）に分類される論文の国別シェアの推移を図16
に示す。
米国は依然大きなシェアを占めているものの、ライフサイエンス全体の論文
生産の減少傾向（図10参照）より大きく減少してきている状況が分かる。一
方、日本はライフサイエンス全体での増加傾向よりもさらに大きくシェアを伸
ばしてきており、特に1985年に大幅にシェアを拡大したことがわかる。
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図16　がん研究分野における論文生産の国別シェアの推移
また、各国について、がん研究が他の分野との比較においてどの程度優位で
あるかを、以下の式で表されるRCA値の変化として求めたのが図17である。
（A国のがん研究分野の論文数）／（A国の全分野の論文数）
RCA＝
（世界のがん研究分野の論文数）／（世界の全分野の論文数）
イタリア、オランダといった国は、非常にがん研究に力を入れている国であ
ることがわかる。特にオランダでは、1980年代の初めは、さほど優位ではな
かったが、その後飛躍的に伸びてきている様子がわかる。日本もオランダと似
た傾向があり、1982年までは、がん研究における論文生産は他の研究分野の
中でも劣位であったが、1983年以降優位になり、特に1985年に大きく伸長
している様子がわかる。
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図17　各国における自然科学研究全体に占めるがん研究の優位性
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（我が国のがん研究の入出力の相関）
続いて、がん研究における研究投資と論文生産の相関の様子について見てみ
る。予算（1981年～1996年）と1年遅れの論文生産（1982年～1997年）と
の対応を示したのが図18である。論文シェアで8％以下の部分と10％以上の
部分で大きな開きがあり、1984年の予算の大幅増とそれに続く論文シェアの
飛躍がここに認められる。
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図18　我が国のがん研究における予算額と論文シェアの関係
5．7　考察
以下に、本分析結果から示唆される点について、主に研究活動の各局面間相
互の関わりに重点をおいて記す。
（政策と予算の関連）
主に保健・医療分野で政策展開がなされてきたことと、厚生省予算のシェア
が圧倒的に高いことから、我が国のライフサイエンス研究の中でも、保健・医
療分野での応用面に重点が置かれている様子が窺える。研究機関等における使
用研究費を目的別にみても保健・医療分野が大きなシェアを占めていることか
らも、同様のことが言える。
しかしながら、ライフサイエンス予算の分析では省庁毎の総額の推移を見る
にとどまり、各々の内訳については継続的に示せる資料の入手が困難なため、
分析にいたらなかった。そのために、政策の変遷に対応した形で、施策
（program）や事業（project）といったレベルでの予算の動向を抑えるには
至らなかった。
また、ライフサイエンス関連省庁において科学技術関係経費全体に占めるラ
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イフサイエンス関係予算のシェアが、研究助成金や使用研究費で全分野に占め
るライフサイエンス研究のシェアよりかなり低かった。これは、ライフサイエ
ンス関係予算は、他の分野の科学技術関係予算より、研究費として配分される
経費の割合が高いという状況を示唆するものとも考えられる。しかし、そもそ
も省庁予算、研究助成金、研究機関等の使用研究費各々の集計作業をおこなっ
た機関において、ライフサイエンスの定義に違いがあるために、このような差
が生じたことも考えられる。このような点に関しては、予算の配分経路の詳細
な追跡によって明らかにできるであろう。
（政策と研究助成プログラムの関連）
研究助成金である科学技術振興調整費では、科学技術会議でライフサイエン
スに関する基本計画を打ち出した1984年前後に増額が図られており、予算配
分を伴うプログラムに、基本となる政策が反映した例と考えることもできる。
科学研究費補助金では、その圧倒的な額の大きさから大学等の研究者へ与え
る影響は大きいことが予想される。また、科研費全体に占めるライフサイエン
スの割合は、科学技術振興調整費の場合のそれより大きく、重点配分されてい
る状況が分かる。これは見方によっては、ライフサイエンス研究は、それを基
礎として支える学術レベルでの裾野が広い分野であることを意味しているとも
言える。
（研究機関等における内部使用研究費）
我が国の全分野での使用研究費の構成比では、会社等が7割を超える（34）
ことを考えると、ライフサイエンス研究は大学や研究機関が担う割合の高い分
野であるといえる。また、大学や研究機関の研究費に占める割合の推移から、
ライフサイエンス研究への傾斜が起こっていることが分かる。国の予算レベル
ではライフサイエンスへの配分割合が大きく伸びているとは言えない状況の中、
研究実施機関側では着実にその重要度が高まってきている状況を呈している。
（研究成果への反映）
日本のライフサイエンス研究のパフォーマンスが国際的に置かれている位置
を、論文生産の観点からみると、着実にそのシェアを伸ばしてきているようす
が確認された。しかし、国内のそれ以外の分野との比較においては、まだ優位
に立っているとは言えない状況である。
ライフサイエンス関連の分野別で見た場合、農芸化学が1992　年に論文生産
のシェアを飛躍的に伸ばしているのが特徴的であった。農林水産省の予算や食
糧資源の確保に関する研究費などの推移には、とりたてて目立った変化は見ら
36
れないものの、政策変遷の分析からは、イネゲノム解析研究等1991年に農林
水産省で取り組みが始められた研究を確認でき、こうした研究の成果が論文シ
ェアに反映されたことが理由の1つとして考えられる。
また、保健・医療分野では、政策変遷や研究投資の分析で見られた特徴と同
じく、成果においてもその躍進ぶりが顕著である。しかし、研究費と論文生産
との対応の点から、保健医療分野はその高い研究費の割には、さほど論文生産
のシェアが大きくはない。保健医療分野で主に論文を算出する大学医学部や医
科大学では、研究活動より臨床活動に力を入れているという理由により、論文
生産の活発でないところが多く、また規模（研究費）の大きな機関はど論文の
生産性は落ちるといった指摘もある（35）（36）。これは、本分析結果の理由の
1つとしても考えられる。
ただし、今回の5分類毎の入出力比較については、方法論上の問題に注意す
る必要がある。1つには、分野によってその成果の形態の違い（論文以外の成
果形態）があり、単純に優劣は比較できない。また、論文データと研究費デー
タのカテゴリーの分類を考える上で、ある分野の論文生産に寄与すると想定さ
れる研究費の範囲は、考え方によって広くも狭くも設定できるといった問題が
ある。これは、ライフサイエンスに限らず、あらゆる研究開発分野についても
同様で、対象とする分野の成果に実際に貢献した研究費を明確に限定できるも
のではない。特にライフサイエンスは、その応用面での広がりの可能性と共に、
関連する研究分野も広がり学際的になる傾向の強い分野であると言える。ライ
フサイエンス関連の諸分野間での投資効率の比較を厳密におこなおうとする際
には、今後このような問題点への配慮が必要になろう。
国内のライフサイエンス関連の特許出願件数では、医学関係の出願が多く、
政策変遷や研究投資の傾向と同じであった。また、どの技術における出願件数
の推移でも、1980年代後半にピークが現れるという特徴があった。これは、
全分野に占めるライフサイエンス研究費のシェアの推移で1988年にピークが
現れた状況と符合しているようである（図8参照）。大学等と研究機関を併せ
た研究費に占めるライフサイエンスの割合では、ある程度一様に推移していた
（図9参照）ことを鑑みると、この1988年のピークは、会社等におけるライ
フサイエンス研究費の動向を反映したものと考えられる。したがって、企業に
おける研究投資が、ライフサイエンス分野に集中するのに応じて、特許活動が
活発化していると解釈することもできよう。
ライフサイエンス分野の研究開発は、大学での活動に負うところが大きいが、
特にライフサイエンス関連特許はその出願と維持に多額の費用を要することが
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阻害要因と言われており、今後、企業と大学との協力が特許活動において大き
な鍵を握ることになろう（37）。
（がん研究分野のパフォーマンス）
「対がん10カ年総合戦略」が開始されたことによる、1984年の研究費の
伸びは顕著である。また、がん研究に関する論文生産が1985年以降大きく伸
びているのは、政策およびそれに続く予算の手当を反映したものであることが
考えられる。予算額と論文生産の対応をプロットすると、その関係はより鮮明
に示された。
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6．　　おわUに
本研究では、我が国の研究開発活動における各局面でのパフォーマンスを、で
きる限り相互の関連性に焦点を当てて分析することを試みた。
まず、得られた知見の主なものについて、以下にまとめる。
・研究開発全般に関して、我が国は多額の研究投資の割には、さほど論文生
産は多くない。
・ライフサイエンス分野の研究投資の面では、政策面の傾向と同じく、保健・
医療分野でのシェアが大きい。
・しかし、保健・医療分野はその多顔の研究投資の割には、論文生産は多く
ない。
・国の予算レベルでライフサイエンスの占める割合より、研究機関等におけ
る使用研究費におけるライフサイエンスの占める割合の方が大きく、また、
伸びも顕著である。
・我が国のライフサイエンス分野の論文生産は国際的なシェアを拡大してき
ているが、国内の他分野との比較では、まだ優位であるとはいえない。
・振興施策が、研究投資、成果産出に明瞭に反映していることが示唆される
分野がある。（がん研究等）
次に、本分析における方法論上の留意点および今後の改善策をまとめる。
まず第1に、今回の政策分析のフレーム（図1）の中で、政策から予算に至る
流れを追うことの難しさを指摘した。つまり、ある特定の政策から予算編成への
反映の度合いを見る場合、関連省庁のライフサイエンス予算総額の変化としては
直接表れにくい。ある特定分野に予算の重点配分がされる場合、単純に全体額に
加算されるのではなく、他の分野の予算削減を伴い、全体額としてほとんど変化
がないように抑えられることが常であるからである。したがって、予算分析の際
には、政策を反映するある特定の予算項目を抽出し、その推移を追うことが必要
になる。しかしながら、今回の分析では、比較的詳細な政策分析が可能であった
のに対し、それに対応した予算推移の把損が困難であった。今回、がん研究を例
に、特定分野について多少詳細な分析を試みたが、今後、他の分野についても同
様の分析を行い比較検討が行えるよう、必要なデータの蓄積や資料の整備が進む
ことを願う。
第2に、入出力の相関分析において、入力としての研究費と出力としての論文
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生産を一対一に対応させるのが難しいことである。つまり、論文データ群をどの
ように分類するか（3．5節における「保健・医療」、「食糧資源の確保」などの
分類）といった技術的問題となって表れる。これは、そもそも論文生産に寄与す
る研究費の範囲の特定が困難であることに起因する。
第3に、研究活動をこのような数量で捉えることの限界を指摘できる。研究成
果の評価が数量化された評価として扱われることの問題はさまざまな場所で指摘
されている（38）（39）。今回の分析において研究パフォーマンスの指標として用
いた論文シェア、さらに質的指標としてよく用いられる被引用度数などを用いる
場合には、「論文の本数の多いことが、科学技術知識の産出にとってどういう意
味があるか」「引用回数の多いことが、科学知識産出にどういう意味があるか」
を問い直すことが必要になると思われる（40）（41）。
以上3点のうち、第1、第2の点を改善する方法としては、例えば、図1の流
れを人あるいは研究機関を単位としてより詳細に追うことを提案できる。2．1
節でも言及したとおり、各省庁の予算は、傘下の研究機関への経常的な研究費の
他に、競争的資金といった研究助成金の類がある。こうした研究助成金は、大学
等の研究者にとって研究成果を挙げるために最も重要であるという調査結果もあ
り（42）、分析対象として注目に値する。さらに、こうした研究助成金はそもそ
も何らかの政策に基づき設定されたものであり、政策を反映した研究投資額とし
て推移を追うことは容易である。また、配分先（研究機関等）もある程度把握で
きる。したがって、研究機関を単位として、経常的な研究費に加え競争的資金な
どの外部資金も考慮に入れた分析によって、上記第1の予算推移の問題に対処す
ることができるであろう。また、研究機関を指定した論文データベースでの検索
は容易であることから第2の入出力対応の問題にも対処できるであろう。
第3の点、研究活動を数量としてどこまで捉えられるかという点は、大きな検
討事項である。研究論文数という計量尺度からの政策分析は、今後研究評価など
の活動が活発化するに伴って、数も増えることと思われるが、計量尺度（科学の
量的側面）と科学論（科学活動に対する質的理論構築）との間の架橋は、今後の
大きな課題である。
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〔内容〕
実験動物および動物生態を中心とする動物科学、細胞・分子生物学および植物生理学を含む植物科学に関する論文雑誌。包含される内
容は分子遺伝学、植物・細菌の相互作用、生化学。植物生態および一般の植物学の一部を含む。獣医学、農業および一般的な動物生掛こ
関する論文雑誌は除く。
〔論文雑誌リスト〕
1．AMERICANJOURNALOFPRIMATOLOGY
2．AMERICANZOOLOGIST
3．ANNUALREVIEWOFPIJANTPHYSIOLOGYANI）PLANTMOLECULARBlOLOGY
4ATLA－AlnIERNATIVESTOLABORATORYANIMALS
5AUSTRALIANJOURNALOFPLANTPHYSIOLOGY
G．CRITICALREVIEWSINPLANTSCIENCES
7．CURRENTOPINIONINPLANTBIOLOGY
8．DOMESTICAMMALENDOCRINOLOGY
9．INVITROCELLULAR＆DEVELOPMENTALBIOI．OGY－PIJANT
lOINVERTEBRATEBIOLOGY
ll．INVERTEBRATEREPRODUCTION＆I）EVELOPMENT
l2．JOURNAIJOFEXPERIMENTALBOTANY
13．JOURNALOFEXPERIMENTALZOOLO（JY
14．JOURNALOFMEDICALPRIMATOLOGY
15JOURNALOFPLANTBIOCHEMISTRYANDBIOTECHNOI，OGY
16．JOURNALOFPLANTGROWTHREGULATION
17JOURNALOFPIJANTPHYSIOLOGY
l8，I－ABORATORYANIMALSCIENCE
l9，LABORATORYAMMALS
20．MOLECULARBREEDING
21．MOLECULARPLANT・MICROBEINTERACTIONS
22PHOTOSYNTHESISRESEARCH
23PHYSIOLOGIAPLANTARUM
24．PHYSIOLOGICALANDMOLECUIARPIJANTPATHOLOGY
25．PHYTOCHEMISTRY
26．PIANTANI）CELLPHYSIOLOGY
27．PLANTBIOLOGY
28．PLANTCEl－L
29．PLANTCELIJANDENVIRONMENT
30．PLANTCELLREPORTS
31．PLANTJOURNAL
32．PLANTMOLECULARBIOLOGY
33、PIJANTPHYSIOLOGY
34．PLANTPHYSIOLOGYANDBIOCHEMISTRY
35、PI．ANTSCIENCE
36．PIJANTA
37SEXUALPLANTREPRODUCTION
38，THEORETICALANDAPPLIEDGENETICS
39．TRENDSINPLANTSCIENCE
40ZOOLOGICAIJSCIENCE
（1）
Biochemistry＆Biophysics［生化学・生物物理学］（CC・・LlhSci。nCCS”EdltlOnよ。）
〔内容〕
生体分子の構造および化学を中心として、分子構造、酵素速度論およびタンパク質一タンパク質相互作用を含む基礎生化学／生物物理学
の全てを含み、また、生物分子の特定クラス目礼核酸、ステロイド、マグネシウム、発育因子、遊離基、生体腰、ペプチド、等）を
中心とする学際的な論文雑誌を含む。他のカテゴリーの特定分野への生化学技術の応用を扱う論文雑誌は除く。また、細胞レベルでの
（信号交換や分子モーターのような）生化学経路の統合に力点を置く論文雑誌は、「細胞・発生生物学」カテゴリーに分類する0
〔論文雑誌リスト〕
1．ACTABIOCHIMICAPOLONICA
2AMINOACIDS
3ANAIXTICAIJl3IOCHEMISTRY
4．ANNUALREVIEWOFBlOCIIEMISTRY
5．ANNUALREVIEWOFBIOPHYSICSANDBIOMOLECUl。ARSTRUCTURE
6．APPLIEDBIOCHEMISTRYANI）BIOTECHNOLOGY
7tARCHIVESOFBIOCHEMISTRYANDBIOPHYSICS8ARCmSOFINSECTBIOCIIEMISTRYANDPHYSIOLOGY
9】3IOCAWSISANDBIOTRANSFORMATION
10．BIOCHEMICALANDBIOPIIYSICALRESEARCHCOMMUNICATIONS
ll B10CHEMICALJOURNAL
12．BIOCHEMICAIJSOCIETYTRANSACTIONS
l3　BIOCHEMISTRY
14．BIOCHEMISTRYANDMOLECUIAR】］IOLOGYINTERNArIONAL
l5，BIOCHEMISTRY・MOSCOW
16BIOCHIMICAETBIOPHYSICAACTA・BIOENERGETICS
17BIOCHIMICAETB10PIIYSICAACTA・BlOMEM】3RANES
18．BIOCHIMICAETBIOPHYSICAACTA・GENERAIJStJBJECTS
19．BIOCHIMICAETBIOPHYSICAACTA－MOLECUIJARANDCELLBIOLOGYOFLIPIDS
20，BIOCHIMICAETBIOPHYSICAACTA．PROTEINSTRUCTUREANDMOLECUIARENZYMOLOGY
21BIOCHIMICAETBIOPHYSICAACTA．REVIEWSONBIOMEMBRANES
22］3IOCHIMIE
23．BIOELECTROCHEMISTRYANI）BIOENERGETICS
24．BIOFIZIKA
25．BIOGENICAMINES
2G BIOLOGICALCHEMISTRY
27］3IOMETALS
28．BIOPIIYSICALCEEMISTRY
29．BIOPHYSICAIJJOURNAL
30．BlOPOlⅣMERS
31．BIOSCIENCEBIOTECXNOLOGYANDBIOCHEMISTRY
32もIOTECHNIQUES
33BIOTECHNOLOGYANDAPPLIEDBIOCKEMISTRY
34．CHEMISTRY＆BIOLOGY
35．CHEMISTRYANDPHYSICSOFLIPIDS
36．COMPAR〟nVEBIOCEEMISTRYANDPfrYSIOLOGYB．B10CHEMISTRY＆MOLECULARBIOLOGY
37．CRITICALREVIEWSINBIOCHEMISTRYANDMOLECUhARBIOLOGY
38CURRENTOPINlONINCHEMICAI，BIOIノOGY
39．CURRENTOPINIONINSTRUCTURALBIOI．OGY
40．EUROPEANBIOPHYSICSJOURNALWITHBIOPHYSICSLErrERS
41．EUROPEANJOURNALOFBIOCHEMISTRY
42．FE王事SLETTERS
43．FREERADICALBIOLOGYANDMEI）lCINE
44．FREERADICALRESEARCH
45．GIYCOBIOl。OGY
46．Gl∬COCONJUGATEJOURNAL
47．HEMOGLOBIN
48．INI）LANJOURNALOFBIOCHEMISTRY＆BIOPHYSICS
49、INSECTBIOCHEMISTRYANI）MOLECUl．ARBIOLOGY
50．INTERNATIONALJOURNALOFBIOCHEMISTRY＆CELLBIOLOGY
51INTERNATIONALJOURNALOFBIOLOGICAI，MACROMOLECUI，ES
52JOURNALOFBIOCHEMICALANDBIOPHYSICALMETHOI）S
53．JOURNAIJOFBIOCHEMISTRY
54．JOURNALOFBIOENERGETICSANDBIOMEM】3RANES
55JOURNALOFBIOI．OGICALCHEMISTRY
56JOURNALOFBIOLUMINESCENCEANDCHEMILUMINESCENCE
57．JOURNALOFBIOMOLECULARNMR
58．JOURNALOFBIOMOLECULARSTRUCTURE＆DYNAMICS
59．JOURNALOFCOMPUTHr10NALBIOLOGY
60JOURNALOFENZYMEINffIBITION
61．JOURNALOFINORGANICBIOCHEMISTRY
62JOURNALOFLIPII）RESEARCII
63．JOURNALOFLIPOSOMERESEARCH
G4JOURNALOFPEPTII）ERESEARCH
65JOURNALOFPEPTIDESCIENCE
66JOURNALOFPHOTOCHEMISTRYANDPHOTOBIOLOGYB＿BIOLOGY
67．JOURNALOFPROTEINCHEMISTRY
68，JOURNAIJOFSTEROII）BIOCHEMISTRYANDMOLECULARBIOI．OGY
69JOURNALOFSTRUCTURALBIOLOGY
（2）
70．LIFESCIENCES
71．LIPIDS
72，MAGNESIUM－BULLETIN
73．姐甘RIXBIOLOGY
74．METHOI）S・ACOMPANIONTOMETHODSINENZYMOLOGY
75．MOLECULESANDCELLS
76．NATURESTRUCTURALBIOLOGY
77．NUCIJEICACIDSRESEARCH
78．NUCl。EOSIDES＆NUCLEOTII）ES
79．PEPTIDES
80．PESTICIDEBIOCIIEMISTRYANDPHYSIOLOGY
81．PHOTOCHEMISTRYANDPHOTOIIIOLOGY
82．PREPARATIVEBIOCHEMISTRY＆BIOTECHNOLOGY
83．PROCESSBIOCKEMISTRY
84．PROGRESSINLIPIDRESEARCH
85．PROTEINENGINEERING
86，PROTEINEXPRESSIONANI）PURIFICATION
87PROTEINSCIENCE
88PROTEINS・STRUCTUREFUNCTIONANI）GENETICS
89．QUARTERLYREVIEWSOFB工OPHYSICS
90REDOXREPORT
91．RNA・APUBLICATIONOFTHERNASOCIETY
92　STEROII）S
93．STRUCTUREWITHFOLDING＆DESIGN
94．TRENI）SINBIOCHEMICALSCIENCES
95．ZEITSCHRIFTFURNATURFORSCHUNGC・AJOURNAIJOFBIOSCIENCES
（3）
Cardiovascular＆HematologyResearch［心血管・血液学］（CCl・L血S。。n。eS”Eht・Onよ。）
〔内容〕
心臓、脈管構造および可溶性の血液構成物の正常および発病機構に関する全てのレベルの調査を含む。維管束組織の細胞生物学および
血液の構成要素、血栓症の生化学調節、心臓病患者および血管症患者の治療法も含まれる。血液腫瘍学に関する論文雑誌は含めず、「腫
瘍形成・がん研究」カテゴリーに分類する。
〔論文雑誌リスト〕
1．ACTAHAEMATOLOGICA
2AMERICANHEARTJOURNAL
3．AMERICANJOURNALOFCARDIOI．OGY
4AMERICANJOURNALOFHEMArOLOGY
5AMERICANJOURNALOFPHYSIOLOGY．HEARTANDCIRCULATORYPHYSIOLOGY
6．ANNALSOFHEMATOLOGY
7．ARTERIOSCLEROSISTHROMBOSISANDⅥlSCULARBIOLOGY
8．ATHEROSCLEROSIS
9．BASICRESEARCtIINCARDlOLOGY
lO．BLOOD
ll BI．00DCELIJSMOIJECUI，ESANDDISEASES
12，BLOODCOAGULATION＆FIBRINOI．YSIS
13．BIJOODREVIEWS
14BRITISHJOURNALOFHAEMATOLOGY
15．CARDIOLOGY
l6．CARDIOⅥlSCULARI）RUGSANDTHERAPY
17．CARDIOⅥlSCULARPATHOLOGY
18CARDIOVASCULARRESEARCH
19CEEST
20CIRCUl－ATION
21CIRCULATIONRESEARCH
22　CIJINICALANDEXPERIMENTALHYPERTENSION
23．CLINICALI工EMORHEOLOGYANDMICROCIRCULATION
24COMPARATIVEIIAEMATOI，OGYINTERNATIONAL
25．CURRENTOPINIONINLIPIDOLOGY
26．ENDOTHELIUM－NEWYORK
27．EUROPEANJOURNALOFHAEMATOLOGY
28．EXPERIMENTALHEMATOLOGY
29．FIBRINOIXSIS＆PROTEOI．YSIS
30．HAEAWOLOGICA
31．HAEMOSTASIS
32．HEART
33，HEMATOLOGYANDCELLTHERAPY
34HEMATOLOGY．ONCOLOGYCLINICSOFNORTfIAMERICA
35．HYPERTENSION
36HYPERTENSl0NINPREGNANCY
37INTERNATIONALJOURNALOFCARI）IOLOGY
38．JAPANESECIRCULATIONJOURNAIJ・ENGLISHEDITION
39．JOURNAIJOFCARDIOVASCUl。ARELECTROPHYSIOLOGY
40．JOURNAIJOFCARI）IOVASCULARPHAKMACOLOGY
41．JOURNALOFHYPERTENSION
42．JOURNALOFMOLECULARANDCELLUIJARCARI）IOLOGY
43JOURNALOFTHEAMERICANCOLIJEGEOFCARI）IOIJOGY
44．JOURNALOFTHORACICANDCARDIOVASCULARSURGERY
45．JOURNALOFVASCULARRESEARCH
46JOURNALOFⅥlSCUl－ARSURGERY
47．MCROCIRCULAT10N・LONDON
48．MICROVASCUl－ARRESEARCH
49PACE・PACINGANI）CLINICALELECTROPIIYSIOLOGY
50PLATEl－ETS
51．PROGRESSINCARDIOVASCULARDISEASES
52．SEMINARSINHEMATOLOGY
53　SEMINARSINTIIROMBOSISANDHEMOSTASIS
54SHOCK
55．STROKE
56．THROMBOSISANDHAEMOSTASIS
57THROMBOSISRESEARCH
58TRANSFUSION
59．TRANSFUSIONMEDICINE
60．TRENDSINCARDIOVASCUIARMEDICINE
61．VOXSANGUINIS
62　ZEITSCHRIFTFURKARI）IOLOGIE
（4）
Cell＆DevelopmentalBiology［細胞・発生生物学］（CC・・L血Sc，。nC。S・lEd．t．。nよ。）
〔内容〕
真核組織の細胞機能に力点を置く生化学、分子生物学、生物物理学、生理学および薬理学の論文雑誌を含む。特に重要な内容として、
受容体生物学と信号交換、細胞レベルでの遺伝子発現、発生遺伝学、発生生物学および形態形成、ならびに細胞環境作用を含む。細胞
や組織標本の顕微鏡分析や組織学的分析同様、分子生化学および遺伝子発現の分子制御に焦点を当てた論文雑誌は除く。
〔論文雑誌リスト〕
l AMERICANJOURNALOFPHYSIOLOGY・CELLPHYSIOLOGY
2ANATOMYANDEMBRYOLOGY
3ANNUALREVIEWOFCELLANDDEVELOPMENTAhBIOLOGY
4APOPTOSIS
5】〕IOCEL工ノ
6BIOCHEMISTRYANDCELLBIOLOGY・BIOCHIMIEETBIOLOGIECELLUIJAIRE
7．BIOCHIMICAETBIOPHYSICAACTA．MOLECULARCELLRESEARCI王
8BIOLOGICHESKIEMEMBRANY
9BIOLOGYOFTIIECELL
lO BIOSCIENCEREPORTS
ll．CEl－L
12CELLADHESIONANDCOMMUNICATION
13．CELI，ANDTISSUERESEARCH
14CELIJBIOCHEMISTRYANDFUNCTION
l5，CELLBIOLOGYANDTOXICOLOGY
16．CELLCALCIUM
17　CELLDEATHANDDIFFERENTIATION
18．CELIJGROWTH＆DIFFERENTIATION
19．CELI，MOTILITYANDTHECYTOSKELETON
20．CELLPROLIFERATION
21．CELIJSTRESS＆CHAPERONES
22．CELIJSTRUCTUREANI）FUNCTION
23．CELLSTISSUESORGANS
24．CELLUIJARANDMOLECULARBIOLOGY
25．CELLULARANDMOLECULARLIFESCIENCES
26CELLULARPIIYSIOLOGYANDBIOCHEMISTRY
27．CELLULARSIGNALLING
28．CURRENTOPINlONINCELLBIOLOGY
29．CURRENTOPINIONINGENETICS＆I）EVELOPMENT
30，CYTOKINE
31．DEVELOPMENT
32．DEVELOPMENTGENESANDEVOLUTION
33．DEVELOPMENTGROWTH＆DIFFERENTIATION
34．DEVELOPMENTALBIOLOGY
35I）EVELOPMENTALDYNAMICS
36．DEVELOPMENTALGENETICS
37　DIFFERENTIATION
38EUROPEANCYTOKINENETWORK
39EUROPEANJOURNALOFCELLBIOLOGY
40EXPERIMENTALCELI，RESEARCH
41GENES＆DEVELOPMENT
42，GROWTHFACTORS
431NVITROCELLUIJAR＆DEVELOPMENTALBIOIJOGY－ANIMAL
44．INTERNATIONALJOURNALOFDEVELOPMENTALBIOLOGY
45INTERNATIONALJOURNALOFTISSUEREACTIONS．EXPERIMENTALANDCLINICALASPECTS
46JOURNALOF
47JOURNALOF
48JOURNALOF
49JOURNALOF
50JOURNALOF
51JOURNALOF
52JOURNALOF
CEIJLBIOLOGY
CELLSCIENCE
CEIJLULARBIOCHEMISTRY
CEIJLULARPHYSIOLOGY
MEMBRANE13IOLOGY
MUSCLERESEARCHANDCELLMOTILITY
RECEPTORANI）SIGNAIJTRANSDUCTIONRESEARCH
53MECHANISMSOFAGEINGANDDEVELOPMENT
54MECHANISMSOFDEVELOPMENT
55，MOLECULARANDCELLULARBIOCHEMISTRY
56MOLECUIJARBIOIJOGYOFTHECELL
57MOIJECUIJARCELIJ
58MOLECULARIIUMANREPROI）UCTION
59MOIJECULARMEMBRANE］〕IOLOGY
60MOLECULARREPRODUCTIONANDDEVELOPMENT
61．PIGMENTCELLRESEARCH
62PROSTAGIJANDINS＆OTfIERLIPIDMEDIATORS63PROSTAGLANDINSLEUKOTRIENESANDESSENTIALFmACIDS
64．PROTOPIJASMA
65　RECEPTORS＆CHANNELS
66SEMINARSINCELL＆DEVELOPMENTALBIOLOGY
67　TISSUE＆CELL
68TRENDSINCELLBIOLOGY
69WOUNDREPAlRANDREGENERATION
（5）
Chemistry＆Analysis［化学・分析］（CC・・L血S。。。。eS”Ebh。nよ。）
〔内容〕
自然・実験室論、化学構造、構造一機能閲嵐　生物学的に重要な分子の単離および分析、医薬および食品化学に関する研究を含む。この
カテゴリーは生化学の分析および研究における非常に重要な化学手法を記した技術文献の源泉でもある。一般生化学および自然代謝経
路に関する論文雑誌は除く。
〔論文雑誌リスト〕
1，ACCOUNTSOFCHEMICAl．RESEARCH
2．ACTACRYSTALLOGRAPHICASECTIOND－BIOLOGICALCRYSTALLOGRAPHY
3．ANAurST
4．ANAIXTICALCHEMISTRY
5ANAInICALLETTERS
6．ANGEWANDTECHEMIE・INTERNATIONALEDITION
7．BIOCONJUGATECHEMISTRY
8．BIOMEDICALCHROMATOGRAPHY
9．BIOORGANIC＆MEDICINALCHEMISTRY
lO BIOORGAMC＆MEDICINALCHEMISTRYLETTERS
ll．BIOORGANICCHEMISTRY
l2．BIOORGANICHESKAYAKHrMTYA
13．BIOSPECTROSCOPY
l4．CARBOHYDRATEPOUmERS
15　CARBOHYDRATERESEARCH
16CIIEMICAL＆PI王ARMACEUTICALBULLETIN
l7．CHIRALITY
l8CHROMATOGRAPHIA
19．EIJECTROPHORESIS
20EUROPEANJOURNALOFMEI）ICINALCHEMISTRY
21HEI．VETICACHIMICAACTA
22．JOURNAI，OFAGRICUlノrURAIJANDFOODCHEMISTRY
23，JOURNALOFANAIXTICAl．TOXICOLOGY
24JOURNALOF
25JOURNALOF
26．JOURNAhOP
27．JOURNALOF
28．JOURNAhOP
29．JOURNAhOF
30．JOURNALOP
31．JOURNALOf－
32JOURNALOF
33JOURNALOP
34．JOURNALOP
35JOURNALOP
36．JOURNALOP
37JOURNALOF
38JOURNALOP
B10LOGICALINORGAMCCfIEMISTRY
BIOMOLECULARSCREENING
C RBOHYDRATECHEⅦSTRY
CHR MATOGRAPHICSCIENCE
CHR MATOGRAPHYA
CHR MATOGRAPHYB
COMPUTER－AIDEI）MOLECUhARDESIGN
LABELLEDCOMPOUNDS＆RADIOPHARMACEUTICAI．S
uQUIDCHROMATOGRAPHY＆REl．ATEDTECHNOLOGIES
M GNETICRESONANCE
M SSSPECTROMETRY
MEDICINALCHEMISTRY
MO ECUIARMODELING
ORGANICCHEMISTRY
PHARMACEUTICALANDBIOMEDICALANA上YSIS
39．JOURNALOFTHEAMERICANCHEMICALSOCIETY
40JOURNALOFTHECHEMICALSOCIETy．PERKINTRANSACTIONS1
41MEDICINALCHEMISTRYRESEARCH L
42．MOLECULARDIVERSITY
43．QUANTImIVESTRUCTURE－ACTIVITYRELAnlIONSHIPS
44．SYNTHESIS・STUTrGART
45．TETRAEEDRON
46．TETRAHEDRONLETTERS
（6）
Endocrinology，Nutrition＆Metabolism［内分泌学・栄養学・代謝学］（。。・・Li，bS。。。。。S・・E。．。。nよ。）
〔内容〕
内分泌腺の分子、細胞および臨床科学研究と分泌ホルモンの働きによる細胞、組織、器官の機能制御を合わせた学際的なカテゴリーで
ある。ホルモンの化学／生物学的特性と、原因および達成組織双方に関連する疾患の病原および治療も含まれる。栄養素の生化学特性、
吸収の生理学、生物学的微量栄養元素、臨床栄養学及び栄養不良、ならびに肥満生物医学に関する論文雑誌を含む。重要な特定組鰍は、
生殖内分泌学、脾臓ホルモンおよび糖尿病、骨生成および損失の制御、ならびに成長制御を含む。特に神経内分泌学を扱う論文雑誌は
含まず、これらは「神経科学・運動」カテゴリーに分類する。
〔論文雑誌リスト〕
1．ACTADIABETOLOGICA
2．AMERICANJOURNALOFCLINICALNUTRITION
3．AMERICANJOURNAI，OFPHYSIOLOGY－ENI）OCRINOLOGYANDMETABOLISM
4．ANNALESDENDOCRINOLOGIE
5．ANNALSOFNUTRITiONANDMETABOLISM
6．ANNUALREVIEWOFNtJTRITiON
7．BAlLLIERESCLINICALENDOCRINOLOGYANDMETABOLISM
8．BIOI．OGICALTRACEELEMENTRESEARCH
9．BRITISHJOURNALOFNUTRITION
lO．CAI．CIFIEDTISSUEINTERNATIONAIJ
ll．CIJINICALENDOCRINOLOGY
l2．CLINICALNUTRITION
13．DIABETES
l4．I）IABETES＆METABOLISM
15∴DIABETESCARE
16．DIABETESNUTRITION＆METABOIJISM
17．I）IABETES－METABOLISMRESEARCHANDREVIEWS
18∴DIABETOI．OG工A
19．ENDOCRINE
20．ENDOCRINEJOURNAL
21．ENI）OCRINEPArHOLOGY
22．ENDOCRINERESEARCH
23．ENI）OCRINEREVIEWS
24．ENDOCRINOLOGIST
25．ENDOCRINOLOGY
26．ENDOCRINOLOGYANDMETABOLISMCLINICSOFNORTHAMERICA
27．EUROPEANJOURNALOFENDOCRINOLOGY
28．EXPERIMENTAhANuCLINICALENDOCRINOLOGY＆DIABETES
29，GENERALANDCOMPARATIVEENDOCRINOLOGY
30．GROWTHHORMONE＆IGFRESEARCtI
31．HORMONEANDMETABOLICRESEARCH
32．HORMONERESEARCH
33．INTERNjrrIONALJOURNALFORVITAMINANDWmTIONRESEARCH
34．INTERNATIONALJOURNALOFOBESITY
35．JOURNALOF
36．JOURNALOP
37．JOURNALOF
38．JOURNALOF
39．JOURNALOF
40．JOURNALOF
41．JOURNAhOF
42．JOURNAhOF
43．JOURNALOF
44，JOURNALOF
45．JOURNALOF
46．JOURNALOF
47．JOURNAhOF
48．JOURNAhOF
49．JOURNALOF
BIOLOGICAl，REGULArORSANDHOMEOST〟rICAGENTS
BONEANI）MINERALRESEARCH
CLINICALBIOCHEMISTRYANDNUTRITION
CLINICALENI）OCRINOLOGYANI）METABOLISM
END CRINOLOGICALINVESTIGATION
END CRINOLOGY
INIIERITEDMETABOLICDISEASE
MOLECULARENDOCRINOLOGY
UTRITION
tnRITIONALBIOCHEMISTRY
UTRITIONALSCIENCEANDVITAMINOLOGY
PEDIATRICENDOCRINOLOGY＆METABOIJISM
THEAMERICANCOLLEGEOFNUTR工T10N
TRACEELEMENTSINEXPERIMENTALMEDICINE
TRACEELEMENTSINMEDICINEANDBIOLOGY
50．METABOI．ISM・CLINICALANDEXPERIMENTAL
51MINERALANDELECTROmMETABO1－ISM
52MOLECULARANDCEIJLULARENDOCRINOLOGY
53．MOLECULARENDOCRINOLOGY
54NUTRITION
55．NUTRITIONRESEARCH
56NUTRITIONREVIEWS
57．0BESITYRESEARCH
58．PROCEEDINGSOFTHENUTRITIONSOCIETY
59．THYROID
60．TRENDSINENDOCRINOLOGYANDMETABOLISM
（7）
ExperimentalBiology［実験生物学］（CC・LL．抽i。nC。S”Edlt．。。よ引
〔内容〕
進化、エコロジー、放射線生物学、解剖学、一般生物学、および基礎生物学研究の種々の内容を含む論文雑誌からなる一般生物学およ
び生物組織の研究に関する広範な内容を包含。一般的な生物医学を扱う論文雑誌は除き、「医学研究、一般項目」カテゴリーに分類され
る。生物医学工学のようなライフサイエンスの中心的な内容以外に力点を置く論文雑誌は「学際領域」カテゴリーに分類される。
〔論文雑誌リスト〕
1．AMERICANJOURNALOFPHYSICALANTHROPOLOGY
2ANATOMICALRECORI）
3．ANNALSOFANATOMY・ANATOMISCHERANZEIGER
4BIOELECTROMAGNETICS
5．BIOESSAYS
6．BIOLOGICAIJBULIJETIN
7】3IOLOGICALREVIEWSOFTHECAM丑RIDGEPI王ILOSOPHICALSOCIETY
8BIORHEOLOGY
9．BIOSYSTEMS
lO COMPTESRENDUSI）ELACADEMIEDESSCIENCESSERIEIII・SCIENCESDEIJAVIE・LIFESCIENCES
ll．CRYO・LETTERS
l2CRYOBIOLOGY
13　CURRENTBIOLOGY
14ELECTRO－ANDMAGNETOBIOLOGY
15．EUROPEANJOURNALOFMORPHOLOGY
16EVOl。UTION
17FASEBJOURNAL
18FOLIABIOLOGICA
19INTERNjrrIONALJOURNALOFRAI）IATIONBIOLOGY
20JOURNALOFANATOMY
21JOURNALOFEXPERIMENIAIJBIOLOGY
22．JOURNALOFMOLECUIAREVOLUTION
23．JOURNAIJOFMORPHOI。OGY
24JOURNALOFRAI）IATIONRESEARCH
25MOLECUIARBIOIJOGYANDEVOLUTION
26MOLECULARPHYLOGENETICSANuEVOIJUTION
27．0RIGINSOFLIFEANDEVOLUTIONOFTHEBIOSPHERE
28PHILOSOPHICALTRANSACTIONSOFTHEROYALSOCIETYOFLONI）ONSERIESB－BIOLOGICAI，SCIENCES
29．PROCEEDINGSOFTHEROYAI SOCIETYOFLONDONSERIESB．BIOLOGICAIJSCIENCES
30．RAI）IATIONRESEARCH
31．SCIENCEINCHINASERIESC・LIFESCIENCES
（8）
Immunology［免疫学］（CC・・LihSci。nC。S・・Ed．h。nよ。）
〔内容〕
免疫学、感染症、自己免疫疾患、およびアレルギーの臨床研究に加え、免疫学における細胞および分子レベルの研究を含む。免疫調節
剤の実験治療的使用に加え、感染症の宿主病原体も含まれる。微生物、ウイルス、もしくは寄生虫性病原体を主に扱う論文雑誌は除き、
「微生物学」カテゴリーに分類する。
〔論文雑誌リスト〕
1．AIDS
2AIDSRESEARCHANl）HUMANRETROVIRUSES
3．ALLERGY
4，AMERICANJOURNAIJOFREPRODUCTIVEIMMUNOLOGY
5．ANNUALREVIEWOFIMMUNOLOGY
6AUTOIMMUNITY
7　CELLULARIMMUNOLOGY
8CLINICALANDDIAGNOSTICLABORATORYIMMUNOLOGY
9．CLINICALANDEXPERIMENIALALLERGY
lO．CLINICALANDEXPERIMENTAIIMMUNOI。OGY
ll．CLINTCALIMMUNOLOGY
12　CLINICALINFECTIOUSDISEASES
13．CLINICALREVIEWSINALLERGY＆IMMUNOLOGY
14．CRITICALREVIEWSINIMMUNOLOGY
15．CURRENTOPINIONINIMMUNOIJOGY
16DEVELOPMENTALANI）COMPARjyrrVEIMMUNOLOGY
l7EUROPEANJOURNALOFIMMUNOGENETICS
18EUROPEANJOURNALOFIMMUNOLOGY
19．FEMSIMMUNOLOGYANDMEDICALMICROBIOLOGY
20HUMANIMMUNOLOGY
21mRIDOMA
22．IMMUNITY
23．IMMUNO】3IOLOGY
24．IMMUNOGENETICS
25IMMUNOLOGICRESEARCH
26IMMUNOLOGICALINVESTIGATIONS
27．IMMUNOLOGICALREVIEWS
28．IMMUNOLOGIST
29IMMUNOLOGY
30．IMMUNOLOGYANI）AIJLERGYCLINICSOFNORTHAMERICA
31．1MMUNOLOGYANI）CELLBIOLOGY
32．IMMUNOI，OGYLETTERS
33．IMMUNOLOGYTOI）AY
34IMMUNOPHARMACOIJOGY
35．IMMUNOPfLARMACOLOGYANDIMMUNOTOXICOLOGY
36INFECTION
37．INFECTIONANDIMMUNITY
38INFIJAMR4ATION
39INFI，AMMATIONRESEARCH
40．INTERNATIONALARCHIVESOFALLERGYANDIMMUNOLOGY
41．INTERNATIONAIJIMMUNOLOGY
42INTERNATIONALJOURNALOFIMMUNOPHARMACOLOGY
43INTERNATIONALJOURNALOFIMMUNOTHERAPY
44．JOURNALOP
45．JOURNAhOP
46JOURNALOF
47．JOURNALOF
48．JOURNALOP
49．JOURNAhOP
50JOURNALOF
51JOURNALOF
52JOURNALOP
53JOURNALOF
54．JOURNALOF
ACQUIREDIMMUNEDEFICIENCYSYNDROMESANDIIUMANRETROVIROLOGY
ALLERGYANI）CLINICALIMMUNOLOGY
AUTOIMhrUNITY
CLINICALIMMUNOLOGY
END TOXINRESEARCH
IMMUNOASSAY
IMMUNOLOGICALMETHODS
IMMUNOI，OGY
IMMUNOTHERAPY
INFECTION
INFECTIOUSDISEASES
55JOURNALOFINFLAM胱U∬ION
56JOURNALOFINTERFERONANDCYTOKINERESEARCH
57JOURNAIJOFLEUKOCYTEBIOLOGY
58JOURNALOFREPRO工）UCTIVEIMMUNOLOGY
59MEDIATORSOFINFLAMMATION
60MICROBESANDINFECTION
61MICR013IALPATHOGENESIS
62．MOLECULARIMMUNOLOGY
63NATURAl．IMMUNITY
64PARASITEIMMUNOLOGY
65　SCANDINjmANJOURNALOFIMMUNOLOGY
66．SCANI）INAV】ANJOURNAhOF工NFECTIOUSI）ISEASES
67SEMINARSINIMMUNOLOGY
G8VACCINE
69VETERINARYIMMUNOLOGYANDIMMUNOPATHOLOGY
70．VIRAIJIMMUNOLOGY
（9）
MedicalResearch，I）iagnosis＆Treatment［医学研究、診断・治療］（CC“L抽lenCeS・・EdltlOnよ。）
〔内容〕
臨床介入の特定分野に加え、既存、および開発中の診断および治療技術の研究を含む。このカテゴリーの論文雑誌は、より効果的な診
断と介入を最終目標として、正常と疾患状態の違いに力点を置いている。特に重要な内容としては、病原体と組織の組削ヒ学的分析、
臨床化学と医療標本の生物医学的分析、診断映像、放射線医学と放射線、外科研究、麻酔学および麻酔、移植、人工組臥および医療
移植を含む。特定器官や生理組織の疾患、診断、および治療に焦点を当てた論文雑諒は除き、「医学研究、組織・器官」カテゴリーに分
類する。
〔論文雑誌リスト〕
1．ACTAANAESTHESIOLOGICASCANDIN戯けCA
2．ACTACYTOLOGICA
3ACTAHISTOCIIEMICA
4ACTAHISTOCHEMICAETCYTOCHEMICA
5．ACTARADIOLOGICA
6．AMERICANJOURNAIJOFCLINICALP〟rEOLOGY
7．AMERICANJOURNALOFPATHOLOGY
8．AMERICANJOURNALOFROENTGENOLOGY
9．AMERICANJOURNALOFSURGERY
lO．AMERICANJOURNALOFSURGICALPATHOLOGY
ll．ANAESTHESIA
12．AmmICALANDQUANTITnTIVECYTOLOGYANDHISTOI．OGY
13ANALYTICALCELLULARPATHOIJOGY
14．ANESTHESnANDANALGESIA
l5．ANESTHESIOLOGY
16．ANNALESDEPAーrHOl。OGIE
17ANNALSOFCLINICAIJANDLABORATORYSCIENCE
l8．ANNALSOFCLINICALBIOCHEMISTRY
19．ANNALSOFSURGERY
20．ANNAI．SOFTHORACICSURGERY
21．APPLIEDrMMUNOHISTOCHEMISTRY
22．ARCHmSOFHISTOLOGYANDCYTOLOGY
23．ARCHIVESOFPATHOLOGY＆LABORATORYMEDICINE
24．ARCHn嘔SOFSURGERY
25．BIOTECHNIC＆lHSTOCIIEMISTRY
26．Bl0THERAPY
27．BONEMARROWTRANSPLjmION
28．BRITISfrJOURNALOFANAESTⅡESIA
29．BRITISnJOURNAl．OFB10MEDICALSCIENCE
30．BRITISHJOURNALOFRADIOLOGY
31．BRITISHJOURNALOFSURGERY
32CANAI）lANJOURNALOFANAESTIIESIA．JOURNALCANADIENDANESTHESIE33CELLTRANSPL皿TION
34．CLINICACIIIMICAACTA
35LCLINICALBIOCtIEMISTRY
36．CLINICAhCHEMISTRY
37．CLINICALCHEMISTRYANDLABORATORYMEDICINE
38．CYTOKINESCELLUl．AR＆MOLECULARTHERAPY
39．CYTOMETRY
40．DIAGNOSTICMOLECUIARPATfIOLOGY
41．I）ISEASEMARKERS
42．ENDOSCOPY
43．EUROPEANJOURNALOFHISTOCHEMISTRY
44．EUROPEANJOURNALOFNUCLEARMEDICINE
45．EUROPEANSURGICALRESEARCH
46．IⅡSTOCHEMICAI，JOURNAL
47．HISTOCHEMISTRYANDCELLBIOLOGY
48．mSTOLOGYANDlⅡSTOPATHOLOGY
49．HISTOPATHOI．OGY
50．HUMANnATHOLOGY
51INTERN〟nONALJOURNALOFCLINICAL＆IJABORATORYRESEARCH
52．INTERNjmONALJOURNALOFEXPERIMENTALPATHOLOGY
53．INVESTIGATIVERAI）IOLOGY
54．JOURNALOFCLINICALIABORATORYANALYSIS
55．JOURNAL
56．JOURNAL
57．JOURNAL
58．JOURNAL
59JOURNAL
G0．JOURNAL
61JOURNAL
62．JOURNAl
OFC INICALLIGANDASSAY
OFC INICALPLrrHOLOGY
OFC INICALPATHOLOGY・MOLECULARPATHOLOGY
OPCOMPÅ鮎汀n唱P〟rHO1－0GY
OFCOMPUTERASSISTEDTOMOGRAPHY
OFHEMATOTIIERAPY
OFIIISTOCHEMISTRY＆CYTOCHEMISTRY
OFHISTOTECHNOLOGY
63．JOURNALOF
64．JOURNALOF
65．JOURNALOF
66．JOURNALOP
67．JOURNALOF
68．JOURNALOP
LONG・TERMEFFECTSOFMEDICALIMPLANTS
UCLEARMEDICINE
P THOLOGY
SUBMICROSCOPICCYTOLOGYANDPATHOLOGY
SURGICALRESEARCH
THEAMERICANCOLLEGEOFSURGEONS
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691．ASERSINMEDICAI．SCIENCE
70MEDICALPHYSICS
71MODERNPATIIOLOGY
72．NMRINBIOMEDICINE
73．NUCLEARMEDICINEANDBIOLOGY
74．PATHOBIOLOGY
75PATHO1－OGE
76PATHOLOGIEBIOLOGIE
77　PATHOLOGY
78．PATHOLOGYINTERNATIONAL
79PATHOLOGYRESEARCHANDPRACTICE
80PLASTICANDRECONSTRUCTIVESURGERY
81PREN〟Ⅳ血DIAGNOSIS
82．RADIOLOGICCLINICSOFNORTHAMERICA
83RADlOl。OGY
84．RESEARCHCOMMUNICATIONSINMOLECULARPATfIOLOGYANDPHARMACOIJOGY
85．SEMINARSIND工AGNOSTICPATHOLOGY
86．SPRINGERSEMINARSINIMMUNOPmOLOGY
87．SURGERY
88．StJRGICALCLINICSOFNORTHAMERICA
89TISSUEANTIGENS
90．TRANSPLANTIMMUNOLOGY
91．TRANSPIJANTATION
92．TRANSPLANTAT10NPROCEEI）INGS
93　UIJRASTRUCTURALPATHOIJOGY
94VETERINARYP〟rHOLOGY
95，VIRCHOWSARCHIV－ANINTERNATIONALJOURNALOFPArHOLOGY
96．XENOTRANSPLANTATION
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MedicalResearch，GeneralTbpics［医学研究、一般項目］（CC”L鵬iences”E血LWよ。）
〔内容〕
人間の疾患、組織∴および臨床的に重要な状態の病原論におけるあらゆるレベルの研究に特に力点を置く、医学および生物学的研究の
広い範囲を含む。他のいくつかの専門データを含む特定医学分野も含まれる。そこでは、一般医学及び内科、熱帯医学、小児科学・老
人学、疫学、及び公衆衛生を含む。特定の臨床的介入を扱う論文雑誌は除かれ　これらは「医学研究、組織・器官」カテゴリーに分類
される。特定の疾患タイプや患部に力点を置く論文雑誌も除かれ　これらは病原体や組織の病理生理学に応じて分類される。
〔論文雑誌リスト〕
1．ACTAMEI）ICAOKAmMA
2ACTAPAEDIATRICA
3ACTATROPICA
4．AGE
5．AGING・CLINICAIJANDEXPERIMENTALRESEARCH
6，AMERICANJOURNALOFEPII）EMIOLOGY
7．AMERICANJOURNALOFHUMANBIOLOGY
8．AMERICANJOURNALOFMEI）ICINE
9AMERICANJOURNALOFPUBLICHEAlnlH
lO AMERICANJOURNALOFTHEMEDICALSCIENCES
ll．AMERICANJOURNALOFTROPICALMEDICINEANDIIYGIENE
l2．AMYLOID＿INTERNATIONALJOURNALOFEXPERIMENTALANDCLINICAIJINVESTIG〟rION
13ANNALSOFHUMANBIOLOGY
l4．ANNALSOFINTERNALMEDICINE
15ANNALSOFMEDICINE
16．ANNALSOFTROPICALMEDICINEANDPARASITOLOGY
17，ANNUALREVIEWOFMEDICINE
l8．APMIS
19ARCHIVESOFI）ISEASEINCHILI）HOOD
20ARCHIVESOFGERONTOIJOGYANI）GERIATRICS
21ARCHIVESOFINTERNALMEDICINE
22ARCHIVESOFMEDICALRESEARCH
23．ARCIIIVESOFPEDIATRICS＆ADOLESCENTMEDICINE
24．AUSTRALIANANかNEWZEALANDJOURNALOFMEI）ICINE
25AWIONSPACEANI）ENVIRONMENTALMEDICINE
26．BIOCHIMICAETB10PHYSICAACTA・MOLECULARBASISOFDISEASE
27BIOLOGYOFTHENEONATE
28BIOMEDICALRESEARCH・TOKYO
29．BRAZILIANJOURNALOFMEDICAIJANDBIOI，OGICALRESEARCH
30．BRITISHMEDICAl，．BULLETm
31．BRITISHMEI）ICALJOURNAL
32．BULLETINOFTHEWORI，DHEALTHORGANIZATION
33　CANA刀IANMEDICALASSOCIATIONJOURNAL
34CLINICALANI）lNVESTiGATIVEMEDICINE－MEDECINECLINIQUEETEXPERIMENTALE
35　CLINICALSCIENCE
36CONTROLLEDCLINICALTRIALS
37I）ANISHMEDICALBULLETIN
38，DEUTSC且EMEI）IZINISCI王EWOCHENSCHRIFT
39EPIDEMl0LOGICREVIEWS
40EPIDEMIOLOGY
41EPIDEMIOI，OGYANDINFECTION
42．EUROPEANJOURNALOFCLINICAl，INVESTIGATION
43．EUROPEANJOURNALOFEPII）EMIOLOGY
44．EUROPEANJOURNALOFPED工ATRICS
45．EXPERIMENml′GERONTOLOGY
46GERONTOLOGY
47　GROWTHDEVELOPMENTANDAGING
48HUMANBIO工．OGY
49INDIANJOURNALOFMEDICALRESEARCH
50，INTERNATl0NALJOURNAIJOFEPII）EMIOLOGY
51INTERNATIONALJOURNALOFMOLECULARMEDICINE
52．INTERNATIONAI，JOURNALOFSPORTSMEDICINE
53ISRAELJOURNALOFMEI）ICALSCIENCES
54．JAMA－JOURNALOFTHEAMERICANMEI）ICALASSOCIATION
55JAPANESEJOURNALOFMEDICALSCIENCE＆BIOLOGY
56JOURNALOF
57．JOURNALOF
58JOURNALOP
59JOURNALOP
60．JOURNALOF
61．JOURNALOF
G2JOURNALOP
G3JOURNALOF
BIOMEI）ICALSCIENCE
BIOSCIENCES
CLINICALEPIDEMIOLOGY
CLINICALINVESTIGATION
EPIDEMIOI，0GYANI）COMMUNITYHEALTH
EXPERIMENTALMEI）ICINE
INTERNALMEDICINE
INTERNATIONALMEDICALRESEARCH
64JOURNALOFINVESTIGATIVEMEDICINE
65JOURNALOFLABORATORYANI）CLINICALMEDICINE
66JOURNALOFMOLECULARMEDICINE．J恥IM
67．JOURNALOFPEDIATRICGASTROENTEROLOGYANDNUTRITION
68．JOURNALOFPEDIATRICS
69JOURNALOFTHEROYAhSOCIETYOFMEDICINE
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70．JOURNALSOFGERONTOLOGYSERIESA．BIOLOGICALSCIENCESANDMEDICALSCIENCES
71．JOURNALSOFGERONTOLOGYSERIESB．PSYCHOLOGICALSCIENCESANDSOCIALSCIENCES
72．LABORATORYINVESTIGATION
73．LANCET
74．MS－MEDECINESCIENCES
75．MURITAS
76．MAYOCLINICPROCEE】〕INGS
77．MEDICALCLINICSOFNORTHAMERICA
78．MEDICALHYPOTHESES
79MEDICAhJOURNAI，OFAUSTRALIA
80MEDICALSCIENCERESEARCH
81MEDICINA・BUENOSAIRES
82　MEI）ICINE
83MEI）ICINEANDSCIENCEINSPORTSANI）EXERCISE
84MEMORIASDOINSTITUTOOSWALDOCRUZ
85MOIJECUIJARMEDICINE
86MOIJECULARMEDICINETOI）AY
87．NAmEMEDICINE
88．NEWENGLANI）JOURNALOFMEDICINE
89PEDIATRICCLINICSOFNORTHAMERICA
90PEI）IATRICNEUROLOGY
91．PEDIATRICRESEARCH
92，PEI）IATRICS
93PERSPECTIVESINBIOLOGYANDMEDICINE
94．PRESSEMEDICALE
95PROCEEI）INGSOFTI王EASSOCIATIONOFAMERICANPHYSICIANS
96．PROCEEDINGSOFTHESOCIETYFOREXPERIMENTALBIOLOGYANDMEDICINE
97QJM－MONTHIXJOURNALOFTHEASSOCIATIONOFPHYSICIANS
98RESEARCHINEXPERIMENTALMEDICINE
99，SCANDINAVIANJOURNALOFCLINICAL＆LABORATORYINVESTIGATION
l00STATISTICSINMEDICINE
l01TOHOKUJOURNALOFEXPERIMENTAIJMEDICINE
102．TRANSACTIONSOFTHEROYALSOCIETYOFTROPICALMEDICINEANDHYGIENE
lO3UNDERSEA＆HYPERBAⅢCMEDICINE
lO4．YALEJOURNALOFBIOLOGYANDMEDICINE
lO5ZENTRAI，BLATrFURHYGIENEUNDUMWELmEDIZIN
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MedicalResearch，Organs＆Systems［医学研究、組織・器官］（CC‘・LLEbSclen舵S”E山10nよ。）
（内容〕
心臓、維管束系および免疫系を除き、単一一器官、組織、もしくは単一の生理学的システムの正常および疾患状態を扱う論文雑誌を含む0
ここでのシステムは、肝臓病学、肺疾患、機能／生理学、胃腸病学．耳鼻咽喉科学、呼吸器系、男子生殖器病学、婦人科学および生殖、
皮膚科学、および歯科学が含まれる。一般生理学、多くの、またはすべての生体システムに直接影響する疾患の部類、および医学介入
の特定のタイプを主とする医学研究を扱う論文雑誌は除く。
〔論文雑誌リスト〕
l ACTADER札灯0－VENEREOLOGICA
2．ACTAORTHOPAEDICASCANDINjmCA
3ACTAOTO・LARYNGOLOGICA
4．ALIMENTARYPHAKMACOLOGY＆THERAPEUTICS
5．AMERICANJOURNALOFOBSTETRICSANDGYNECOLOGY
6．AMERICANJOURNALOFOPHTHALMOl。OGY
7．AMERICANJOURNALOFPIIYSIOLOGY－GASTROINTESTINALANDLIVERPfrYSIOLOGY
8，AMERICANJOURNALOFPHYSIOI．OGY・LUNGCELLULARANDMOLECULARPHYSIOLOGY
9．AMERICANJOURNALOFPIIYSTOLOGY・RENAI．PHYSIOLOGY
lO AMERICANJOURNALOFRESPIRATORYANDCRITICALCAREMEDICINE
ll．AMERICANJOURNALOFRESPIRATORYCELLANDMOLECULARBIOLOGY
12．ANDROLOGIA
l3．ANNAhSOFOTOLOGYRHINOLOGYANDIJARYNGOLOGY
14，ANNALSOFTHERHEUMATICDISEASES
15ARCHIVESOFANI）ROLOGY
16ARCHIVESOFDERMATO1－OGICAI．RESEARCH
l7．ARCHIVESOFDER旭鯉OLOGY
18，ARCHrVESOFOPHTHALMOLOGY
l9．ARCHIVESOFORALBIOLOGY
20．ARCHIVESOFOTOLARYNGOLOGY－HEAD＆NECKSURGERY
21ARTHRITISANDRHEUMATISM
22．AUDIOLOGY
23AUI）IOLOGYANDNEURO・OTOLOGY
24．BIOLOGYOFREPROI）UCTION
25．BONE
26BRITISHJOURNALOFAUI）IOLOGY
27BRITISHJOURNAI．OFDERMATOLOGY
28．BRITISHJOURNALOFOBSTETRICSANDGYNAECOLOGY
29．BRITISflJOURNALOFOPfITHAIJuOLOGY
30，CARIESRESEARCH
31．CLINICALANDEXPERIMENmRHEUMATOLOGY
32CLINICALNEPHROLOGY
33．CLINICALORTHOPAEDICSANDREI．ATEDRESEARCH
34CONNECTIVETISSUERESEARCH
35．CONTRACEPTION
36　CRITICALREVIEWSINORALBIOLOGY＆MEDICINE
37　CURRENTEYERESEARCH
38I）1GESTlON
39．I）IGESTTVEDISEASESANDSCIENCES
40．EUROPEANJOURNAIJOFDERMATOI．OGY
41．EUROPEANJOURNALOFORALSCIENCES
42，EtJROPEANRESPIRATORYJOURNAl．
43．EXPERIMENTALEYERESEARCH
44，EXPERIMENmLUNGRESEARCH
45FERTILITYANI）STERILITY
46．GASTROENTEROLOGIECIJINIQUEETBIOLOGIQUE
47GASTROENTEROLOGY
48．GUT
49．GYNECOLOGICANI）OBSTETRICINVESTIGATION
50．nEARINGRESEARCH
51．HEPATO－GASTROENTEROIJOGY
52，IIEPATOLOGY
53．frUMANREPRODUCTION
54．1NTERNATIONAhJOURNAIJOFANDROLOGY
55．1NTERNATIONALJOURNALOFPANCREATOLOGY
56．INVESTIGATIVEOPHTHALMOLOGY＆VISUALSCIENCE
57，JOURNALOFANDROLOGY
58．JOURNALOFBONEANDJOINTSURGERY＿AMERICANVOl－UME
59JOURNALOFBONEANDJOINTSURGERY・BRITISHVOLUME
60JOURNALOFCl－INICALPERIODONTOLOGY
61．JOURNALOFDENTALRESEARCH
62．JOURNALOFGASTROENTEROLOGYANDHEPATOLOGY
63JOURNALOFHEPATOLOGY
64．JOURNAI，OFINVESTIGATIVEI）ERMATOLOGY
G5JOURNALOFMAMM胼GLANDBIOIJOGYANDNEOPLASIA
66JOURNALOFOCUl．ARPHARMACOLOGYANDTHERAPEUTICS
67．JOURNALOFORALPATfrOLOGY＆MEDICINE
68．JOURNALOFORTHOPAEDICRESEARCH
69．JOURNALOFPERIODONTALRESEARCH
（14）
70．JOURNALOFPERIODONTOLOGY
71．JOURNALOFREPRODUCTIONANDFERTILITY
72．JOURNALOFRHEU肌妊OLOGY
73．JOURNALOFTHEAMERICANACADEMYOFDERMATOLOGY
74JOURNAl，OFTHEAMERICANSOCIETYOFNEPHROLOGY
75JOURNALOFUROLOGY
76．KIDNEY＆BLOODPRESSURERESEARCH
77，KII）NEYINTERNATIONAL
78．hIVER
79．LUNG
80．unはPHOLOGY
81．MUSCLE＆NERVE
82．NEPHRON
83．OBSTETRICSANDGYNECOLOGY
84．0PHTfLALMICRESEARCH
85．OPHTHAIJMOl。OGY
86．0STEOARTHRITISANDCARTILAGE
87．PANCREAS
88．PLACENTA
89PROGRESSINRETINALANI）EYERESEARCH
90．PROSTATE
91REPROI）UCTIONFERTILITYANDI）EVELOPMENT
92．REPRODUCTlONNUTRITIONDEVELOPMENT
93．REPRODUCTIVETOXICOLOGY
94，RESPIRATION
95．RESPIRATl0NPHYSIOLOGY
96．RESPIRATORYMEDICINE
97．REVIEWSOFREPRODUCTION
98．RHEUMATOLOGYINTERNATIONAL
99．SCANI）INAVh軋NAUI）IOLOGY
lOO．SCANDINAⅥ仏罰JOURNALOFGASTROENTEROLOGY
lOl．SCANDINjTVIANJOURNALOFRIIEUMjyrOl。OGY
lO2．SEXUALIXTRANSMITTEDI）ISEASES
lO3，SEXUALLYTRANSMIrrEDINFECTIONS
lO4．SKINPHARMACOLOGYANDAPPLIEDSKINPHYSIOI．OGY
lO5．THERIOGENOLOGY
lO6．THORAX
lO7UROLOGICAIJRESEARCH
lO8．VISIONRESEARCH
lO9．VISUALNEUROSCIENCE
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Microbiology［微生物学］（CC・・抽Scien。eS”Edt。。。よ。）
〔内容〕
微生物、バクテリア、ウイルスおよび寄生虫の生物学・生化学を、人間や動物の疾患の原因になることが知られているこれらの組織の
組み合わせの医学的意味や治療とともに含む。基礎科学や臨床使用のための微生物へのバイオテクノロジーの応用も含む。臨床介入に
よる病原体への免疫反応とその調節に力点を置く論文雑誌は除き、「免疫学」カテゴリーに分類する。
〔論文雑誌リスト〕
1．ACTAVIROI，OGICA
2．ANAEROBE
3ANNUALREVIEWOFMICROBIOLOGY
4ANTIMICROBIALAGENTSANDCflEMOTHERAPY
5．ANTrVIRALCHEMISTRY＆CHEMOTHERAPY
6．ANTIVIRALRESEARCH
7ANTONIEVANLEEUWENHOEKINTERNATIONALJOURNALOFGENERAIJANDMOLECULARMICROBIOLOGY
8APPI，IEDANDENVIRONMENTALMICROBIOIJOGY
9，APPLIEI）MICROBIOLOGYANDBIOTECfINOLOGY
10ARCHmSOFMICROBIOLOGY
ll．ARCI王IVESOFVIROLOGY
12】3IOLOGICAIJS
13BIOTECIINOIJOGYANDBIOENGINEERING
14BIOTECHNOLOGYLETTERS
l5．BIOTECHNOLOGYPROGRESS
16CANAI）LANJOURNALOFMICROBIOIJOGY
l7．CLINICALMICRO］3IOLOGYREVIEWS
18．CRITICALREVIEWSINMICROBIOI，OGY
19．CURRENTMICROBIOLOGY
20．CURRENTOPINIONINBIOTECIINOLOGY
21．CURRENTOPINIONINMICRO］3IOI，OGY
22．DIAGNOSTICMICROBIOLOGYANDINFECTlOUSI）ISEASE
23．ENZYMEANDMICROBIAIJTECHNOLOGY
24EUROPEANJOURNAIJOFCLINTCAlJMICROBIOLOGY＆INFECTIOUSDISEASES
25．EXPERIMENTALPARASITOIJOGY
26EXTREMOPHILES
27　FEMSMICROBIOLOGYECOLOGY
28FEMSMICROBIOLOGYLE一ITERS
29．FEMSMICROBIOLOGYREVIEWS
30FOLIAMICROBIOLOGICA
31FUNGAIJGENETICSANI）BIOLOGY
32INTERNATIONALJOURNALFORPARASITOLOGY
33INTERNATIONALJOURNALOFANTIMICROBIALAGENTS
34INTERNATIONALJOURNALOFIJEPROSYANI）OTHERMYCOBACTERIAIJDISEASES
35，INTERNATIONALJOURNALOFSYSTEMATICBACTERIOLOGY
36INTERVIROLOGY
37JOURNALDEMYCOLOGIEMEDICALE
38JOURNALOFANTIBIOTICS
39JOURNALOFANTIMICROBIALCHEMOTHERAPY
40JOURNALOF
41．JOURNALOF
42．JOURNALOF
43．JOURNALOF
44．JOURNALOF
45JOURNALOF
46．JOURNAhOP
47．JOURNAhOy
48．JOURNALOP
49JOURNALOF
50JOURNALOF
51JOURNAhOF
52JOURNALOP
53．JOURNALOf－
54．JOURNALOP
APP IEI）MICROBIOLOGY
B CTERIOLOGY
B SICMICROBIOIJOGY
BIOTECfINOLOGY
CLINICALMICROBIOI，OGY
EUKARYOTICMICROBIOLOGY
FERMENTATIONANDBIOENGINEERING
GENERALANDAPPLIEDMICRO】310LOGY
GENERALVIROLOGY
MEI）ICALMICRO】3IOLOGY
MEI）ICALVIROLOGY
MICROBIOLOGICALMETHODS
皿ITO1－OGY
ⅥR LOGICALMETHODS
VIROI，OGY
55．LETrERSINAPPLIEDMICROBIOLOGY
56MEI）ICALMICROBIOLOGYANDIMMUNOI，OGY
57MEDICALMYCOLOGY
58MICROBIAl．DRUGRESISTANCE．MECHANISMSEPIDEMIOLOGYANDDISEASE
59．MICROBIOLOGICA
G0．MICROBIOLOGY
61MICROBIOLOGYANDIMMUNOLOGY
62MICROBIOLOGYANDMOLECUIJARBIOLOGYREVIEWS
63MICROBIOIJOGY－UK
64MICROBIOS
65．MOLECULARANDBIOCHEMICALPARASITOLOGY
66．MOIJECULARMICROBIOLOGY
67　MYCOPATIIOLOGIA
68＿MYCOSES
69　NATURE】3IOTECHNOLOGY
700RALMICROBIOLOGYANI）IMMUNOLOGY
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71．PARASITOLOGY
72．PARASITOLOGYRESEARCH
73．PARASITOLOGYTODAY
74．RESEARCHINMICROBIOI，OGY
75．REVIEWSINMEI）ICALVIROIJOGY
76．SEMINARSINVIROLOGY
77．SYSTEMATICANDAPPLIEDMICROBIOLOGY
78．でRENDSINBIOTECIINO1－OGY
79．VETERINARYMICROBIOLOGY
80．VIROLOGY
81．VIRUSRESEARCH
82．YEAST
83．ZENTRALBLArr FUR BAKTERIOLOGIE．INTERNATIONALJOURNAL OF MEDICAL MICROBIOLOGY VIROLOGY
PARASITOLOGYANI）INFECTIOUSDISEASES
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MolecularBiology＆Genetics［分子生物学・遺伝学］（CC・・L血Scl。n。。S・・Ed．tl。nよ。）
〔内容〕
分子遺伝学、原核および真核遺伝子発現、突然変異の発生機構、遺伝物質の構造、機能および制御を含む、基礎および応用遺伝学を網
羅する。臨床遺伝学、遺伝的性質のパターン、遺伝の原因、および疾患のスクリーニングと治療に関する論文雑誌も含まれる。特に、
発生過程で制御された遺伝子発現や、細胞レベルで遺伝子発現を調節する単一の形質導入経路を扱う論文雑誌は除かれ、「細胞・発生生
物学」カテゴリーに分類される。
〔論文雑誌リスト〕
1．AMERICANJOURNALOFHUMANGENETICS
2AMERICANJOURNALOFMEDICAl．GENETICS
3．ANIMALGENETICS
4．ANNALESDEGENETIQUE
5ANNAI，SOFHUhAANGENETICS
G．ANNUALREVIEWOFGENETICS
7．ANTISENSE＆NUCLEICACIDDRUGI）EVELOPMENT
8．BIOCHEMICALGENETICS
9．BIOCHIMICAETBIOPHYSICAACTA－GENESTRUCTUREANDEXPRESSl0N
lO．CHROMOSOMA
ll．CHROMOSOMERESEARCH
12．CLINICALGENETICS
13．CURRENTGENETICS
14．CYTOGENETICSANDCELIJGENETICS
15．I）NAANDCELI，Bl0LOGY
16．I）NASEQUENCE
l7．EMBOJOURNAL
18．ENVIRONMENTALANDMOLECUIARMUTAGENESIS
19．EUROPEANJOURNALOFHUMANGENETICS
20．EXPERIMENTALANDCLINICALIMMUNOGENETICS
21．GENE
22．GENETHERAPY
23．GENES＆GENETICSYSTEMS
24．GENETICANAIXSIS・BIOMOLECULARENGINEERING
25　GENETICEPII）EMIOLOGY
26GENETICA
27　GENETICALRESEARCH
28GENETICS
29．GENETICSANDMOLECULARBIOLOGY
30．GENETIKA
31．GENOME
32．GENOMERESEARCl1
33．GENOMICS
34．HEREI）ITAS
35．HEREI）ITY
36．HUMANGENETHERAPY
37．HtJMANGENETICS
38．fRTMANHEREDITY
39．HUMANMOLECULARGENETICS
40．HUMANMUTATION
41．INSECTMOLECULARBIOLOGY
42．JOURNALOFCRANlOFACIALGENETICSANI）I）EVELOPMENTALBIOLOGY
43．JOtJRNALOFGENETICS
44．JOURNALOFHEREDITY
45．JOURNALOFHUMANGENETICS
46．JOURNALOFMEDICAIJGENETICS
47．JOURNALOFMOLECULARBIOIJOGY
48．MAMMALIANGENOME
49MOLECUI。ARANDCELLULARBIOLOGY
50MOLECULARANI）CELIJULARPRO】3ES
51．MOLECUI．ARANDGENERALGENETICS
52．MOLECULARBIOLOGY
53．MOLECUIARBIOLOGYREPORTS
54．MOLECULARECOLOGY
55．MOLECULARGENETICSANDMETABOLISM
56．MUTAGENESIS
57．MUTATIONRESEARCH・DNAREfnIR
58．MUTATIONRESEARCH・FUNDAMENTALANDMOI．ECULARMECHANISMSOFMUTAGENESIS
59．MUTATIONRESEARCH－GENETICTOXICOLOGYANDENVIRONMENTALMUTAGENESIS
60．MUTATIONRESEARCH－REVIEWSINMUTATl0NRESEARCH
Gl．NATUREGENETICS
62．PLASMID
G3PROGRESSINBIOPHYSICS＆MOLECUI．ARBIOIJOGY
64，SOMATICCEILANDMOLECULARGENETICS
65．THEORETICALPOPUI．ATIONBIOLOGY
66．TRANSGENICRESEARCH
67．でRENDSINGENETICS
68．VIRUSGENES
（18）
Neuroscience＆Behavior［神経科学・行動］。。。”LLEeSciEnC。8・，E。Itl。nよ。）
〔内容〕
細胞および分子神経科学、神経発達、基礎および臨床神経学、心理学、精神医学、および精神薬理学を含む。このカテゴリーは、実験
および生物行動心理学、分子精神医学、および高度な認識過程下での神経機能の研究を含む。認識または行動臨床心理療法、精神判定、
および臨床神経学の事例を扱う論文雑誌は除く。
〔論文雑誌リスト〕
1．ACTANEUROBIOLOGIAEEXPERIMENTALIS
2．ACTANEUROLOGICASCANI）INAVICA
3，ACTANEUROPATHOLOGICA
4．ACTAPSYCHIATRICASCANDINAVICA
5．ADI）ICTIONBIOLOGY
6．AGGRESSIVEBEHAVIOR
7．ALCOHO1－
8．ALCOHOLANDALCOHOLISM
9．ALCOHOLISM・CLINICALANDEXPERIMENでALRESEARCH
lO．ALZfIEIMERDISEASE＆ASSOCIATEDDISORDERS
ll AMERICANJOURNALOFNEURORADIOLOGY
12．AMERICANJOURNALOFPSYCHIATRY
13ANIMALBEfLAnOUR
14AMMALLEARNING＆BEHAVlOR
l5．ANNALSOFNEUROLOGY
16．ANNUALREⅥEWOFNEUROSCIENCE
17，ANNUALREVIEWOFPSYCHOLOGY
18APPETITE
l9．ARCHIVESITAhIENNESI）EBIOLOGIE
20．ARCHIVESOFGENERALPSYCHIATRY
21．ARCHfVESOFNEUROLOGY
22．BEHAVlORGENETICS
23BEHAVIORALANDBRAlNSCIENCES
24BEIIAVIORALNEUROSCIENCE
25BEHAVIOUR
26．BEHAVIOURALllRAINRESEARCII
27．BEIIAVIOtJRALPHARMACOLOGY
28．BEHAVIOURALPROCESSES
29BIOLOGICALCYBERNETICS
30．BIOLOGICALPSYCHIATRY
31．BRAIN
32．BRAIN＆I）EVE1－OPMENT
33．BRAINANDCOGNITION
34．BRAINANDI．ANGUAGE
35BRAINBEHAVIORANDEVOLUTION
36，BRA王NBEHAVlORANDIMMUNITY
37．BRAlNPATHOLOGY
38．BRAINRESEARCH
39，BRAINRESEARCHBULLETIN
40．BRAINRESEARCHREVIEWS
41BRAINTOPOGRAPHY
42．BRITISHJOURNALOFPSYCHIATRY
43．CANADIANJOURNALOFNEUROLOGICALSCIENCES
44．CELLUl．ARANDMOLECULARNEUROBIOLOGY
45．CEPEAl．ALGIA
46，CEREBRALCORTEX
47．CEREBROVASCULARDISEASES
48．CHEMICALSENSES
49CIJINICALNEUROPHARMACOLOGY
50．CI．INICALNEUROPHYSIOLOGY
51CNSI）RUGS
52COGNITIVEBRAINRESEARCH
53．CORTEX
54．CRITICAIJRmEWSINNEUROBIOLOGY
55．CURRENTOPINIONINNEUROBIOLOGY
56DEMENTIAANDGERIATRICCOGNITIVEI）ISORDERS
57∴DEVELOPMENTALBRAlNRESEARCII
58．DEVE1－0PMENTALMEDICINEANDCHILDNEUROLOGY
59．DEVELOPMENTALNEUROSCIENCE
60．DEVELOPMENTALPSYCHOBIOLOGY
61∴DRUGANDALCOHOLDEPENDENCE
62，EPILEPSLA
63EPILEPSYRESEARCfI
64．ETHOl。OGY
65．EUROPEANARCHn唱SOFPSYCHIAmANDCLINICALNEUROSCIENCE
66．EUROPEANJOURNALOFNEUROSCIENCE
67．EUROPEANNEUROLOGY
68EUROPEANNEUROPSYCHOPHARMACOLOGY
69EXPERIMENTALAGINGRESEARCfI
70．EXPERIMENTALBRAlNRESEARCH
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71．EXPERIMENTALNEUROLOGY
72FRONTIERSINNEUROENDOCRINOLOGY
73　Gl．IA
74．HIPPOCAMPUS
75丑ORMONESANDBEHAVIOR
76月UMANBRAINMAPPING
77IfUMANPSYCHOPHARMACOLOGY・CLINICALANDEXPERIMENTAL
78．INTERNATl0NAl．CLINICALPSYCHOPHARMACOLOGY
79，INTERNATIONALJOURNALOFI）EVELOPMENTAl．NEUROSCIENCE
80，INTERNATIONALJOURNALOFPSYCHOPHYSIOI，OGY
81．JOURNALOFAFFECTIVEDISORDERS
82．JOURNALOFAUTONOMICPHARMACOLOGY
83．JOURNALOF
84JOURNALOF
85．JOURNALOP
86．JOURNALOF
87JOURNALOP
88JOURNALOF
89．JOURNALOF
90JOURNALOF
CEREBRALBLOODFLOWANI）METABOuSM
CHEMICALNEUROANATOMY
CHIIJDNEUROLOGY
CLINICALPSYCHOPHARMACOLOGY
COGNITIVENEUROSCIENCE
COMPARATIVENEUROLOGYCOMPMIVEPSYCHOLOGY
COMPUTATlONALNEUROSCIENCE
91．JOURNALOFEXPERIMENTALPSYCHOLOGY－AMMALBEHjmORPROCESSES
92JOURNALOFINTELLECTUALDISABILITYRESEARCfI
93．JOURNALOFMOLECULARNEUROSCIENCE
94．JOURNALOFNERVOUSANDMENTAl．DISEASE
95JOURNALOFNEURAhTRANSMISSION
96JOURNALOFNEURALTRANSMISSION．SUPPLEMENT
97．JOURNALOFNEUROBIOLOGY
98．JOURNAIJOFNEUROCHEMISTRY
99JOURNALOFNEUROCYTOLOGY
lOO．JOURNALOFNEUROENDOCRINOLOGY
lOl．JOURNALOFNEUROGENETICS
lO2．JOURNALOFNEUROIMMUNOLOGY
103．JOURNALOFNEUROLOGY
lO4．JOURNALOFNEUROLOGYNEUROSURGERYANDPSYCfrLATRY
lO5JOURNALOFNEUROPATHOLOGYANDEXPERIMENTALNEUROI，OGY
lO6JOURNALOFNEUROPfrYSIOLOGY
lO7．JOURNAl．OFNEUROSCIENCE
108．JOURNALOF
l09．JOURNALOF
llO．JOURNALOf－
111．JOURNAhOP
ll2JOURNALOP
l13．JOURNALOP
ll4．JOURNAhOF
ll5．JOURNAIJOF
ll6JOURNALOf．
117．JOURNALOP
ll8．JOURNAIJOF
NEUROSCIENCEMETHODS
NEUROSCIENCERESEARCfI
EUROSURGERY
NEUROTRAUMA
NEUR VIROLOGY
nuNANDSYMPTOMMANAGEMENT
PHYSIOLOGY・PARIS
PSYCHIATRICRESEARCH
PSYCHOPHARMACOLOGY
SIJEEPRESEARCfI
THEAUTONOMICNERVOUSSYSTEM
119JOURNALOFTHEEXPERIMENTALAN仏上YSISOFBEHjNlOR
120．JOURNALOFTIIENEUROLOGICAIJSCIENCES
121．JOURNALOFTIIEPERIPHERAhNERVOUSSYSTEM
122．LEARNING＆MEMORY
123，METABOLICBRAINDISEASE
l24．MOLECULARANDCELLUIJARNEUROSCIENCE
l25，MOLECULARANDCHEMICALNEUROPATHOLOGY
l26MOLECULARBRAINRESEARCE
l27　MOIJECUIARNEUROBIOLOGY
l28．MOLECULARPSYCHIATRY
l29．MOVEMENTDISORDERS
130．MnⅢ∬IPLESCLEROSIS
l31NATURENEUROSCIENCE
132．NEURALCOMPUTATION
133NEUROB10LOGYOFAGING
l34，NEUROBIOI，OGYOFDISEASE
135．NEURO】3IOLOGYOFI，EARNINGANDMEMORY
136．NEUROCfIEMICALRESEARCH
l37．NEUROCHEMISTRYINTERNATIONAL
138　NEUROENDOCRINOI，OGY
139、NEUROEPItIEMIO1－OGY
140．NEUROIMAGE
l41NEUROLOGICAIJRESEARCH
l42．NEUROI，OGY
143　NEUROMUSCUI，ARI）ISORDERS
144NEURON
145．NEUROPATHOLOGYANDAPPLIEDNEUROBIOLOGY
146NEUROPEDIATRICS
147．NEUROPEPTIDES
148，NEUROPHARMACOLOGY
149NEUROPEYSIOLOGIECLINIQUE・CLINICALNEUROP甘YSIOLOGY
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150NEUROPSYCHOBIOIJOGY
l51NEUROPSYCHOIJOGIA
152NEUROPSYCHOPHARMACOLOGY
l53．NEURORADIOLOGY
154，NEUROREPORT
l55．NEUROSCIENCE
156．NEUROSCIENCEANDBIOBEEAVIORALREVIEWS
157．NEUROSCIENCELETTERS
l58．NEUROSCIENCERESEARCH
l59．NEUROSCIENCERESEARCHCOMMUNICATIONS
160．NEUROSURGERY
161．NEUROTOXICOLOGY
162NEUROTOXICOLOGYANDTERATOLOGY
163．PAIN
164，PERSPECTIVESONDEVEIJOPMENTALNEUROBIOLOGY
165，PHARMACOLOGYBIOCHEMISTRYANDBEHjmOR
166PHARMACOPSYCHIATRY
167　PHYSIOI，OGY＆BEHAVIOR
168PROGRESSINNEURO．PSYCHOPHAKMACOLOGY＆BIOI．OGICAIJPSYCHIATRY
169　PROGRESSINNEUROBIOLOGY
l70．PSYCHIATRYRESEARCH
171．PSYCHIATRYRESEARCH・NEUROIMAGING
172　PSYCHOBIOLOGY
l73　PSYCHOLOGICALBULLETIN
l74，PSYCHOLOGICALMEDICINE
175　PSYCIIOLOGICALREVIEW
l76．PSYCHONEUROENDOCRINOLOGY
l77　PSYCHOPHARMACOLOGY
178．PSYCHOPHARMACOLOGYBULIJETIN
179．PSYCHOPHYSIOLOGY
180．PSYCHOSOMATICMEDICINE
181QUARTERLYJOURNAlJOF EXPERIMENTAL PSYCHOLOGY SECTION B－COMfARATIVE ANDPHYSIOLOGICAL
PSYCHOLOGY
l82．RESTORATIVENEUROLOGYANDNEUROSCIENCE
l83．REVUENEUROLOGIQUE
184．SCfIIZOPHRENIA】3ULLETIN
l85．SCHIZOPHRENIARESEARCH
l86，SEMINARSINNEUROSCIENCE
l87　SLEEP
188　SOMATOSENSORYANI）MOTORRESEARCH
189．SYNAPSE
l90．TRENDSINCOGNITIVESCIENCES
l91．TRENDSINNEUROSCIENCES
l92ZHURNALVYSSHEINERVNOIDEYATELNOSTIIMENIIP肌0VA
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Oncogenesis＆CancerResearch［腫瘍形成・がん研究］（CC・・L止。Sc．。n。。S・・EdltlOnよ。）
〔内容〕
がんの発生および治療に加え、試験管内腫瘍形成の全般の研究を含む。細胞の成長における分子制御、正常および変質細胞内での腫瘍
発現／機能、抗がん剤の作用の機胤および実験的治療法に力点が置かれる。化学療法、放射線治療、新規で試験的な治療法も含まれ
る．腫瘍形成機構への特別の応用のない細胞の成長と分化を扱う論文雑誌は除き、「細胞・発生生物学」カテゴリーに分類される。
〔論文雑誌リスト〕
1．ACTAONCOLOGICA
2ANNAI，SOFONCOLOGY
3AⅣn－CANCERl）RUGDESIGN
4ANTI－CANCERDRUGS
5．ANTICANCERRESEARCl1
6．BIOCHIMICAETBIOPHYSICAACTA－REVIEWSONCANCER
7BREASTCANCERRESEARCHANI）TRE肌ENT
8．BRITISIIJOURNALOFCANCER
9BULLETINI）UCANCER
lO．CANCER
ll．CANCERANDMETASTASISREVIEWS
12．CANCER
13．CANCER
14．CANCER
15．CANCER
16　CANCER
17．CANCER
18．CANCER
19．CANCER
20，CANCER
21．CANCER
22．CANCER
23．CANCER
24．CANCER
BIOTHERAPYANDRADIOPHARMACEUTICALS
CHEMOTHERAPYANI）PHARMACOLOGY
CYTOPATHOLOGY
EPII）EMlOLOGYBIOMARKERS＆PREVENTlON
GENETHERAPY
GENETICSANDCYTOGENETICS
IMMUNOIJOGYIMAfUNOTHERAPY
INVESTIG〟rION
JOURNAh
JOURNALFROMSCIENTIFICAMERICAN
LETTERS
RESEARCH
SUmYS
25．CARCINOGENESIS
26．CLINICAL＆EXPERIMENTALMETASTASIS
27．EUROPEANJOURNALOFCANCER
28，EXPERIMENTALONCOLOGY
29，GENESCHROMOSOMES＆CANCER
30．HEMATOLOGICALONCOLOGY
31．1NTERNATIONAhJOURNALOFCANCER
32INTERNATIONAIJJOURNAIJOFmERTHERMIA
33．INTERNATIONALJOURNAIJOFONCOI，OGY
34．INTERNATIONALJOURNALOFRADIATIONONCOI．OGYBIOLOGYPHYSICS
35．INVASlON＆MEーrASTASIS
36．JAfnNESEJOURNAIJOFCANCERRESEARCII
37JOURNALOFCANCERRESEARCHAN工）CLINICAIJONCOI，OGY
38．JOURNALOFCLINICALONCOLOGY
39JOURNALOFTHENATlONALCANCERINSTITUTE
40LEUKEMIA
41．LEUKBMIA＆LYWHOMA
42，LEUKEMIARESEARCH
43．MEIANOMARESEARCE
44．MOLECUIJARCARCINOGENESIS
45．NEOPLASMA
46NUTRITIONANI）CANCER・ANINTERNATIONALJOURNAL
47．ONCOGENE
48　0NCO1－OGY
49．0NCOLOGYRESEARCH
50．RADIOTHERAPYANDONCOLOGY
51SEⅦNARSINCANCERBIOLOGY
52SEMINARSINONCOLOGY
53．STEMCELl。S
54TUMORBIOLOGY
55．TUMORI
（22）
Pharmacology＆Tbxicologyl薬理学・毒理学］（。。・・Li，bSe．。。。餌”Ed．t．。。よ。）
〔内容〕
薬理学、毒理学および薬学を網羅する。特に重要視するのは，細胞および分子薬理学、ドラッグデザインおよび代言臥薬作用の機構、
ドラッグデリバリー、天産物、外来性化合物、及び臨床治療。毒理学には、有害物質の細胞および分子の影響、環境毒理学、職業被曝、
および臨床毒理学が含まれる。薬剤広報、巌新情報および薬学広報は除く。製薬工学は含まない。製薬の医化学、合成、化学分析は、「化
学・分析」カテゴリーに分類する。
〔論文雑誌リスト〕
1．ACTAPHARMACOLOGICASINICA
2．AI）VANCEDDRUGI）ELIVERYREVIEWS
3．AMERICANJOURNALOFHEAIRH・SYSTEMPHARMACY
4AMERICANJOURNALOFPHAKMACEUTICALEI）UCATION
5．ANNAIJSOFOCCUPATIONALHYGIENE
6．ANNUALREVIEWOFPHARMACOLOGYANI）TOXICOLOGY
7．ARCfIIVDERPHARMAZIE
8．ARCHIVESOFENVIRONMENTALCONTAMINATIONANDTOXICOLOGY
9．ARCHIVESOFENVIRONMENTALHEAIRH
lO ARCI王IVESOFPHARMACALRESEARCH
ll．ARCHIVESOFTOXICOLOGY
l2．ARZNEIMITrEL－FORSCHUNG・DRUGRESEARCI1
13BIOCHEMICALPHARMACOLOGY
l4，BIOLOGICAL＆PEAKMACEUTICALBULLETIN
15．BIOMARKERS
l6，B10MEDICINE＆PHARMACOTIIERAPY
17．BIOPHAKMACEUTICS＆DRUGDISPOSITION
18．BRITISHJOURNAI，OFCLINICALPHARMACOLOGY
19BRITISHJOURNALOFPHARMACOLOGY
20．BULLETINOFENVIRONMENTALCONIAMINATIONANI）TOXICOl．OGY
21．CANADIANJOURNALOFPHYSIOLOGYANDPHARMACOI，OGY
22．CHEMICALRESEARCHINTOXICOLOGY
23．CHEMICO－BIOLOGICALINTERACTIONS
24CHEMOTHERAPY
25．CLINICALANDEXPERIMENTALPIIARMACOLOGYANDPHYSIOLOGY
26．CLINICALI）RUGINVESTIGATION
27　CLINICALPHARMACOKINETICS
28．CI，INICALPHAKMACOLOGY＆THERAPEUTICS
29．COMPARATrvEBIOCHEMISTRYANI）PHYSIOLOGYC．PHARMACOLOGYTOXICOLOGY＆ENDOCRINOLOGY
30．CRITICALREVIEWSINTHERAPEUTICDRUGCARRIERSYSTEMS
31．CRITICALREVIEWSINTOXICOLOGY
32．CURRENTMEDICINALCHEMISTRY
33．CURRENTPIIARMACEUTICALDESIGN
34．CURRENTTfIERAPEUTICRESEARCH・CLINICALANI）EXPERIMENTAL
35．DRUGANDCHEMICAl．TOXICOLOGY
36∴DRUGDEVEI，OPMENTANI）INDUSTRIALPHARMACY
37I）RUGDEVELOPMENTRESEARCfI
38DRUGDISCOVERYTODAY
39．DRUGMETABOLISMANDDISPOSITION
40．DRUGMETABOLISMREVIEWS
41∴DRUGRESISTANCEUPDATES
42．DRUGS
43．DRUGS＆AGING
44．DRUGSUNDEREXPERIMENTALANDCLINICALRESEARCII
45．ECOTOXICOLOGYANDENVIRONMENTALSAFETY
46　ENVIRONMENIALCARCINOGENESIS＆ECOTOXICOLOGYREⅥEWS－PARTCOFJOURNALOFENⅥRONMENTAL
SCIENCEANDflEAIjrl1
47　ENVIRONMENTAl，IIEAIRHPERSPECTTVES
48．ENVIRONMENTALRESEARCH
49．ENⅥRONMENTAl．TOXICOLOGYANDPHARMACOLOGY
50．EUROPEANJOURNALOFCLINICALPHAKMACOLOGY
51．EUROPEANJOURNAIJOFDRUGMETABOLISMANI）PHARMACOKINETICS
52．EUROPEANJOURNALOFPHARMACEUTICAIJSCIENCES
53．EUROPEANJOURNALOFPI王ARMACOLOGY
54．EXPERIMENmANDTOXICOLOGICPATHOLOGY
55．EXPERTOPINlONONTHERAPEUTICPATENTS
56RARMACO
57FOODANI）CHEMICALTOXICOLOGY
58．FUNI）AMENTAL＆CLINICALPIIAKMACOLOGY
59．GENERALPHARMACOLOGY
60HUMAN＆EXPERIMENTALTOXICOLOGY
61王NMIONTOXICOLOGY
62．INTERNjmONALARCHIVESOFOCCUPATl0NALANDENVIRONMENu札HEAINH
63．INTERNATIONALJOURNALOFCLINICALPHARMACOLOGYANI）THERAPEUTICS
64．INTERNATl0NALJOURNALOFPHAKMACEUTICS
65INVESTIGATIONALNEWDRUGS
66JAPANESEJOURNALOFPEARMACOLOGY
67JOURNALOFAPPLIBDTOXICOLOGY
68．JOURNALOFCLINICALPHARMACOLOGY
（23）
69．JOURNALOFCONTROLLEDRELEASE
70．JOURNALOFDRUGTARGETING
71JOURNALOFETHNOP江ARMACOLOGY
72JOURNALOFMICROENCAPSUl．AnIION
73．JOURNALOFNArURALPRODUCTS
74JOURNALOFPHARMACEUTICALSCIENCES
75JOURNALOFPEARMACOKINETICSANI）BIOPHARMACEUTICS
76．JOURNALOFPfLARMACOLOGICALANDTOXICOLOGICALMETI王ODS
77．JOURNALOFPKARMACOLOGYANDEXPERIMENTAhTHERAPEUTICS
78JOURNAI，OFPHAKMACYANDPHARMACOLOGY
79JOURNALOFTOXICOLOGYANI）ENVIRONMEN▼I胤IIEAIRH－PARTA
80．JOURNALOFTOXICOIJOGYANDENVIRONMENTALHEAhTH．PART】］－CRITICALREVIEWS
81．JOURNALOFTOXICOLOGY・CIJINICALTOXICOLOGY
82JOURNALOFTOXICOLOGY・TOXINREVIEWS
83．MEDICINALRESEARCHREVIEWS
84．METHODSANDFINDINGSINEXPERIMENTALANI）CLINICALPHARMACOIJOGY
85tMOLECUl。ARPtiARMACOLOGY
86．NAUNYN－SCH加nEI）EBERGSARCHIVESOFPHARMACOLOGY
87　0ccUPATIONALANDENⅥRONMENTALMEDICINE
88．PERSPECTIVESINI）RUGDISCOVERYANDDESIGN
89．PHARMACEUTICALRESEARCfr
90PHARMACEUTICALSCIENCE＆TECHNOLOGYTOI）AY
91．PHARMACOGENETICS
92．PHARMACOI，OGICALRESEARCH
93，PHARMACOLOGICAIJREVIEWS
94PIIARMACOLOGY
95PHAR姐ACOLOGY＆THERAPEUTICS
96PHAKMACOLOGY＆TOXICOLOGY
97．PHARMACYWORIJD＆SCIENCE
98．PIIARMAZIE
99PmOMEDICINE
l00PHYTOTHERAPYRESEARCI王
101．PLANTAMEDICA
102．REGULATORYTOXICOLOGYANDPEARMACOLOGY
l03．STPPHARMASCIENCES
lO4TERATOGENESISCARCINOGENESISANI）MUTAGENESIS
l05．TERATOLOGY
lO6．THERAPEUTICDRUGMONITORING
107．THERAPIE
lO8TOXICO1－OGICPATHOl．OGY
lO9．TOXICOLOGICALSCIENCES
llO．TOXICOl。OGY
lll．TOXICOLOGYANDAPPLIEDPHARMACOLOGY
l12．TOXICOLOGYINVITRO
l13TOXICO1－OGYl－ETTERS
ll4．TOXICOI，OGYMETtIODS
l15．TOXICON
ll6．TRENI）SINPIIARMACOLOGICALSCIENCES
l17．XENOBIOTICA
l18．mKUGAKUZASSHI－JOURNALOFTHEPHARMACEUTICAIJSOCIETYOFJAPAN
（24）
Physiology［生理学］（CC・・LIfbSc．。nC。S”Edlt．皿よ。）
〔内容〕
全組織レベルでの生物学的機能の制御を扱う論文雑乱人間および動物の生理学の生化学、細胞生物学および全システムの研究を含む。
比較生理学、生物学的リズム、および生理学的測定も含まれる。細胞制御や特定組織の生理学に力点を置く論文雑誌は除き、それぞれ
「細胞・発生生物学」カテゴリーおよび「医学研究、組織・器官」カテゴリーに分類する。
〔論文雑誌リスト〕
1．ACTAPfrYSIOLOGICASCANDINjmCA
2．AMERICANJOURNALOFPHYSIOIJOGY－REGUl．ATORYINTEGRATIVEANDCOMPARATIVEPHYSIOLOGY
3ANNUALREVIEWOFPHYSIOLOGY
4ARCHIVESOFPHYSIOLOGYANDBIOCHEMISTRY
5BIOLOGICALRmHMRESEARCII
6．CHRONOBIOLOGYINTERNATIONAL
7．CLINICALPHYSIOLOGY
8．COMPARATIVEBIOCHEMISTRYANDPHYSIOLOGYA．MOLECUIJARANDINTEGRATIVEPHYSIOLOGY
9．EUROPEANJOURNALOFAPPIJIEDPHYSIOLOGYANDOCCUPATIONALPHYSIOLOGY
lO．EXPERIMENTALPfnTSIOLOGY
l1GENERALPHYSIOLOGYANDBIOPHYSICS
12．JAPANESEJOURNALOFPHYSIOLOGY
13．JOURNALOFAPPLIEDPHYSIOI，OGY
14．JOURNALOF
l5．JOURNALOF
l6．JOURNALOP
17．JOURNALOF
18JOURNALOF
19．JOURNALOP
20JOURNALOf’
21JOURNALOF
22．JOURNALOF
23．JOURNALOP
BIOLOGICALRHYTHMS
COMPARATIVEPHYSIOLOGYA．SENSORYNEURALANDBEHAVIORALPIIYSIOLOGY
COMPARATIVEPHYSIOLOGYB．BIOCHEMICALSYSTEMICAN力ENVIRONMENTALPHYSIOLOGY
GENERALPHYSIOLOGY
INSECTPHYSIOLOGY
PHYSIOLOGYANDBIOCHEMISTRY
PHYSIOLOGYANI）PHAKMACOI，OGY
PHYSIOLOGY・LONDON
PINEALRESEARCH
TIIERMALBIOLOGY
24NEWSINPHYSIOLOGICAI，SCIENCES
25．PFLUGERSARCHIV＿EUROPEANJOURNALOFPHYSIOLOGY
26PIIYSIOLOGICALCIIEMISTRYANI）PHYSICSANDMEI）lCALNMR
27PHYSIOLOGICALMEASUREMENT
28．PHYSIOIJOGICALRESEARCI王
29PHYSIOLOGICALREVIEWS
30．PHYSIOLOGICALZOOLOGY
31．REGULATORYPEPTIDES
（25）
Multidisciplinaryl学際嶺域］（CC・・LdeScl。。。。S・1Ed．。。。よ。）
〔内容〕
CC“Li飴SclenCeS’．EdltlOn以外の領域を対象とするライフサイエナス研究の・各種側面での学際的なものを含む0他の分野に基礎を
置くが一般の生物学／生物医学研究によく応用される技術は、このカテゴリーに含まれ、生物医学工学、生物力学、物理学の医学およ
び研究への応用、生物学や医学でのコンピュータ科学、医学および生物学での数学的手軋顕微鏡検査、および生物物質研究を含む。
いくつかの内容を持つ生物医学および生物学研究を含む論文雑誌は除き、それぞれ「医学研究、一般項目」カテゴリーおよび「実験生
物学」カテゴリーに分類する。
〔論文雑誌リスト〕
l AMERICANSCIENTIST
2．ANNALSOFBIOMEI）ICALENGINEERING
3　BIOIMAGING
4．BIOINFORMuJICS
5．DIOMATERIAIJS
6．BIOMETRICS
7BIOMETRIKA
8BRITISHJOURNALFORTHEPlllLOSOPIIYOFSCIENCE
9．BULLETINOFMATI王EMATICALBIOLOGY
lO，COLDSPRINGHARBORSYMPOSIAONQUANTI℃ATIVEBIOLOGY
ll．COMPUTERMETHODSANDPROGRAMSINBIOMEDICINE
12．COMPUTERSANDBIOMEDICAI，RESEARCII
l3．COMPUTERSTNBIOLOGYANDMEDICINE
l4CRITICALREVIEWSINBIOMEDICALENGINEERING
15．ENDEAVOUR
l6，IEEETRANSACTIONSONBIOMEDICALENGINEERING
17．IMAJOURNALOFMATHEMATICSAPPLIEDINMEDICINEANDBIOLOGY
18INTERNATIONALJOURNALOFMEDICALINFORMATICS
19．JOURNALOFBIOACTIVEANI）COMPATIBIJEPOLYMERS
20．JOURNALOFBIOMATERIALSSCIENCE・POI。YMEREDITION
21JOURNALOFBIOMECHANICALENGINEERING．TRANSACTIONSOFTHEASME
22．JOURNALOFBIOMEC且AMCS
23．JOURNALOFBIOMEDICALMATERLALSRESEARCH
24、JOURNALOFELECTRONMICROSCOPY
25．JOURNALOFMATERIALSSCIENCE・MATERIAIJSINMEDICINE
26．JOURNALOFMATHEMATICALBIOLOGY
27．JOURNALOFMICROSCOPY－0ⅩFORD
28．JOURNALOFTKEACOUSTICALSOCIETYOFAMERICA
29．JOURNALOFTHEORETICALBIOIJOGY
30．MATHEMATICAL］］IOSCIENCES
31MEDICAL＆BIOLOGICALENGINEERING＆COMPUTING
32．MEDICALENGINEERING＆PHYSICS
33．MICRON
34．MICROSCOPYANDMICROANALYSIS
35．MICROSCOPYRESEARCHANDTECHNIQUE
36NATUEE
37NATURWISSENSCHAFTEN
38．PfrYSICSINMEDICINEANDBl0LOGY
39．PROCEEDINGSOFTHEJAJhNACADEMYSERIESB－PHYSICALANDBIOLOGICALSCIENCES
40PROCEEDINGSOFTIIENATIONALACADEMYOFSCIENCESOFTIIEUNITEDSTATESOFAMERICA
41．RADLATIONANDEⅣmRONMENTAI，BIOPHYSICS
42．SCANMNG
43．SCIENCE
44．SCIENTIFICAMERICAN
45．SCIEⅣnS′r
46．SOCIALSTUDIESOFSCIENCE
47．SOUTHAPRICANJOURNALOFSCIENCE
48UIRMICROSCOPY
（26）
AgriculturalChemistryl農芸化学］（。。・・Agnm1tu，軸1。gY＆En，1，mm。ntalSciences・・Edih。nよ。）
〔内容〕
農芸化学、植物化学、農業生物化学、食品化学、分析化学、穀物化学、および炭水化物と脂質研究を含む分野に関連する化学を網羅す
る論文雑誌。
【論文雑誌リスト〕
1．AGROCHIMICA
2．BIOSCIENCEBIOTECHNOLOGYANDBIOCHEMISTRY
3．CARBOHYDRATEPOIXMERS
4CARBOHYDRATERESEARCH
5．CEREALCHEMISTRY
6．FETr．LIPII）
7GRASASYACEITES
8．JOURNALOFAGRICUu、URALANDFOOI）CHEMISTRY
9．JOURNALOFAOACINTERNATIONAL
10．JOURNALOFNATURAl．PRODUCTS
ll．JOURNALOFTHEAMERICANOILCHEMISTSSOCIETY
12JOURNALOFTHESCIENCEOFFOODANDAGRICUUrURE
13．LIPII）S
14　NIPPON NOGEIKAGAKU KAISHI．JOURNAL OF TIIEJAPIN SOCIETYFORBIOSCIENCEBIOTECHNOLOGYAND
AGROCHEMISTRY
15．PHYTOCHEMSTRY
l6．PROGRESSINLIPIDRESEARCI王
（27）
FoodScience／Nutrition［食品科学／栄養学］（。C・・Ag，Kultu，C．B”I。gy＆E。，L，。nm。nblSci。。C。S・，Ed．tmよ。）
〔内容〕
食品添加物および汚染物、食品化学および生物化学、食品微生物学、技術、工学、加工、賃、および安全性といった内容を網羅する食
品科学の論文雑誌を含む。さらに、食肉科学、酪農科学、および醸造を含む。栄養学に密接に関連する分野には、一般栄養学・栄養と
代謝、栄養科学、栄養学的生化学および応用栄養学が含まれる。
〔論文雑誌リスト〕
1．ACTAALIMENTARIA
2ALIMENTA
3．ANNALSOFNUTRITIONANDMETABOLISM
4．ANNUAhREVIEWOFmRITiON
5ARCHIVFURLEBENSMITTELHYGIENE
6ARCHIVOSI．ATINOAMERICANOSDENUTRICION
7．AUSTRALIANJOURNALOFDjuRYTECHNOLOGY
8．BRITISHJOURNALOFNUTRITION
9CEREALFOODSWORLD
lO CRITICALREVIEWSINFOODSCIENCEANDNUTRITION
ll．DAIRYINDUSTRIESINTERNATIONAL
12．DEUTSCHELEBENSMITrELTRUNDSC且AU
13ECOI．OGYOFFOOI）ANDNUTRITION
14．ERNAHRUNGS・UMSCKAU
l5．EUROPEANJOURNALOFNUTRITION
16FI．AVOURANDFRAGRANCEJOURNAL
17．FIJEISCfIWIRTSCHAF
18．FOODADDITIVESANI）CONTA血IINANTS
l9．FOODANDAGRICUIJTURALIMMUNOLOGY
20FOODANDCHEMICALTOXICOLOGY
21FOODANDDRUGl－AWJOURNAL
22．FOODAUSTRALIA
23FOOI）BIOTECHNOLOGY
24FOODCI王EMISTRY
25．FOODCONTROl－
26．FOOI）IfYDROCOLLOII）S
27FOODMICROBIOI，OGY
28FOODQUALITYANDPREFERENCE
29．FOODRESEARCHINTERNATIONAL
30．FOODREVIEWSINTERNATIONAL
31．FOOl）SCIENCEANDTECHNOIJOGYINTERNATIONAL
32．FOOI）SCIENCEANDTECHNOLOGY－LEBENSMITTEL．WISSENSCHAFT＆TECHNOLOGIE
33POODTECHNOI．OGY
34．INI）USTRIEALIMENTARI
35．INTERNATIONALDAlRYJOURNAL
36INTERNATIONALJOURNALFORVITAMINANDNUTRIT10NRESEARCH
37．INTERNATIONALJOURNALOFDAIRYTECHNOLOGY
38INTERNATIONALJOURNALOFFOOI）MICROBIOLOGY
391NTERNAで10NALJOURNALOFFOO工）SCIENCEANDTECHNOLOGY
40．INTERNATIONALJOURNALOFFOODSCIENCESANI）NUTRITION
41INTERNATIONALSUGARJOURNAL
42．ITALIANJOURNAIJOFFOODSCIENCE
43JOURNALOFCEREALSCIENCE
44JOURNALOFDAlRYRESEARCH
45．JOURNALOFDAIRYSCIENCE
46．JOURNALOFFOODBIOCHEMISTRY
47，JOURNALOFFOOI）ENGINEERING
48．JOURNALOFFOOI）LIPIDS
49JOURNALOFFOODPROCESSENGINEERING
50．JOURNALOFFOODPROCESSINGANI）PRESERVATION
51．JOURNALOFFOOI）PROTECTION
52tJOURNALOFFOODQUALITY
53．JOURNAI，OFFOODSAFETY
54JOURNALOFFOOI）SCIENCE
55JOURNALOFFOODSCIBNCEANDTECHNOLOGY．MYSORE
56．JOURNALOFMUSCIJEFOODS
57，JOURNALOFNUTRITION
58．JOURNALOFNUTRITIONEDUCATION
59，JOURNALOFNUTRITIONALBIOCHEMISTRY
60．JOURNAI，OFNUTRITIONALSCIENCEANDVITAMINOLOGY
61JOURNALOFRAPIDMETHODSANDAUTOMATIONINMICROBIOI，OGY
62，JOURNALOFSENSORYSTUI）IES
63．JOURNALOPTEXTURESTUDIES
64JOURNALOFTHEAMERICANDIETETICASSOCIATION
65．JOURNALOFTHEAMERICANSOCIETYOFBREWINGCHEMISTS
66JOURNAL OF TI王E CANADIAN DIETETIC ASSOCIATION－REVUE DE L ASSOCIATION CANADIENNE I）ES
DIETETISTES
G7JOURNALOFTfrEFOOI）HYGIENICSOCIETYOFJAPAN
68JOURNALOFTHEINSTITUTEOFBREWING
69JOURNAL OF THEJAPANESE SOCIETY FOR FOOI）SCIENCE AND TECHNOLOGY・NIPPON SHOKUHIN KAGAKU
（28）
KOGAKUKAlSHI
70，KIELERMILCHWIRTSCHAFTLICfIEFORSCHUNGSBERICHTE
71．LAIT
72．LISTYCUKROV劇CKEAREPARSKE
73．MEATSCIENCE
74MILCHWISSENSCHAFT・MILKSCIENCEINTERNATIONAL
75．MONATSSCflRIFTFURBRAUWISSENSCHAFT
76．NAHRUNG－FOOI）
77．NUTRITIONRESEARCHREVIEWS
78．NUTRITIONREVIEWS
79．OCL．OLEAGINEUXCORPSGRASLIPIDES
80PROCEEDINGSOFTHENUTRITIONSOCIETY
81．SCIENCESDESALIMENTS
82．STARCH－STARKE
83．TRENDSINFOODSCIENCE＆TECHNOI，OGY
84．ZEITSCHRIFTFURLEBENSMITrEI，・UNTERSUCHUNGUND－FORSCfIUNGA・FOODRESEARCHANDTECHNOLOGY
85．ZUCKERINDUSTRIE
（29）
Entomology／PestControll昆虫学／害虫駆除］（CCA・帥ult。r。Bl。・。gy＆EnvげOnmenb・Sctences”E山は。）
〔内容〕
他の内容の間で、一般昆虫学、応用昆虫学、地域昆虫学、養臆、水生昆虫、昆虫生化学および生理学、応用昆虫学、完全な害虫駆除（IPM）・
殺虫科学を含む。
〔論文雑誌リスト〕
1．ACAROLOGIA
2AFRICANENTOMOLOGY
3AMERICANBEEJOURNAL
4，ANNALESDEIJASOCIETEENTOMOLOGIQUEDEFRANCE
5ANNALSOFTHEENTOMOLOGICAIJSOCIETYOFAMERICA
6．ANNUALREVIEWOFENTOMOLOGY
7．ANZEIGERFURSCHADLINGSKUNDEPFIJANZENSCHUTZUMWELTSCHUTZ
8．APIDOLOGIE
9APPLIEDENTOM01．0GYANDZOOLOGY
lO．AQUATICINSECTS
11ARCIIIVESOFINSECTBIOCKEMISTRYANDPtrYSIOLOGY
l2AUSTRALIANJOURNALOFENTOMOLOGY
13．BEEWORl－D
14BIOCONTROl－
15．BIOI，OGICALCONTROL
l6BULLETINOFENTOMOLOGICAhRESEARCH
l7，CANADIANENTOMOI．OGIST
18．COLEOPTERISTSBULLETIN
19DEUTSCHEENTOMOLOGISCHEZEITSCHRIFT
20ECOLOGICALENTOMOLOGY
21．ENTOMOLOGIAEXPERIMENTALISETAPPLIC〟IA
22ENTOMOLOG工AGENERALIS
23．ENTOMOLOGICAFENMCA
24ENTOMOLOGICASCANDINAVICA
25．ENTOMOLOGICALNEWS
26ENVIRONMENIALENTOMOl．OGY
27EUROPEANJOURNAI．，OFENTOMOLOGY
28EXPERIMENTAh＆APPLIEDACAROl。OGY
29．FLORIDAENTOMOLOGIST
30GREATLAKESENTOMOLOGIST
31INSECTBIOCHEMISTRYANDMOLECULARBIOl－OGY
32INSECTMOLECULARB10LOGY
33．INSECTESSOCIAUX
34．INTERNArIONALJOURNAlJOFINSECTMORPHOIJOGY＆EMBRYOLOGY
35INTERNATIONALJOURNAl．OFPESTMANAGEMENT
36．JAPANESEJOURNALOFAPPLIEDENTOMOLOGYANI）ZOOIJOGY
37JOURNAI．OFAGRICU肌姐ENTOMOLOGY
38JOURNALOFAPICUUrURALRESEARCH
39．JOURNAhOP
40．JOURNALOF
41．JOURNALOF
42＿JOURNALOF
43．JOURNALOP
44．JOURNALOP
45．JOURNALOP
46JOURNALOP
47．JOURNALOP
APPLIEDENTOM01－OGY．ZEITSCHRIFTFURANGEWANDTEENTOMOLOGIE
ARACHNOLOGY
ECONOMICENTOMOLOGY
ENT MOLOGICAIJSCIENCE
INSECTBEEAVIOR
INSECTPHYSIOLOGY
MEDICALENTOMOIJOGY
PESTICIDESCIENCE
STOREDPRODUCTSRESEARCH
48．JOURNALOFTHEAMERICANMOSQUITOCONTROLASSOCIATION
49．JOURNALOFTHEKANSASENTOMOLOGICALSOCIETY
50．JOURNALOFTHENEWYORKENTOMOLOGICAIJSOCIETY
51．JOURNALOFVECTORECOLOGY
52．MEDICALANDVETERINARYENTOMOLOGY
53．MEMOIRSOFTTIEENTOMOlノOGICALSOCIETYOFCANADA
54．OI）ONATOI，OGICA
55．ORIEN’rALINSECTS
56．PAN－PACIFICENTOMOLOGIST
57．PESTICIDEBIOCHEMISTRYANI）PHYSIOLOGY
58PESTICIDESCIENCE
59．PHYSIOLOGICALENTOMOLOGY
60，PROCEEDINGSOFTHEENTOMOLOGICALSOCIETYOFWASHINGTON
61．SOCIOIIIOl－OGY
62SOUTHWESTERNENTOMOLOGIST
63．SYSTEMAmCENTOMOLOGY
G4．TRANSACTIONSOFTHEAMERICANENTOMOLOGICALSOCIETY
（30）
Environment／Ecology［環境／エコロジー］（。。HAgn。。lt。，C，B．。1。gY＆Envmm。nta】Sc，e。CeS・Ed．tlmよ。）
〔内容〕
相互に関わりのある分野を含む広いカテゴリー。純粋および応用生態学、生態学的モデリングおよび工学、生態毒理学、進化生態学を
扱う論文雑誌を含む。環境科学では、包含する多くの分野のいくつかは、、環境汚染および毒理学、環境健康学、モニタリング、技術、
地質学、および管理である。他の分野は、土質科学および環境保全、水資源研究および工学、気象変動、および生物多様性環境保全で
ある。地域自然研究の論文雑誌も含まれる。
〔論文雑誌リスト〕
l ACTAHYI）ROCfIIMICAETHYDROBIOLOGICA
2ACTAOECOLOGICA・INTERNATIONAhJOURNALOFECOLOGY
3AFRICANJOURNALOFECOLOGY
4AGRICUIXUREECOSYSTEMS＆ENVIRONMENT
5AlAPPLICATIONS
6AMAZONIANA－LIMNOLOGIAETOECOLOGIAREGIONALISSYSTEMAEFLUMINISA肌岨ONAS
7．AMBIO
8AMERICANINI）USTRIALHYGIl弓NEASSOCIATIONJOURNAI．
9AMERICANMIDIJANDNAでURALIST
lO AMERICANNAI’URALIST
ll．ANNUALREVIEWOFECOLOGYANDSYSTEMATICS
12．ARCHIVESOFENVIRONMENTALCONTAMINATIONANDTOXICOLOGY
l3ARCHIVESOFENVIRONMENTALHEAuH
14ARIDSOILRESEARCHANDREHABILITATION
l5．ATMOSPHERICENVIRONMENT
l6AUSTRALIANJOURNAIJOFECOLOGY
17．AUSTRALIANJOURNALOFSOILRESEARCH
l8BIOCYCLE
l9BIODIVERSITYANDCONSERVATION
20．BIOGEOCHEMISTRY
21．BIOLOGICALCONSERVATION
22BIOI，OGYANDFERTILITYOFSOILS
23．BIOMASS＆BIOENERGY
24．BIOTROPICA
25BULLETINOFENVIRONMENTALCONTAMINATIONANDTOXICOLOGY
26．CANAI）IANFIELD－NATURALIST
27　CANADIANJOURNALOFSOII，SCIENCE
28CATENA
29．CHEMICALSPECIATIONANDBIOAⅥuLABILITY
30．CHEMOSPHERE
31CLAYSANDCLAYMINERALS
32CLIMATERESEARCH
33．CLIMATICCHANGE
34．COASTAl，MANAGEMENT
35．COMMUNICATIONSINSOILSCIENCEANDPLANTANALYSIS
36．COMPOSTSCIENCE＆UTILIZATION
37　CONSERVATIONBIOLOGY
38．CRITICALREVIEWSINENVIRONMENTAl．SCIENCEANDTECHNOLOGY
39ECOGRAPIIY
40．ECOLOGICAL
41．ECOLOGICAL
42ECOIJOGICAL
43．ECOLOGICAIJ
44．ECOLOGICAL
45．ECOLOGICAL
APPLICATIONS
ECONOMICS
ENGINEEⅢNG
MODE ．uNG
MONOGRAPHS
RESEARCH
46ECOLOGY
47．ECOLOGYLETTERS
48ECOSCIENCE
49ECOSYSTEMHEALTH
50．ECOSYSTEMS
51ECOTOXICOLOGY
52．ECOTOXICOLOGYANDENVIRONMENTALSAFETY
53．EKOLOGIA－BRATISLAVA
54．ENVIRONMENT
55．ENVIRONMENTINTERNATIONAL
56．ENVIRONMENTAIJANDECOLOGICALSTATISTICS
57．ENVIRONMENTALCARCINOGENESIS＆ECOTOXICOI．OGYREⅥEWS・PARTCOFJOURNAI，OFENVIRONMENTAlJ
SCIENCEANDHEAuH
58ENVIRONMENTALCONSERVATION
59．ENVIRONMENTALENGINEERINGSCIENCE
60，ENVIRONMENTALGEOCHEMISTRYANDHEAIRH
61ENVIRONMENTALGEOLOGY
62．ENⅥRONMENTALHEAIJrHPERSPECTIVES
63．ENⅥRONMENTALMANAGEMENT
64ENVIRONMENTALMONITORINGANDASSESSMENT
65．ENVIRONMENTALPOLLUTION
66ENVIRONMENTALRESEARCH
67ENVIRONMENTALSCIENCE＆TECHNOLOGY
68ENVIRONMENTALSCIENCEANDPOLLUTIONRESEARCII
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69．ENⅥRONMENTALTECHNOLOGY
70ENⅥRONMENTALTOXICOl，OGY
71ENVIRONMENTALTOXICOLOGYANDCIIEMISTRY
72．EUROPEANJOURNALOFSOILBIOLOGY
73．EVOLUTIONARYECOLOGY
74FIELDANAUrnCALCHEMISTRYANI）TECIINOLOGY
75FRESENIUSENVIRONMENTALBULLETIN
76．FUNCTIONALECOLOGY
77．GEOMICROBIOLOGYJOURNAL
78．GLOBALCHANGEBIOLOGY
79．GLOBALECOLOGYANDBIOGEOGRAPHYLETTERS
80．GLOBALENVIRONMENTALCHANGE－HUMANANDPOLICY工）IMENSIONS
81．GREATBASINNATURALIST
82．GROUNDWATER
83，GROUNI）WERMONITORINGANDREMED工ATION
84．EUMANANDECOLOGICALRISKASSESSMENT
85．HYI）ROLOGICALPROCESSES
86．HYDROLOGICALSCIENCESJOURNAL・JOURNALDESSCIENCESmROLOGIQUES
87，1NTERNATIONALBIODETERIORATION＆BIODEGRADATION
88INTERNATIONALENVIRONMENIALAFFAIRS
89．INTERNATIONALJOURNALOFBIOMETEOROLOGY
90INTERNATIONALJOURNALOFENVIRONMENTANDPOLLUTION
91．INTERNATIONALJOURNALOFENVIRONMENTALANAIXTICALCHEMISTRY
92．INTERNATIONALJOURNALOFSUSTAINABLEDEVELOPMENTANDWORLDECOLOGY
93．ISOTOPESINENⅥ一RONMENTAIANI）HEALTHSTUDIES
94JAPANESEJOURNAI，OFTOXICOLOGYANI）ENVIRONMENTALHEAhTH
95．JOURNAIJOFAPPLIEDECOLOGY
96．JOURNALOFARIDENVIRONMENTS
97JOURNALOFA¶MOSPHERICCHEMISTRY
98JOURNALOFBIOGEOGRAPHY
99．JOURNALOFCHEMICALECOLOGY
lOO．JOURNALOFCOASTALRESEARCH
101JOURNALOFCONTAMINANTHYDROLOGY
102．JOURNALOF
lO3．JOURNALOP
lO4．JOURNALOF
lO5JOURNALOF
lO6JOURNALOF
lO7．JOURNALOP
lO8．JOURNALOF
ECOI．OGY
E VIRONMEN里血
E VIRONMENTAl．
E VIRONMENTAL
E Ⅵ：RONMENTAL
E VIRONMENTAL
ENⅥRONMENTAL
BIOl．OGY
GINEERING・ASCE
H ALTH
MANAGEMENT
QUALITY
MIOACTmTY
109．JOURNAL OF ENⅥRONMENTAL SCIENCE AND HEALTH PART A・TOXIC！HAZARDOUS SUBSTANCES　＆
ENVIRONMENTALENGINEERING
llOJOURNAL OF ENVIRONMENm SCIENCE ANI）tlEA皿　PART B・PESTiCII）ES FOOD CONTAMINANTS AND
AGRICUlJURALWASTES
lllJOURNALOFEXPOSUREANALYSISANDENVIRONMENTALEPIDEMIOLOGY
l12．JOURNALOFHYDROLOGY
ll3．JOURNALOFPALEOLIMNOLOGY
l14，JOURNAL OF PLANT NUTRITION ANI）SOIL SCIENCETzEITSCHRIFT FUR PFLANZENERNAHRUNG UNI）
BODENKUNI）E
l15．JOURNALOFRANGEMANAGEMENT
116．JOURNALOFSOILANI）WATERCONSERVATION
l17JOURNALOFSOIl。CONm麒INATION
118JOURNALOF
l19．JOURNALOP
120．JOURNALOP
121JOURNALOF
l22．JOURNALOP
l23．JOURNALOF
124JOURNALOP
THEAIR＆WASTEMANAGEMENTASSOCIATION
THEAMERICANWATERRESOURCESASSOCIATION
THECHARTEREDINSTITUTIONOFWERANDENVIRONMENTALMANAGEMENT
TOXICOLOGYANI）ENVIRONMENTALHEALTH・PARTA
TOXICOLOGYANDENVIRONMENTALHEAInlH－PARTB・CRITICALREVIEWS
TROPICALECOLOGY
WATERRESOURCESPLANNINGANDMANAGEMENT－ASCE
125．LANDDEGRADATION＆DEVELOPMENT
126IJANDSCAPEANI）URBANPLANNING
127LANDSCAPEECOl。OGY
128．MICROB工ALECOLOGY
l29，MOLECULARECOLOGY
130，NATURALAREASJOURNAL
131．NATURALHISでORY
132，NEWZEAIJANDJOURNALOFECOLOGY
133NORI）ICmROLOGY
l34NORTHWESTSCIENCE
135．OECOl．OGIA
136，OIKOS
137　0RYX
138．OZONE・SCIENCE＆ENGINEERING
l39PEDOBIOLOGIA
140、PIANTANDSOIL
141PI．ANTECOLOGY
142　REGULATEDRIVERS・RESEARCH＆MANAGEMENT
l43RESEARCHESONPOPULHrIONECOLOGY
144．RESOURCESCONSERⅥATIONANDRECYCLING
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145　RESTORATIONECOLOGY
146REVISTACHILENAI）EHISTORIANATURAL
147　REVUEDECOLOGIE－LATERREETLAVIE
148　RUSSIANJOURNALOFECOLOGY
l49　SARSIA
150，SCIENCEOFTHETOTALENVIRONMENT
151．SOILBIOLOGY＆BIOCHEMISTRY
152，SOILSCIENCE
l53．SOILSCIENCESOCIETYOFAMERICAJOURNAL
l54SOILTECHNOLOGY
l55．SOILUSEANI）MANAGEMENT
l56．SOUTHWESTERNNATURAIJIST
l57．TRENDSINECOLOGY＆EVOLUTION
l58．VIEETMILIEU・LIFEANI）ENVIRONMENT
l59．WASTEMANAGEMENT＆RESEARCH
160．WATERAlRANI）SOILPOLLUTION
l61，WERENVIRONMENTRESEARCIl
l62．WATERRESEARCH
l63．WATERRESOURCESRESEARCIl
164WATERSA
l65．WATERSCIENCEANDTECTINOLOGY
l66．WER．ENGINEERING＆MANAGEMENT
167　WETLANDS
l68．WILDLIFESOCIETYBULLETIN
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（資料2）
主要国の自然科学分野の論文数（ISl社S。．。。C。。，tat．。nInd。YC。E伽。nよ。）
Yedr　　　　1981　1982　　1983　　1984　　15　　1986　　1987　　1988　　1989　　1990　　11 2　　19931 94　　1995　　1996　　1997
BELGIUM
5．119　　5．620　　5．033　　7．039　　7，101竺塾担旦＿＿＿＿＿＿＿＿＿一旦隻1墜＿＿＿＿　3．577＿＿＿＿j621　＿卓J82　　3．951　3．816　　3．823　　3．833　　4．115　　4．439　　4．徳　＿　＿4．977
62　　　　0　　　112　　　110　　　137　　　109　　　114　　　　　　　　　　　　　　　99　　　133　　　138　　　154　　　181　　　219　　　225　　　238竺竺竺竺」＿＿＿」と＿＿＿＿旦＿＿＿⊥1≧＿＿＿＿＿⊥ユ」＿＿⊥旦王＿＿＿ユ更と＿＿」曇＿＿＿＿⊥冥＿＿＿⊥呈L．．＿＿j生＿＿」逆」＿＿⊥翌－』竺＿＿＿」旦L＿胃＿生し＿＿＿j芸」＿＿ヱ竺
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蓋藍莞懇1∑一望1告戸賢二軒整憲菅憲二一軒憲一許蒼慧
軸　　344ヌ23　353301　365．026　323．650
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．統合以前のドイツについては、東ドイツと西ドイツの合算値とし、以下のアドレスで検索した：
（1990年版まで）FED－REP－GERORGER・DEM－REP、（1991年版から）GERMANY
…イギリスについては、プリンスオブウェールズ病院、香港．ニューサウスウェールズ．オールハニー医科大学．ニュースコットランドアペニ
ユ‾；二ュ肩ヨーク州オ胃ルハニー，そして、マサチューセッツ州ボストンにあるタフツ大学ニューイングランド医療センターおよびニュー
イングランド慈善病院を除外するために、以下のアドレスで検索した・
NORTH－nELANDOR押仏1．ESNOT（O）RINCEANDHONG－KONG）OR（NEWANDNSW）））OR（SCOTLANI）NOT（ALBANYAND
NEW））OR（ENGldNDNOT（NEWANDMA））
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（資料3）
柑81　1982　1983　1984　1的5　10朋　　柑87　　t988　1989　1990　　柑91　1992　1993　　柑94　1的5　19朗　1拍7
亘±フサイエンス分野22カテゴリー毒の■文■’（世界全体）
Anm－はRantSc°nc°ヽ（動檎嶋学） 2．760　　3日2　　ale83－210　　3935　　4，104　　4492　　4．453　　4972　　5－178　　5300　　5．807　　5562　　5693　　6．083　　5830　　5．817
8．∝h即間由Y■8両九四・CO（生化学・生麹物事竿）　　　　　1339713619　相．8211鼠272147571546515．6柑1709817．75118179　は473　210側　21494　24，474　2564125，967　25651
C．d。V・・cUl・r＆H脚軸bⅣR・・urch（心血t血液学）　　　5．737　5999　8対3　8．船8　8215　8810　9．293　9．42810耶710，32811．847121的11，禍13，4821432313．I7515．085
C°ll＆DM晦m帥t・18りb訂（肩胞・発生生物学）　　　　　　3892　38∽　4068　3871　4568　4529　4．8的　5．期8　5．379　5572　5．932　8．刃4　81日　7訓2　8437　8甜9　8．訂3
0．m・，tryもAn両脚武化学・分析）　　　　　　　　　　　9一朗7　943410．014　95531070111－251相．3721日53　日．43412．10212．0171321113メ83156紬15．1731825217795
Erd鴫rlnOl。gylNuもntめn＆Md．bl帥（内分泌学・栄養学・代謝亨　4－859　4．215　4．870　4．帥5　4，781　5．189　5249　5．弘5　6囲　8．383　8．415　7．朋2　7085　7．142　8574　8．知5　亀舶柑
h卵価時雨Hhl・訂（夷■生鞠字）　　　　　　　　　　　2417　2咄4　2279　2．237　2593　2小目　2453　2．馳7　2，日　2的3　2995　2，引9　3．197　3伽2　3．275　3．432　3839
lmu間心訂（免疫学）　　　　　　　　　　　　　　　　5292　5885　8072　5711　6馳6　7．∝氾　8鵬9　7．294　7995　84個　89571003010．5的10．763　日7851用511247
M由kdR。…．rch D明m開成Tr…t・れ脚t（医学研究．鯵断機1106帥・10852］用盟11883128帥13，4281481215′4691573815，83815803171261叩貼18．8巧　柑8601印9319別柑
M．dPJRq“陀hG．柵。T坤朋（医学研究、一般項目）　　19．4測193柑　期．853　20355　2l，324　20．87　加．9伯　21116　214糾　甜812　21279　22．743　22887　22714　22即7　22．470　22242
M°ねdRes°anCh．0脚もSytt°m°（医攣研究．蝿■・■言）
帆即軸．°l°騨（書生視竿）
M。I。山rBpbⅣ■G・netlcl（分子生触手・丑伝学）
仙川咄矧Pl．nUY（雫■qt）
H鎖lmtclcnceえedavlQr（檜纒科学・行動）
Orに°関れ5．t＆Ctn°－R■°trの（■4形成・がん研究）
臥．nujcel°肝もT°肩伽bもF（1旧字・tt字）
恥t咄b討（生耳学）
At°1eukun．Ol°∩叫（■重化学）
‰b訂／P°t仕れレ°l（え虫雫／書虫■陰）
Env．卿的Ub°b曲′（叫壌／エコロジー）
Foqdh°nc°／目元止l°n（食品科学．栄養雫）
合計‥
ライフサイエンス分野22カテゴリー毎の■文数’（BELGlUM）
12054　1292813035　12．的714．70514．845．時773‾15．的1’け17518，37318．882　19．254　相，6部121507　229誠　23．8糾　21日朋
e．的8　7－130　7．804　　7，317　8．751　乳糾2　　9411　9．98311．029　116引　12．20313．0531334014164　t4．101　川．825．時143
3．424　　3808　　3ノ791　3，978　　4．797　　5112　　5．714　　5887　　6．150　　8．920　　8．926　　日11　■818　10058　10652　10．32111154
8．153　1093　　5，8＝　　5．802　　7e55　軋11日　　島210　　8238　　8519　　8．726　　8．890　10031　乳718　　e．80110．246　10．524　10079
13か柑　†364615268　川646　189日　16．52518749　柑387　2鋸慨121．1郎　21606　2395r　23．045　乃6∬　ガ．0州　268舶7　27623
4．184　　4．350　4．M　　4888　　5868　　5921　8328　　軋704　　7．632　　7．930　　8．527　　9755　1001110．45110820　10927　日．345
9．的3100831092e lO．Oe51り701用97　12．2281281512．70513－2481332013，728　川．糾614的7　15024　用．4測　15314
2．3柑　2401　2．782　2知2　3230　3205　3．鯛2　3．272　3．諏2　　孔281　3，朋8　3595　3，舶5　4．074　3．979　l朋3　3．朗2
2．461　2178　2358　　2202　2018　21日　　21帥　2．218　2．297　　2！蛤6　2．洪0　3．的1　3．809　1584　3．7柑　l．柑6　4．023
2，022　2．172　2598　21m　　2．500　2．M　2584　2．257　2587　　2968　2431　2765　2．875　2．728　28鵬　2．300　2．721
6。封7　　8．424　7．039　0．調5　7565　7852　8243　7．746　＆了的　　9．082　，．12810．13110．4乃119帥12．8531341t　13．775
」工竺L」とL．＿上里胃ユ竺L＿聖と＿曇巴一望竺＿曇芝＿曇竺＿ヱ竺＿ヱ竺」」盟と＿ヱ竺L＿巴曇＿上空土＿吏竺＿曇聖
146752　日9．4t2159489153．218175．60216230118l，979193809　204．170　210．978　2176e1235．8約　239．150　256．822　268．封4　273．424　27l．770
川れ　†柑　1■U l胃■　l岬　　川●1　1●■7　11●l tH■　lH0　1■l1　1岬　　川●］　l●4　IH疇　I胃■　1日帽1
Anllutl＆Rt鵬Sc．°nc°ま（hIl物事） 15　　　25　　　35　　　28　　　41　　35　　18　　　59　　　46　　　68　　　87　　　85　　　68　　　79
白のch°¶面乃4日h押h叫“（生化学・生物畿理学）　　　　　　　　柑2　172　　日目　187　173　173　　212　　加7　　220　　247　　280　　258　　253　　2刑　　罰3　　3飽　　370
Ct通りV埠cuhrhH°lTut°bぬIh°trの（心血t・血液学）　　　　　的　　　朗　　　糾　　　82　111　1柑　118　115　124　　川3　　け8　　柑7　1e5　　100　　220　　柑8　　229
hllはD°V°帥hlh山砂（■輪・発生生鞠雫）　　　　　　　　52　　　28　　　調　　　的　　43　　82　　　33　　45　　　65　　　47　　　71　　糾　　　78　　　77　　　9　　　引　　　掩
qlmdtYhA…心°は（化学・分析）　　　　　　　　　　　　　　　80　　　88　　　糾　　　87　108　　　糾　　　91　　83　　　97　　101　127　121　138　184　191　209　　233
E′d鴫n叩bα．‰帥OnhMdthl．tM（内分泌筆・栄養学・代軸亨　　的　　　78　　　77　　85　　舶　　75　　　91　　87　　　封　122　128　144　138　148　180　172　　柑l
試l＋＋．刃　　17　　　柑　　　柑　　　28　　　24　　　20　　　27　　　22　　18　　　22　　　45　　　測　　　30　　　37　　　帥
73　　47　　　83　　85　　　的　　的　　　93　　　95　　　鉗　138　1日　152　181　185　　201　201　柑2
74　　101　　的　104　120　　日3　158　171　175　158　18I　　215　　240　　281　283　　314　　308
139　118　151　159　183　1的　　り5　1e5　181　160　184　　230　　獅　　257　　244　　227　　262
柑2　］07　122　】刃　137　　川，　　け2　　相1　214　　211　257　　218　　253　　313　　鎚5　　381　咄2
8e　　　78　　　88　　　的　　1誠　116　148　151　16l　　199　　柑2　　220　　234　　259　　四1　258　　霊1
47　　　帥　　朗　　　57　　　73　　77　　　92　100　1的　128　122　157　138　180　185　195　　214
刀　　　27　　　48　　42　　49　　　71　　駈　　　57　　　52　　　61　　49　　　82　　　84　　　74　　　87　120　105
77　　　88　　　91　　95　122　123　133　153　185　　柑7　　212　　241　188　　232　　228　　240　　280
嶋　　咄　　　51　　小　　　73　　96　　　78　　　朋・　　的　132　137　　川0　157　170　　川7　186　　飽9
138　131　†56　†33　135　　207　179　　川7　　柑1　177　1部　l紺　　柑I　　芸柑　　2相　　255　　割5
27　　　27　　　34　　　畏　　　31　　〟　　　犯　　　裏　　　側　　42　　　49　　　棚　　　卸　　　57　　　51　105　　以1
12　　12　　13　　　8　　　21　　8　　　24　　†8　　　9　　16　　　29　　　25　　　23　　28　　　23　　　調　　　37
9　　　17　　　12　　　　9　　　10　　　12　　　　8　　　12　　　13
48　　　51　　58　　　51　　　67　　　53　　　54　　　部　　　82… ? ?……
b卿的m川hHh血訂（紮■生輸学）
lmmumb騨（免疫学）
Mdは．lR．表“代れD叫卯掛け＆Tretl．m爪（医事研究．鯵肺・治療．
仙°山油IR°1°的hGen－tlT°Pct（医学研究．一触境目）
朋の経山片田°t作h O脚ASy鵬d肘（摩攣研究、月■・■富）
仙即雨間山砂（■生輸攣）
H°l°QUhrDpb騨且G°n°t肩3°（分子生嶋竿・遺伝学）
帆血山叫血－Y（学閥■）
N8tllttc．°nc°18■ltVnr（柵粗孝行Il）
0・1°°Pn°和もCt問rR°1°tmh（■■形成・がん研究）
円14rM°°l．咽バHh鵬°b訂（簾事雫・■t攣）
mytbbが（生事雫）
Aty机lhIrtl01°m舶叫（■壬化学）
ht°－▼鳩b騨／P°鈍C°鵬rd（昆虫手／書虫■持）
bw・軸lⅥ一°nUb沖b騨（相墳／エコロジー）
F°°dSc．enc°／NIAパhy．（■島村事、栄養学）
台1ド’
ライフサイエンス分野22カテゴリー書の■文■‘（CANADA）
石訂万石扇＝冠詞面訂．・．・．‾‾‘肩‾‾‾‾‾
8nh°mMtlYもe巾はtく量化事・生的群）
crdht鉱山・■Hmtbb騨R．°t帽h（心血t・血液学）
Cも川もD°V°l°m“u1日に．bⅣ（細胞・発生生視学）
Ch■叫山YhAM吋－け（化学・分析）
bd°cnn°軸部仙心血恥＝鵬t血l－．n（内分泌学・栄養学州欄惇
b罪刑血18ぬbⅣ（事書生視事）
l叩叫mb鉗（免疫学）
MdりdR．tu．th．Dl岬．°tけ＆Trも．tm°血（医学研究、捗断・治■：
MdゎdR．肩e．陀hGen■一IT叩け胃（医学研究．一書4日）
M“h”lR°1°4′°h Oqtnt■S輝t°mt（匿雫研究．絶■●甘）
帥叩血元町（■生■李）
M°kuJ∬加bα▲細別（分子隻脚・■伝享）
Huk心ecpllntワ（手■tt）
NeunJ．C．°nC．＆Ehhnqy（神経料亭・行も）
0．裾0伊neSl°■Ct“－Rtt°－eh（tt形成・がん研究）
R一mm肩c°l°鮮▲T°tP°b騨（事t看・暮耳学）
恥．軸心騨（生1学）
人噌・bUh．Jrl0－°爪叫（■芸化学）
ht°㈹bⅣ／P°r蝕的l（鳥虫攣／讐虫t■）
Envr°n．n nUE°°bα（■壌／エコロジー）
F°°dSc．ence／N止血Wl（1品科学、栄■孝）
合計‥
ライフサイエンス分野22カテゴリー毎の■文■‘（FRANCE）
AnlM8はR∬lSc膿Ic°．（動檎■学）
白．朝h仰．°try■B叫狩．°．（生化雫・生■も4讐）
C．fdぬVatcUltr■H°mdd°αR°1°tmh（心血t・血液学）
c°WもDev°bpmett相はb∬（■鳥・発生生物学）
αlem叫■An小川（化学・分析）
E叫krm°b由′Nut雨nn＆M鵬tblqm（内分泌学・栄養学・代謝讐
b卿entt＝hbが（夷書生も季）
lM叫仰山尉（免疫学）
MedにalR°5°trdhD叫F°川もTr血ent（医学研究、鯵胃・治■
Hのり．lR．1°arch G°叫rtlT叩“（医学研究、一般1日）
HdkdR°58椚h Or脚もSy．t°m（医学研究、絶■・♯t）
仙川か山砂（■生物雫）
的°l°°Ul．rBPb訂■G°n°t．°．（分子生物学・遺伝学）
帆心血叩血rY（雫■疇■）
仙研削脚…成臥血瑚心神削明ト刑即
0叫岬M°．°＆Chnc一触°t爬h（■■形成・がん研究）
mt．1ntcd°騨■To肩．c°b訂（肩1事・●■雫）
my加山砂（生理学）
山砂肌血mIch『．．1虞．Y（■芸化学）
ht°間b騨／PemC°nt通（1虫寧／書虫■躊）
bⅣ．鴫nM°nUb°b秒間値／エコロジー）
FeedSc．ガc°／Ndd一肌（t畠科学．栄■竿）
合計‥
????…… 31　　　31　　18137　　16e　　146
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ． ? ?
???‥??????????
（35）
ライフサイエンス分野22カテゴリー毒の■文■’（GERMANYH‘）
Anlmtlも円tntScl°nceS（帆）　　　　　　　　　　　　　　　294　　318　　163　　311　　鵠0　　345　　430　　159　　499　　5鵬
B．償h肝細心yl日血鱒一輝．c，（生化攣・生物鞠耳筆）　　　　　　　947　　972　1．025　　8g6　　9，7　1，082　1218　1．296　1379　1伸6　t．卸3　t．575　1．856　1928　2．030　2．181　2375
C一山N－CUl．′＆帖m鵬。bαReMr。h（心血■・血液学）　　　　281　297　　347　　297　　520　　540　　548　　聞5　　665　　5e7　　849　　e17　　888　　999　1伽6　l，糾2　1・221
bllAD．V。帥耶t．lEh心肝（■胞・発生生視学）　　　　　　　糾9　　糾0　　368　　310　　淵1　382　　相1　455　　〃日　　脚4　　部7　　朋4　　514　　831　724　　763　　881
ch評．叫もAN如u（化学・分析）　　　　　　　　　　　　187　119　　758　　709　　の8　　的7　　789　　的5　　92　　的8　　8的　t防8　用32　日目　1．336　1．298　用誠
E川h馴Ⅵ°b胼N血血帥1仙血hlはm（内分泌学・栄養学・代謝字　145　129　155　149　151　1祁　178　184　　213　　248　　244　　278　　268　　311　387　　504　　552
b囲m劇1．1日のb鉗（実車生鞠学）　　　　　　　　　　　102　　的　Il1　121　119　133　　日H t23　120　152　138　188　　217　　219　　233　　248　　257
hmurbb騨（免疫学）　　　　　　　　　　　　　　　　　235　　281　278　　288　　m　　諏3　　355　　402　　472　　426　　577　　6封　　702　　726　　770　　858　　即
Mdに．日和引地帽hD．岬幽相島Tr°戚M。鵬（正孝研究、鯵断・治■　　3相　　加6　　488　　371　483　　鵬　　朗5　　603　　674　　778　　799　　919　　糾4　　947　日16　1165　11313
帥2　　865　　871　　出1　912　　908　1餉3　　937　　931　　901　　783　　日＝　1，0即　　日）79　1134　1156　1185
404　　411　378　　392　　4帥　　475　　588　　鵠7　　883　　750　　832　　853　　875　1．032　1日0　1378　1，532
諮9　　426　　499　　477　　656　　850　　678　　713　　的0　　92I l、008　11∞4　　し0911172　1、285　1、437　1，414
315　　355　　359　　371　464　　460　　とP4　　賀川　　朗9　　838　　帥7　　743　　747　　888　　e86　　的4　1．030
350　　364　　311　　300　　452　　氾5　　4測　　糾2　　501　　試叫　　487　　847　　557　　629　　846　　731　　704
帥2　　538　　838　　朗9　　768　　鎚1　　882　　糾0　1．105　1142　1，1211．諭11．423　1525　1724　　日州　　2．155
194　　205　　208　　201　　253　　2も0　　301　　的1　　383　　4割l＋l蛤1　　510　　598　　耶1　　775　　8柑　　888
1．020　10211．偶2　　97112糾　1，143　1206　1183　日23　1102　1．朗8　1．023　1．037　1同相　1．個e L柑7　1．129
125　　H柑　　236　　日4　　283　　268　　264　　269　　242　　259　　252　　302　　286　　∞5　　303　　358　　318
1朗　　179　139　　168　158　125　185　176　183　　205　　208　　224　　209　　柑0　　244　　263　　275
割　　　53　　　42　　　43　　　63　　　87　　　el　　　的　　　85　　TO5　　　94　　　96　　1日　　l＝　　101　105　　120
甜6　　201　257　　280　　291　　311　　461　　370　　158　　443　　舶8　　857　　832　　770
250　　224　　235　　247　　215　　201　　217　　234　　205　174　　田3　　238　　227　　324
M由kdR．治°4“h．Gtr甘・tlT°Pにe（E雫研究．一般項目）
仙dk■R°t“帽h O嗜tntもSyの°mS（医事研究、鶴■・暮言）
仙川血山砂（書生視字）
M°l°eul．Hh止咄バ日加冊山川（分子生■辛・遺伝学）
仙kddcpl柑Y（孝■す■）
N°小塙馴部例日＝hhM胼（柵鞭科学・行軸）
0．Ⅶ°伊n－け1Ctn°qrR剛腕h（■●形成・がん研究）
Ph一m鵬d°tyAT°”少hⅣ（轟可学・tt竿）
RY的b曲′（生司学）
A叩間Ukur－lqleMはtけ（■重化学）
も血m血騨／PけtC血l（昆虫学／書虫t喩）
hnm脚Ub°bα（1壌／エコロジー）
FdSc．帥°°／袖山血脚（■品和事、栄養学）
含計‥
ライフサイエンス分野22カテゴリー暮の■文数．（lTALY）
10200108謝　り19211．45712．∽7　12，96213－3＝　川．95015．1516の2　1a3721判帥1212日
柑81　1982　1983　19別　　は85　　相的　1981　相的　19脚　19的　1991　1992　1993　19糾　1995　19閲　1997
A．lrntl▲RtntSel斬°°S（h櫨視竿）　　　　　　　　　　　　　　49　　　73　　　航　　　74　　　％　　　92　109　　1柑　　129　　135　171　　209　　柑7
8・伏hemはuY島8叫声Ice（生化孝・生視■理学）　　　　　　　誠9　　288　　期5　　284　　調5　　叫0　　4㈱　　4＝　　529　　鱒3　　859　　657　　775　　905　　926　日）封　1・057
Ctdbv．S飢血日日軸m－bb紗R°8°hreh（心血t・血液学）　　　　251　灘5　　糾1　謂1　4糾　　封0　　咄0　　即9　　846　　7卵　　749　　8糾　　711　959　　922　1037　1，朗色
c°ll＆Dv°師部ttHk心血引帥絶・発生生物学）　　　　　　　　的　108　1測　119　　個　149　　川5　158　190　　207　　226　　258　　265　　311　320　　313　　339
Ch°mntー′■Amh－（化学t分析）　　　　　　　　　　　　　2的　　274　　2的　　270　　325　　加9　　訓7　　412　1用　　414　　＝1　52も　　泌9　　737　　777　　815　　822
E血m°bα．H止痛仙日日hhbl脚（内分泌学・巣t攣・代謝讐　123　152　171　1別　　け8　　231　236　　280　　253　　267　　257　　351　412　　424　　538　　59　　574
b囲nne鵬■Bのb紗（喪鹸主権学）
Immu軸b騨（免疫攣）
M°dにdR一°anch．D．呼l功の＆Tr°t血t（医学研究、鯵断・治■
M°dG．lR－e■Ch G°ハ訂．IT°匹も（臣事研究、一般項目）
MdkdR．qereh．Or騨nI＆S押t■nt（医学研究」絶■・事甘）
仙川心肺騨（●生鞠攣）
H°kdr臥止咽バHhMtlct（分子生触手・1伝攣）
仙心h叩Int肩Y（学胃す胃）
Nqur°°cleMce▲白dlaVqr（柵無料孝・行動）
On°°騨椚－け■C一ヽC－R°ee■Ch（■4お成・がん研究）
mtm°b紗もT°剛紬b紗（兵事讐・tt攣）
RW肺心討（生■雫）
A噌間Ukur．101°m叫（肩芸化学）
輌／P“れ0爪心dく昆虫学／書虫■陰）
bNmmm°バー／［°°b紗（環壌／エコロジー）
F°°dScl°間°／H血雨脚（書晶科学、栄養雫）
27　　　32　　　29　　　40　　　49　　　小　　　37　　　40　　　43　　　51
90　　　日4　　155　　133　　　柑5　　218　　　214　　　206　　　268　　　256
138　　　柑7　　　203　　　233　　畑8　　290　　316　　　390　　416　　　487
214　　244　　237　　261　　288　　315　　384　　377　　412　　445
210　　251　　269　　　281　　358　　　395　　431　　452　　438　　　528
117　　109　　143　　157　　178　　　い＝　　128　　　日3　　2相　　187
64 　　80　　　72　　　71　　　78　　112　　1日
273　　407　　406　　　488　　553　　　582　　　531
458　　555　　801　　882　　721　　773　　，00
528 5 534　　　670　　618　　743　　898
578　　　635　　659　　　的2　　871　1．日3　1．070
257　 318　　　339　　　360　　429　　413　　　437
卵　　　的　　　97　　125　120　152　150　　日7　174　　242　　291　　287　　341　　382　　427　　487　　4耶
60　　　77　　　72　　　68　　　的　　　94　　104　　日5　　143　　123　　187　　188　　柑2　　221　　263　　248　　263
お2　　367　　413　　胡7　　470　　5引　　朗5　　847　　717　　779　　肘2　　970　　939　1079　1．125　1柑7　　t．こ氾3
204　　171　　237　　239　　273　　30之　　365　　418　　484　　544　　856　　125　　721　　771　　850　　982　　醐
318　　387　　458　　428　　539　　個5　　522　　593　　755　　746　　782　　924　　803　　888　　789　　853　　755
測　　　77　　　58　　　朗　　　75　　　83　　　82　　　77　　　75　　108　107　110　105　　109
62　　　47　　　62　　　64　　　82　　　63　　　71　　60　124　　　92　　　95　　日9　159　153
???????? 42　　　33　　　、畑　　　38　　　42
209　　　285　　　270　　　290　　　329
????? 10．468　10．802　12．002　12．109
ライフサイエンス分野22カテゴリー轟の■文政－（JAPAN）
柑81　1882　　相83　　相84　1985　1988　　日柑7　　柑88　　柑89　1990　　柑91　1的2　1993　1994　1995　　柑96　　日97
Anmtl1円a宜Sclm°a（tlth孝）
8胱hm釦ツ＝短小岬．CS（生化学・生鞠物理学）　　　　　　　1．柑8　1．訓9　1．379　137115餌　1105　1674　　用55　2，032　　2．川9　2215　2－98e　3．043　3，373　3512　3．423　3513
G■d帽Vt鉾ul．r＆トb飢止°bⅣR鰭．′rd（心血t・血液字）　　　　　377　　382　　459　　398　　鳩9　　卵2　　88息　　757　　8的　　舶3　11211．095　11811．262　1．288　　日53　1．474
Cell＆D．V°l叩Met°l臥山廿（■飽・発生生物学）　　　　　　　　284　　280　　358　　299　　光5　　377　　395　　437　　453　　糾0　　508　　581　　837　　712　　781　728　　805
Chm地車日加中軸（化学・分析）　　　　　　　　　　　　　1．553　1．5耶　l．糾4　　用柑　1脚　19～l　172も　1798　1．98も　1．994　1．920　2139　1．875　2．1］9　2．075　2201　2－279
Ed°cnmb紗．Nutr睫のハムM鵬ldm（内分泌学・栄養学・代肩雫　　225　　247　　278　　2シ1　270　　378　　328　　455　　125　　478　　481　　540　　糾3　　839　　818　　816　　糾2
bpenm°ntt日加心α（乗書生視辛）　　　　　　　　　　　　　116　148　139　　川8　139　152　　相0　192　186　　215　　241　232　　244　　2柑　　228　　237　　2的
lmmun°bα（免疫学）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　212　　282　　319　　312　　ヰ抑　　4胼　　428　　449　　525　　623　　830　　695　　775　　811　鮒3　　978　　9舶
M．dmIRd・°tmh．D岬06はhTr°aunc止匿学研丸診断・治療ー　　誠6　　390　　397　　405　　513　　558　　699　　789　1010　　357　1＝9　1，288　1387　1．789　1795　2．092　1975
帆のkJ Rtde■ChGen■．lT°剛e°（医事研究、一般項目）
M°dcdResur°h O叩㈹■SysenO．（医学研究、細■・■言）
帆的血山砂（t生物事）
M°le°ultrβnbが▲Ge0°t．c°（分子生鞠辛・1伝学）
Hukdq叩l柵y（竿…■）
N°Ur°矧－1C°＆DhⅣカバ柵鰻利手・行動）
On°°伊n．創－＆C．間－R．se■Oh（■■形成・がん研究）
Rltnmtccl°騨＆T°Xに°bⅣ（蔓耳字・■4学）
Phy“血騨（生t攣）
A坤母uku′．lql耶叫（■芸化学）
bt0．一喝b甘／P°ttC°鵬（■虫孝／後免■鹸）
bw．m帥t瓜°bⅣ（オ壌／エコロジー）
FのdSc．enc°／袖山血胼．（食品射手、栄養学）
冨iFー
533　　531　　580　　458　　559　　538　　558　　589　　821　　672　　849　　783　　1173　　833　　帥9　　858　　848
こ蛤0　　454　　435　　封4　　帥5　　柑3　　758　　835　1－010　　990　1303　1313　　日30　1837　1．928　2267　　2．卸1
882　　664　　747　　835　　的5　　8日　　877　　9封　　t．170　1．117　1．212　1393　1．叫4　1．473　1－5柑　　t．叫11．460
187　　185　　165　　　220　　245　　　286　　　287　　　333　　　335　　朋0　　　432　　478　　　558　　　740　　850　　855　　　981
268　　324　　　274　　　275　　429　　446　　435　　　385　　475　　　小9　　　462　　　595　　522　　　538　　555　　　551　　5I6
約5　　610　　731　　731　910　1．083　1川4　1183　1210　　日38　1知11707　1．⑩4　2．134　2097　2310　　2，441
206　　279　　338　　380　　568　　881　　715　　793　　813　　86T　　的8　1．191　1．244　1292　1．280　1437　1－513
778　　820　　910　　973　1107　　日60　1．138　1．245　1．308　1372　　t．4211820　1，800　19511854　1劇柑　1引8
178　　　m　　212　　174　　　2711　　282　　　258　　274　　288　　　292　　　304　　　311　　384　　　375　　364　　333　　　324
205　　　248　　241　　200　　　218　　　224　　272　　　282　　　318　　　359　　　355　　998　　984　1．∝15　1．082　　　的4　　　932
142　　163　　185　　188　　223　　221　　224　　118　　181　195　　209　　214　　207　　245　　251　　251　　235
185　　127　　177　　　川4　　183　　277　　267　　　2柑　　301　　240　　　308　　300　　　336　　419　　438　　454　　430
207　　243　　253　　228　　川7　　日9　　130　　日5　　159　　203　　柑9　　209　　244　　233　　259　　238　　242
8J93　　9．490　10．259　10．010　†2070　13029　13．206　14292　15．837　16朋3　17．772　20．320　21549　23．578　24306　25．510　28087
ライフサイエンス分野22カテゴリL一義の■文数‘（NETHERLANDS）
An．ml＆円れtSc．．nc鵬（軸■■雫）
8pchmはt～息B面輝明（生化学・生鞠輸■竿）
C－d蛤VttcLlltr＆lbml°b紗R°5°anCh（心血t・血液学）
hllはD．V°bpmmtl柑hbⅣ（軸捻・発生生細字）
Ol°n叫島An叫slS（化学・分析）
En0°nnOb騨NuJ Pn▲Mの加l．tm（内分泌竿・乗義孝代鱒字
bp財m郡山‖h心肝（稟尊生権孝）
l・TmU恥b吋（免疫学）
M・dにdR鵬柁h．Ol岬はもTrも銘m°爪（医学朝来、診胃・冶t
M的kdR一°鮮Ch．G°W4－T°Pにも（医学研究、一般項目）
M叫k”日も帥”椚症Or卵1Sy鈍．mQ（丘字研究」組■・暮言）
MPmbb討（■生鞠学）
Ih°°dar8Pb紗hG4net－CSt分子建独学・■伝攣）
仙心血叩l．ntY（学■可視）
N°U．・。tc．°nceもBの討岬r（神経科学・行動）
Onq°騨肌個．t＆C．“－R賎°reh（■ヰ形成・がん研究）
隋はmted°肝もTolの°b肘（薬理学・書理学）
RYSd叩バ生理学）
A坤・けukurtlql耶咽叫パ■重化学）
hbm°b騨／P鵬tc°nhl（昆虫学／青虫七除）
hr°n．Mnレ‘Ec°b訂（オ墳／エコロジー）
F°°d良川油川／N止血胼・l（食品科学、栄養学）
石iー－．‾
55　　　73　　　82　　　78　　112　　1は　　118　　113　　1柑　　134　　147　　182　　173　　178　　208　　182　　207
272　　　244　　　302　　　306　　324　　　3川　　　388　　　409　　370　　367　　　537　　　522　　520　　　533　　608　　564　　　586
125　　163　　　柑5　　　214　　273　　271　　279　　　301　　356　　　330　　　395　　452　　　分0　　528　　　582　　　584　　　890
92　　　79　　　85　　102　　117　　　84　　114　　135　　117　　　日1　111　132　　159　　152　　　相7　　185　　198
151　1的　　147　　154　　167　　180　　150　　　201　　柑4　　176　　183　　214　　1的　　：姶4　　288　　301　　310
94　　　的　　　91　　90　　　細　　　り4　　128　　128　　183　　　日8　　189　　223　　248　　227　　　322　　　265　　　31，
31　　45　　　30　　　37　　　47　　　47　　　51　　　52　　　59　　　71　　　53　　　71　　　89　　　92　　109　　　92　　125
151　185　　172　　188　　201　　249　　222　　　239　　327　　339　　　353　　456　　482　　477　　479　　　465　　454
282　　　22g　　　315　　　279　　　3ー柑　　414　　151　　422　　　487　　　433　　　421　　4：〉9　　468　　　潔の　　589　　　806　　　590
148　　160　　196　　　205　　　241　　245　　269　　　322　　　3eO　　400　　　383　　133　　499　　　543　　808　　583　　　634
柑e　　　287　　　294　　　279　　397　　444　　405　　42，　　494　　640　　　糾8　　　036　　　702　　　768　　785　　834　　馴7
164　　148　　131　170　　235　　238　　　244　　　299　　　329　　　嶋0　　　3的　　469　　　510　　547　　　597　　　584　　　593
91　　　92　　123　　119　　157　　1－18　　152　　］53　　179　　　2日　　　221　　279　　　3叫　　　349　　　397　　378　　　392
101　112　　139　　135　　1：け　　　り6　　177　　178　　167　　　柑1　172　　221　　208　　　239　　269　　　268　　　294
218　　255　　284　　　288　　298　　380　　336　　448　　444　　　部8　　　封3　　533　　523　　588　　864　　　870　　　727
81　　　89　　108　　　日5　　148　　176　　188　　　201　　270　　　319　　　387　　4日　　　451　　484　　　539　　492　　　517
202　　203　　　259　　　232　　256　　　269　　　253　　　封9　　　325　　　308　　　374　　　298　　415　　　382　　357　　　450　　引4
30　　　37　　　34　　　31　　119　　　44　　　48　　　50　　　06　　　52　　　65　　　79　　　79　　104　　　79　　　94　　　，1
28　　13　　　灘　　　23　　　20　　　29　　　29　　　24　　　28　　　34　　　17　　　59　　　47　　　59　　　50　　　70　　　76
28　　　34　　　25　　　こ氾　　　23　　　51　　42　　　32　　　47　　　31　　　31　　51　　　55　　　46　　　53　　　61　　49
135　　　89　　126　　130　　　柑3　　160　　178　　170　　　221　　269　　　271　　296　　　350　　　399　　　451　　452　　　474
21　　　40　　　42　　　期　　　51　　　知　　　51　　43　　　80　　　79　　　97　　　89　　1柑　　112　　130　　141　149
乏±Z隻±壬三ノス分野22カテゴリー毎の■文数’（UK‥‖）
1081　1的2　1983　1984　1985　1986　　柑87
An・M．ほ円岬th1．nced（軸4麹竿）
B胱hmは叫＆白は小声にS（生化学・生物物理学）
CⅣdめVt鮒ultrhH°．・．°b秒R°3°anCh（心血t・血液学）
C．日もD．V。l叫m°nulBpb砂（胃胞・発生生物学）
Ch椚けtY＆Ant～．桿（化字・分析）
307　　329　　390　　350　　440　　420　　449　　405　　437　　458　　4用
日57　1120　1238　1，254　1，374　1．諏5　1295　1308　1．棚5　t528　t，693　用76　1．帥1　2228　2，558　23e7　2．282
357　　448　　485　　438　　卵1　844　　889　　663　　772　　719　　878　　糾旧　　914　1086　1137　1．217　13日
380　　333　　408　　糾3　　3別　　個5　　458　　伯0　　約4　　483　　＝1　　513　　522　　851　　784　　709　　753
495　　466　　554　　479　　田2　　511　518　　鵬0　　引1　6釦　　629　　956　　557　日80　1．却6　1．封I l．261
bdのnn。b吋．Nutrk・釧＆Mのbll・m（内分泌学・栄養学・代細字　　別8　　504　　574　　513　　807　　593　　597　　576　　7日　　671　851　1日　　764　　775　　810　　850　　891
bpenm°nblhb騨（実験生畿学）
lmlm．Ⅶb討（免疫学）
M・d腋dR・8．・mh．D・・伊0．嚥＆Tr°－trnent（医学研究」別か瘤■
M．dに．lR。，輪r曲G°間rtlT叩け．（医学研究、一般項目）
M“．・lR．紬・rd．0叩hSy．t°…（医掌研究．絶■・暮甘）
Hに柑bめb訂（t生物学）
M。l。UlI Bqb訂＆G．n・tKFe（分子生触手・遺伝学）
仙血施叩価叩（字卸帥削
N．U．u6C．enC°1日のⅣnr（神経科字行も）
〇・℃0帥・l鴫Ie且C…e R°，°ard（■再形成がん研究）
Rlmt°Ol0秒且T°用品W（蔓弯手・■理学）
恥bb紗（生理学）
Al関Ulh〃110－°mのtry（■重化学）
E元°n°b訂／P°ttC°雨d（昆虫竿／書虫■験）
hvl・tMm°n花°°bⅣ（環境／エコロジー）
F°°dSc．ence／N膿鵬吟r．（食品科学．栄養学）
合什‖
ライフサイエンス分野22カテゴリー毒の■文数‘（US）
343　　347　　323　　317　　383　　370　　こ137　　3＝　　347　　420　　426　　421　　叫8　　460　　4I1　　530　　499
諭8　　529　　引8　　帥0　　702　　657　　714　　7引　　697　　921　　9811．029　1日3　1帥9　1．139　1168　1．＝7
1毀4　1502　用15　1，糾4　乙035　2232　乙272　2．299　2刀2　2373　2317　2，側7　2引8　2．袖3　2．571　2310　2．322
4，400　4期5　4，324　4285　4573　4285　4287　4368　4262　　卵31　4．3柑　4．3封　4411　4．封2　4313　4177　　3723
日的　1．428　1．432　1．㍊3　1．782　ド柑0　1．892　用79　2033　2．177　2．280　2．472　2．821　2738　2．788　2783　2．781
723　　667　　800　　756　　880　1，058　10eO l109　1．224　1359　l．403　1．452　1452　1．630　1．的6　1．籾8　1．709
351　　劇5　　416　　468　　591　641　854　　663　　652　　751　　728　1．0）5　　日15　1250　1．お11．238　1397
872　　868　　833　　795　　帥8　　閃5　　834　　816　　812　　的0　　862　1㈲1　9（貯　　982　　的O l．036　　川棚
1．352　1測7　1割8　1497　1777　り22　　t977　1，988　2．糾3　　2．173　2．171　2．刀5　2．1白3　2443　2．524　2，刀1　2．779
339　　437　　377　　387　　438　　528　　524　　589　　771　　750　　883　　tO27　　引8　1054　1，035　1．022　　988
t．055　1．050　1247　　070　1．253　1223　1，265　1．盟11．182　l，封5　1：姶5　13411335　1．422　1，42－　1．825　　t．338
303　　　80　　334　　2的　　291　　307　　328　　318　　351　　359　　180　　391　　420　　481　　437　　647　　421
245　　　216　　　270　　　233　　212　　232　　　221　197　　171　　22，　　柑0　　238　　　219　　　239　　　24e　　244　　　237
219　　203　　柑9　　184　　214　　225　　2日　　182　　210　　187　　180　　柑0　　2帥　　209　　271　　292　　251
495　　4利　　506　　531　　525　　573　　eO8　　5柑　　e07　　581　　582　　tけ0　　758　　9311．034　1耕　　し336
210　　　266　　　287　　　240　　　313　　　381　　301　　273　　　298　　　249　　　285　　　310　　　322　　　392　　：け4　　　391　　408
17．23117日0　18．588　17，752　20．445　20．746　21．214　21458　22．357　22．911　23738　258部　26．143　2軋297　2乳302　29．575　2卵04
A川′瑚HHh咄S飢蜘拇バ勤■櫓学） I．057　12相　　HOJ l．122　　り40　1428　1．546　1．523　I730　I．7期　　糾l　　団27　1＿Ⅲ　1．734　1，808　1，705　1′eO9
日収hem叫＆白の帥働朋（生化学・生畿鞠日学）　　　　　　　8．411　8油8　8．535　8389　6872　7．調4　7．310　7970　8241　8．蚕H　8．856　9．217　D塘310。835108931印加10．682
C・d”VateUl．r＆トbMbb討be・mh（心血t・血液学）　　　　32用　3．240　3．717　3835　4抑4　4．433　4．698　4．853　4908　4810　5．302　5．諭8　5．㈱3　5．閃8　64測　5855　6370
C・lはD・V・k卿帽雨用届。紗（■怜・発生生物学）　　　　　　1945　1．895　1，980　1．922　2∝13　2．∞8　2，0糾　2．417　2．531　2591　28糾　3．個8　3．275　3．傭6　4．227　39帥　4日2
m。爪は叫もAmb3・Q（化学・分析）　　　　　　　　　　　　4392　3．970　4325　4．却7　4．240　4657　4251　4500　4557　4．的2　4．941　諷糾2　5．測3　5．817　5681　5653　5帥I
EndWrlれ010秒．Nbtrrt・。小日向tJbl・Jrr・（内分泌学・栄t竿・代綿羊　2，381　2，025　2．190　2t78　2．203　2，338　2．401　2，540　2．691　3，031　2．B86　3，229　3．021　2898　3，544　3，333　3，5fO
b関nm卯佃日加症咽バ実書生権学）　　　　　　　　　　　　　的5　　891　679　　的11059　　的6　1．027　1．朋7　1．106　1．172　1．封4　1179　1317　日幻l’り朋＋．り朋　1．339
lmmu・Ⅶb騨（免疫学）　　　　　　　　　　　　　　　　　　2826　2895　1㈹1　2942　3．249　3459　3．刃8　3．氾9　3．617　3800　4冊3　4．496　4．883　4的9　5320　5018　4870
M・dm．lR・減°trh D・肩伊倒鳩＆Tre°t．u°鵬（医学研究．診断・治■　5．871　5．799　8日8　8．023　8358　6．測1　8．閲8　7．190　7，228　も湘5　7日1　6鮨8　7．684　7556　7．咄1　7．918　7．聞5
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t A止祀Ie、Rev］eW、Note．htterの合計
＊’－　CCuLlfeSclenCeSりEdlt10nのカテゴリーと同’．AgrlCulture B10logv＆EnvlrOnmentalSciences”EdltlOnのカテゴリ，では一部論文雑誌に重複があるため－合計数では
これらの論文数の重複を修正してある．
紳t　統合以前のドイツについては、東ドイツと西ドイツの合算値とし．以下のアドレスで検索した・
（1990年版まで）FED・REP・GERORGER．DEM・REP、（1991年版から）GERMANY
．．帥　イギリスについては、プリンスオブウェールズ病院．香港，二ュ胃サウスウェールズ．オール／t二一医科大学．ニュースコットランドアベニュー，ニューヨーク州オー
ルバ二一一，そして、マサチューセッツ州ボストンにあるタフツ大学ニューイングランド医療センタ胃およびニュ胃イングランド慈善病院を除外するために、以下のア
ドレスで検索した
NORTH・lRELANDOROVALESNOT（伊RINCEANDHONG・KONG）OR（NEWANDNSW）））OR（SCOTLANDNOT（ALBANYANDNEW））OR（ENGLANDNOT
（NEWANDMA））
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（資料4）
米国のライフサイエンス分野の論文シェアの推移
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イギリスのライフサイエンス分野の論文シェアの推移
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食品科学、栄養学20
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0
ドイツのライフサイエンス分野の論文シェアの推移
〆ずぜ♂〆ずぜ守㍉生ず耳ぜ守㍉上声ぜ㌔
ヽ
〆ず〆ず㌔ぜ㍉上声ぜぜ㍉上声♂塵㍉打率♂
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フランスのライフサイエンス分野の論文シェアの推移
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♂㌔〆ず㌔㌔〆ずぜ㌔㌔ぜ㌧辞㌔ぜ㌦草耳
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カナダのライフサイエンス分野の論文シェアの推移
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耳〆ず♂〆ず〆ずぜ㌦ヂ耳ぜ㌦軒ぜJ㍉率♂
オランダのライフサイエンス分野の論文シェアの推移
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イタリアのライフサイエンス分野の論文シェアの推移
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ベルギーのライフサイエンス分野の論文シェアの推移
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